



























































コンプリート・ノービス３




不審なプリースト

BOOK☆WALKER special edition








田尾典丈





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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俺は人を殺してるんじゃない。

　　世界観を殺す者を正しているだけだ


──あるＰＫ（プレイヤーキラー）の言葉
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　あとがき

　特別付録　ショートストーリー「サクラパニック」






　■プロローグ







　ＰＫプレイヤーキラー。

　オンラインゲーム、ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧ等において、他のプレイヤーを攻こう撃げきするプレイヤーのことを指す言葉だ。その行こう為いをプレイヤーキルと言い、これもＰＫと表記される。

　だが元々は、相手の持つアイテム道具を奪うばうことが主な目的だった。相手が死ねば相手の武器や道具、通貨は奪い放題。欲ほしいアイテムがあるのであれば、自分で一から入手するよりも持っている相手を罠わなにかけて殺した方が効率がいいのだから。

　しかし、オンラインゲームの黎れい明めい期き。理り不ふ尽じんに殺されることを納なつ得とくできない者が多数となり、時代に即そくしてＰＫによるメリットは限りなく少なくなった。

　デジタイズデジタル化ＭＭＯＲＰＧ、〈アストラル・イノベーター〉においても、それは同じ。ＰＫを可能とはしているが、ＰＫ禁止エリアにおいては不可能だった。ＰＫができてもメリットは少なく、デメリットばかりが目立っている。

　だが、そんな中でも。

　ＰＫを演じること、それ自体を楽しむ者はいる。

「何が目的か知りませんが、ＰＫとかやめてもらえませんかね」

　神聖なるプリーストの法ほう衣えに身を包み、モーニングスターを振ふり回してその少女──カレンが目の前の敵に向かって訴うつたえた。

　その敵──全身を黒い武具に包まれた騎き士しは何も語らない。

　言葉による返事の代わりに、その手に持つマスケット銃じゆうを向け、撃うち出した。

　火薬によるマズルフラッシュと、炸さく裂れつ音という演出が発生し、射出された銃じゆう弾だんはカレンを襲おそう。

　それを大きく避よけ、彼女は前進。

　黒騎士に肉にく薄はくし、その手に持つモーニングスターを黒騎士にぶち当てた。

　若じやつ干かんのダメージ衝撃が入ったのはわかるが、しかし、プリーストは元々戦い向きのロール職業ではない。回復魔ま法ほうやバ強フ化デバフ弱化を駆く使しして戦いをサポートするロールだ。

　なぜ、ひとりでこんな戦いをする羽目になったのか、カレンは自分でも理解できない。

　フィールドを歩いている時に突とつ然ぜん男にナンパされ、適当にあしらっている内に黒騎士が襲いかかってきたのだ。

　そのナンパしてきた男は、カレンを置いて一目散に逃にげ出してしまっている。そのため、逃げ出すことに失敗したカレンはソロで戦うほかなかった。

　草原の、見晴らしのいい場所で襲われたのが運の尽つきだ。

　隠かくれて逃げることもできないし、逃げる隙すきもない。

「アイテム消えるかもしれないんで、死ぬわけにはいかないんですが……」

　悲ひ愴そうな顔で呟つぶやく。

　だが、同情を誘さそうような顔をしても銃弾は飛んでくる。

　絶えず動いて的を絞しぼらせないようにはしているが、足を止めればやられてしまうだろう。

　そんな緊きん張ちよう感かんの中、またも銃弾がカレンを襲う。

　今回の銃弾も大きく避け、どうにか逃げ出す隙を窺うかがおうとしていると──。

　避けた先に黒騎士の手があった。

　逃がすわけがない。

　そう言わんばかりに、不気味なガントレットがカレンに迫せまる。

「しまっ──」

　回かい避ひは不可能。自分の体勢を崩くずすフレームさえ与あたえられない。

　抵てい抗こう虚むなしく、カレンは黒騎士にその細い首を摑つかまれた。







　■第一章







　イチノは珍めずらしく、雲雀ひばり工こう房ぼうのテーブルで静かに天てん井じようを仰あおいでいた。

　最近、考えることが多すぎる。そう言いたげに少々苦い顔をしていた。

「イチノさん、随ずい分ぶんと眠ねむそうですね。春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずですか？」

　ここの店主がすすっと近づき、イチノに気安く話しかける。

　イチノがゆっくりと顔を戻もどすと、目の前に和服の美人が座っていた。

　流れるような漆しつ黒こくの長ちよう髪はつに、肌はだ色いろは白しら百合ゆりのように純白。行ぎよう儀ぎよく手を腿ももの上に重ねて置いている仕草などは思し慮りよ深ぶかい大和やまと撫子なでしこを思わせる。

　イチノがソウルインする時間には、大体ゲーム内にいる女性冒険者プレイヤーであり、宿屋兼けんアイテム道具製作店の雲雀工房店主でもあるひばりだ。アルケミストというロール職業だというのに、趣しゆ味みでしかない和服装備を着こなす等、少々変わり者の女性だった。

　イチノは周囲を見み渡わたす。

　今の時間は客が少なく喧けん騒そうもない。どうもひばりは、暇ひまなのでここに座ったということが窺うかがえた。いつもであればアイテム製作や料理をしているはずが、作業台にもキッチンスペースにもアイテムがなく、手持ち無ぶ沙さ汰たらしい。

　ただその表情にはイチノの身を案じているようで、心配そうな感情が垣かい間ま見みえる。

「眠そうに見えた？」

「軽く寝ねてたんじゃないんですか」

　この世界ゲームで眠ることもできなくはないが、ここで寝るぐらいならソウルアウトして寝る方がいい。仮にこの世界で眠るとしても、せめて、この世界の中でもベッドの上で寝た方がいいというのが通説だ。

　ただ、この世界で寝ている間にゲーム酔よいの時間へ突とつ入にゆうしてしまうと、猛もう烈れつな吐はき気に襲われる。身体からだに異常を感じての強制ソウルアウトもあり得るため、この世界で眠るのはあまり推すい奨しようされていない。もっとも任意だろうと強制だろうと、ソウルアウトには一分かかるため、その間はずっと気分が悪い時間が続くのだが。

　イチノはここ数日の疲つかれを吐き出すように、小さく溜ため息いきを吐つく。

「少し考え事をしてた。ここ数日ちょっと色々とあったしね」

「まあ、街を守ったりして精神的に疲れたんじゃないんですか？　それかゲーム酔いの症しよう状じようが解けてないとか」

「そんなことはないよ。ちゃんと時間間かん隔かくは空けてるし」

　一度のソウルインの中で、この世界にいられるのは約八時間が目安だ。

　八時間ソウルインしたら、次にここに来るのに十二時間は空けた方がよいとされる。十二時間を待たずにこの世界に来ると、普ふ段だんよりも早い段階でゲーム酔いの症状が現れる。目安としては〈アストラル・イノベーター〉世界で過ごした時間の一・五倍ほどの時間を現実で過ごせば、限界である八時間のプレイができた。ある程度休めば、ゲーム酔いは、相応の時間が経たたないと起こらないため、小刻みにプレイしている者もいる。

「この辺りは課金してもどうにもならないしね」

　諦あきらめたようにイチノが漏もらす。

　そのためイチノのプレイ時間は主に午後四時から深夜十二時まで。夜中に六時間ほど寝てから、朝の六時に起きて八時までプレイ。そこから学校で時間を過ごすように心がけている。合計で十時間。現状では休息も含ふくめて、これが最もイチノにとって効率的なプレイ時間だ。

　もしこの制約がなければ父親の仁じんに黙だまって二十四時間ソウルインしていただろう。

　もっともこのゲームの開発ディレクターだった仁にかかれば、何時いつからどれだけソウルインしているかは、すぐにわかるのだが。

「無理はしないで下さいね。たまには休む方がいいですよ」

「休む必要性が出てきたら休むよ」

　説得に失敗したからか、拗すねた顔をしてひばりはイチノを叱しかりつけようとした。

「もう、イチノさんってば──」

　その時、イチノの背後に突とつ如じよ、影かげが湧わき上がる。

　音もなくイチノの後ろにひとりの男が現れた。その男は無言でイチノの横に座る。フードを被かぶり、そこら中に裂さけ目の入った歴戦を思わせる軽装だった。背の高さはイチノと同じぐらいか。シーフのロールなのは、冒険者であれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　この世界の情報を収集し、その売買をする情報屋のアレスだった。

「よう、アレス」

　イチノはもはや登場の仕方を指し摘てきするのも面めん倒どうくさそうに手を振る。

「あら。アレスさんじゃないですか」

　ひばりはまったく動じない。すでに彼の出現は日常茶さ飯はん事じだからだ。

「……イチノ、お前がオレを呼びつけるとは珍しいな」

　フードの中の嘴くちばしがニヤリと吊つり上がった。

「ちょっと調べてほしいことがある」

「……なんだ」

「カレンって知ってるか？　お前にケローネーの情報を教えてもらった時にいたやつだ」

「……ああ、あのプリーストだな。ヤツがどうかしたのか」

「アイツの所在と……」

　イチノは気付かれないようにひばりをチラリと見てから、

「あと趣向の調査を頼たのむ」

「……ふん、なるほど。趣向の調査だな。それだけか？」

「ああ、それだけだ」

　用件が済むとアレスはすぐに立ち上がる。

「……ああ。そうだ」

　思い出したようにアレスが口を開いた。

「……イチノは黒くろ騎き士しを知っているか？」

「黒騎士？　そんな装備してるヤツは結構いるだろ」

〈アストラル・イノベーター〉にはブラックナイトシリーズと呼ばれる装備品がある。

　装備品による防ぼう御ぎよ力はもちろん、ステータス能力上じよう昇しようもあり、高価ではあるものの非常に人気の高い装備品だ。装備している冒険者は街中を歩いていればよく見る。

　だが、アレスは構うことなく話を続けた。

「……確かにな。だが今、全身を黒で覆おおったそのソロの冒険者が、ＰＫプレイヤーキルをしているらしい。凄すご腕うでらしくてな、もう何人もやられている」

　その言葉を聞いて、ひばりの顔つきが変わる。

「ＰＫ、ですか？」

　確かめるように呟くと、アレスは静かに頷うなずいた。

「なんで、なんでそんな真似まねをするのでしょう」

「プレイヤーキル、ね。愉ゆ快かい犯はんじゃないのか」

　イチノは興味なさげに頭の後ろに手を回す。

　ＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧにおいて、意図的であれ偶ぐう発はつ的であれ、プレイヤーキル自体はあり得る。

　ただ〈アストラル・イノベーター〉においては、メリットが少なくＰＫをする冒険者はそう多くない。ＰＫをした場合、その街を治めるギルドに厳重注意を受ける場合もある。そうでなくともＰＫをしたということで、白眼視され冒険に支障をきたすこともあった。

　悪評が出回れば店に出入り禁止になったり、法外な値段で物を売られたり……最悪、運営の介かい入にゆうまである。特にＮＰＣの態度には露ろ骨こつに現れる。

「……その黒騎士にＰＫをされると爆ばく発はつさせられるという。そんな話だ」

「なんだ、それ」

　面おも白しろ半分でＰＫをやっている冒険者がいるということは知っている。メリットデメリット云うん々ぬんではないのだ。彼らにとっては、ストレスの発散でしかない。

「……まあ、知らないならいい。そういった情報をオレが集めているだけだからな」

　そしてアレスは、「……ではな」と告げ、再び影となって消えた。

「さて」

　そして、イチノも立ち上がる。

「……あら。イチノさん、冒険へ？」

「いえ。ちょっと鍛冶かじ屋やに行きます」

「そうですか。ところで、イチノさん」

　イチノを呼び止めたひばりは珍しく冷たい目で見み据すえた。

　まるで恋こい人びとが別の異性の場所に行くのではないかと疑っているような顔だ。

「な、なんです？」

「カレンちゃんに興味あるんですか？　アレスさんに趣しゆ向こうを調べてもらうって」

　イチノは一いつ瞬しゆん、『裏目に出たか』と後こう悔かいしたような顔になる。

「いや、あれは……」

「あれは？」

　イチノとアレスだけで使われる「身辺調査の隠いん語ごである」と正直には言えなかった。

　現状、イチノはあることで、カレンに疑いの目を向けている。

「えーと……」

　しかし、趣向は趣向で間ま違ちがった言葉の選せん択たくだった。相手は異性であるのだから。

「ちょっと……前回世話になったからプレゼントでもしようかと思って」

「へーそーですかーへー」

　ひばりの目はとても冷ややかだ。まったく信じていないような顔である。

「ちゃ、ちゃんとひばりさんとの約束も覚えてるから！」

　そのことだけは伝えて、イチノは逃にげるように雲雀工房を出た。ひばりの盛せい大だいな溜息が出る間ま際ぎわに聞こえたが、イチノとしても怒おこらせずによかったと安あん堵どの息を吐く。

「カレンみたいな小さい子を口く説どくような男と思われてるのかなぁ……」

　まるで見当違いな言葉を吐いてから、少し重くなった足を大通りへと向ける。

　この日は空も綺き麗れいで風も爽さわやかに吹ふき抜ぬけ、とても冒険日和びよりな天候だった。

　冒険者たちの表情も心なしか明るく、足取りも軽く見える。ケローネーに破は壊かいされた城じよう壁へきなどもすべて修復が終わっている。その傷きず痕あとはもう見えない。

　そんないつものように人の行き交かう大通り。

　その中央にある噴ふん水すいの前に男女四人のグループが転送されてきた。

　やられてしまい、拠きよ点てん送りにされてしまったのだろう。その姿はボロボロで痛々しい。痛覚があるわけではないが、それでも痛そうに見えるやられ具合だった。

「攻こう略りやく終しゆう了りよう間際だったのにＰＫされるなんて最悪！　綺麗な場所だったのに～～！」

　女の子がそんな愚ぐ痴ちを漏らし、ひとりの男がそれを「まあまあ」と慰なぐさめていた。

　話を聞くと、どうもＰＫをされたらしい。

　先さき程ほどのアレスの話を思い出しつつ、

「ま、そういうこともあるよな」

　そう呟つぶやいて、大通りを南に進み、この日の目的地であるキョウの鍛冶屋へと向かった。







　街の南にある外がい壁へき近くの裏道に、その鍛冶屋はある。

　知らない人間からするとただの家にしか見えないそこに、イチノは躊躇ためらいもなく入った。

　いつものように、カンカンカンと金属を叩たたく音が響ひびいている。そこから放出されているのか、肌はだに触さわる熱気もかなり熱い。サーモスタット温度自動調整システムが働いていなければ、それこそ肌が焦こげてしまうのではないだろうかと錯さつ覚かくしてしまう。

「やあ、イチノ。いらっしゃい」

　作業台に座って金かな槌づちを振ふるっていた者がイチノに気付いた。

　顔を上げたのは女性と見み紛まがうような可愛かわいらしい顔立ちの少年である。

　優ゆう秀しゆうなブラックスミスは顔と腕が少し煤すすけているというが、彼もまたところどころが煤けている。時間が経たつか、水で流せば消える代しろ物ものだが、彼が煤を落としているところをイチノは見たことがない。

　そんな彼は愛あい嬌きようのある顔でニッコリと含みのありそうな笑えみを浮うかべていた。顔の煤け具合がいつもよりも濃こく、それがまたいつもの彼とは違う不気味さを醸かもし出していた。

　キョウは作業を止めずに金槌を振るう。

「……あー。キョウ、話は聞いていると思うが」

「ああ、聞いているさ」

　普段と違い、少し機き嫌げんの悪い声だった。

「ヒルト女史の忠告も聞かずに、ボクが鍛たん錬れんしていた剣けんをダメにした、とね」

「そこまで聞いてるのか……」

　元々イチノの剣は市し販はんの武器である〈ナイトブレード〉だ。

　しかし、それを〈オリハルコン〉を使い強化して、百回も鍛錬して、イチノが安心して剣を振るえるように調整してきたのはまぎれもなくキョウの功績である。

　彼にも矜きよう恃じというものがあるだろう。

　だが、キョウはすぐに小さく溜ため息いきを吐つく。

「ま、君と君の剣でしかできなかったことなのだから仕方ない。そこで君が別の剣を選んでいたら、怒ど鳴なり散らすところだ」

「どっちなんだよ」

　結局、どちらを選んでもキョウを怒らせることには変わりがない。

「ボクとて、君に対して怒ってるのが理り不ふ尽じんだとは思ってる。だが、最も関かかわっていた剣が壊こわれたんだ。ヒステリックにもなるさ」

「妙みようなところで怒るよな、お前って……」

「そういう言動が人を苛いら立だたせるんだぞ」

　キョウは不機嫌さを隠かくさない。口を真一文字に結び、わかりやすく怒っている。

「悪かったな。これでも、お前の剣を壊したことは反省してる」

「まあ、いいさ。そう言えば、今日はサクラさんは一いつ緒しよじゃないのか？」

「あいつはにっ……遅おくれるって連れん絡らくを言こと伝づてで受けてる」

　イチノは危あやうく「日直で遅れる」などと口を滑すべらせるところだった。

　リアルでも彼女と知り合いという話は誰だれにもしていないし、そこまで神経質になる必要もないのだが、妙な噂うわさをされても困るので口を噤つぐんでいた。

「ほう……。もうそんな仲か。ユリにもひばりさんにもシオンにも転ばなかった君がねぇ」

　珍めずらしい名前が出る。シオンはユリと同じく元いたギルドのメンバーである。

「妙な探さぐりを入れるな。そもそもなんでサクラの名前が出てくるんだ」

「別に。君には関係のないことだよ。で、何の用だ」

　機嫌が悪いまま話を無理矢理本題に持っていかれ、イチノは大きく溜息を吐いた。

「マイペースな奴やつめ。わからないほど察しは悪くないと思うが、とにかく剣がほしい」

「市販の〈ナイトブレード〉でも買ってくればいい。使い勝手は変わらないぞ」

「いや、まあ、そりゃ元はそうだけどさ……」

　間違いなく今までの剣と同じ扱あつかい方ができるだろう。

　もっとも、それだけだ。今までと同じ戦いはできても、確実に時間がかかる。

「ふぅ……。ところで念のため聞いておくが、君に剣以外の選択肢しはないのかい？」

「剣以外？」

　するとキョウは腰こしの袋ふくろから黒い物体を取り出して、それをイチノに放ほうり投げた。

　イチノはそれを受け取り、しげしげと眺ながめる。

「……銃じゆうか」

「そう。前回のアップデートで火薬の生成ができるようになってから作ることができるようになった武器だ」

「使い心地ごこちはどんなもんなんだ？」

「悪くない。遠えん距きよ離りから攻こう撃げきできることももちろんだけど、攻撃スピード、ダメージ衝撃、弾だん丸がんを替かえての属性付ふ与よ、追加効果──バリエーションには事欠かないね」

「ってことは、ロールも増えたのか？」

「ガンナーとガンスミスがいるという話は聞いたよ。まあ、銃自体はブラックスミスのボクも十全に扱えるけどね。ただ、ナイト系やプリーストのロール辺りは使うのに制限がかかる。とはいえ、一応、ノービスの君も問題なく扱えるはずだよ」

「一応って何だ、一応って」

「君はノービスじゃないよ。得体の知れない何かだ」

「酷ひどい言い草だな」

　イチノは拳けん銃じゆうを構えて目標を見据える。ポーズを取るだけ取って使い心地を確かめた。

「今後、物理武器にメリットが生まれなければ剣の時代は終わるかもしれない。そう思わせるほどの武器だよ、これは。カウンターはできないけど、クリティカルは出るからね」

　そう言うキョウの表情には、僅わずかではあるが寂さびしさという感情が垣かい間ま見みえる。

　キョウ自身は剣を中心としたブラックスミスだ。思うところはあるのだろう。

「……剣とどっちがダメージが出る？」

「銃だよ。詳しく言うと、銃はレベルやステータスによる恩おん恵けいが少ない。しかし、逆に言えばそれはレベルが低くともダメージが安定して出せるってことだ。倒たおせる相手が増える。レベルが99に至った時のバランスはわかるわけもないけど、同レベル帯であれば剣が銃に勝てることはないんじゃないかな。君を除いて」

『君を除いて』が強調されたが、イチノは特に気にすることなく構えを解いて銃をしげしげと眺める。

「そこまでの代物か……」

　そう呟くと、キョウは複雑そうな顔をイチノに向けた。

「どうする？　メインとなる武器を替えるにはいいタイミングだ。今すぐはともかく、サブウェポンとして持っていくのも悪くはないよ」

　そんなキョウの薦すすめに、イチノは迷うことなく首を横に振る。

「いや、ピンと来ないからいい。俺は剣で行く」

「時代に乗り遅れるかもしれないぞ。何度も何度もこの世界はこうして文化的な革新を起こしてきた。そうやって流行は移り変わっていくからね」

「それでも今いま更さら、武器は替えられないよ。仮にサクラの〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉を持てたとしても俺は弱くなるだろうしな。長さや大きさが変わっただけで、相そう殺さいやクリティカルに必要な感覚は大きく狂くるう。大した影えい響きようは出ないけど、重さも変わるしな」

　元来、イチノは器用な方ではない。槍やりや斧おのを扱ってもそれなりに戦えるだろうが、今の緻ち密みつな計算による強さは維い持じできない。武器を替えるだけで、呆あつ気けなく失われることになるだろう。剣ですら長さや重さ、形が少し変わっただけで格段に弱くなってしまう。

　一本の剣に特化することで、今の強さを維持しているのだ。

「まったく……不器用な男だね、君は。レベルを上げれば悩なやむこともないのに」

　そう言いつつもキョウはホッとしたような表情だった。

　ブラックスミスとして、剣を作る方が性しようにあっているのだ。

「性分だからな」

「はいはい。ま、君の剣について考えるのは結構楽しいからいいがね」

　顔から険の取れたキョウは立ち上がり、隅すみに立てかけてあった剣を取る。

　そして、その剣をイチノに差し出した。

「攻撃力を限界まで上げて、切れ味も多少は上げた〈ナイトブレード〉だ」

　イチノは剣を受け取る。その柄つかは、手にとても馴な染じんだ。

　軽く素す振ぶりをして感かん触しよくを確かめると、以前と同じように扱えることがわかる。

「うん、やっぱりこれだな。サンキュー、キョウ」

「だけど、感触は同じでも君の出力できるダメージは大きく下がることは覚かく悟ごしておいてくれ。何しろ〈オリハルコン〉百個分の切れ味は、市販の金属じゃ代だい替たいは不可能だ」

「ま、仕方ないよな」

　イチノはサービスが始まってからずっとあの剣と付き合ってきたのだ。

　それをずっと鎚つちで打ち続けてきたのもキョウである。

　それが跡あと形かたもなく消えれば、彼が気落ちするのも当然と言えた。

「〈オリハルコン〉を超こえるような金属はないもんかねぇ」

　そんなことをイチノが何気なく呟くと、

「……あるにはある」

　キョウが自信なさげに反応する。

「最近になって〈ヒヒイロカネ〉という金属が見つかったらしい」

「マジか。渡わたりに船だな。どうやって取れるんだ？」

「……君には無理だ」

「なんでだよ」

「現状でモンスターからドロップしたなんて話は聞かないしね。そうだな……。伝説の鍛か冶じ師し、〈伝説創世ジエネシス〉は知ってるか？」

「誰、それ」

　キョウは目を見開いて、それから盛せい大だいに溜息を吐く。

「〈リザルターナイン〉のひとりだよ。覚えておきなさい」

「はい……」

　命令口調で言われ、イチノはその迫はく力りよくに圧おされて神しん妙みように頷うなずいた。

「その〈伝説創世ジエネシス〉が《オリジンウェポン》を一本、鋳い潰つぶしたらしい」

「それはまた……豪ごう快かいだな。というか、そんなことできたのか」

《オリジンウェポン》はこの世界に何本とない、とてつもなく強力な武器だ。バランスブレイカーとも言われている。それを潰して、ただの金属に戻もどすなど正気の沙さ汰たではない。

「〈伝説創世ジエネシス〉のオリジンロール〈ヘーパイストス〉でしかできない所行だ。他ほかにも様々なことができるはずさ」

「そんなことできるのか……」

「ボクには《オリジンウェポン》を鋳潰すなんて無理だがね。〈ヒヒイロカネ〉で武器を作ることはボクならギリギリできるかもしれないけど、〈ヒヒイロカネ〉の精製は無理だろう。できるのは〈伝説創世ジエネシス〉だけだ」

「参考になる」

　イチノは相対する敵のステータスやスキル、あらゆるロールのスキルなど、自分に関わるデータ以外はあまり仕入れない性質たちだった。

　もちろん、〈ヘーパイストス〉のロールについては知っている。しかし、そのロールは鍛冶としてやれることが広くなるのみという情報のせいで優先度を低くしている。〈ヘーパイストス〉が戦せん闘とうで繰くり出すオリジナルのアクションスキルがあるというのであれば話は別だったろうが、こと戦闘に関して〈ヘーパイストス〉は他と違ちがうスキルを持たない。

　それ故ゆえに、その中身である冒険者についても興味が湧わかなかった。

　また、武器に関してはキョウに聞けば問題なかったというのもある。

「君が思っているほど世の中は狭せまくない。もっと視野を広げるべきだよ。差し当たって〈リザルターナイン〉の名前ぐらい全員言えるようになりたまえ」

「サクラとヒルトさんと……あとエリゼぐらいしか知らないな」

「〈獅子聖サンオブザリオン〉か。彼の扱う武器は見せてもらいたいね。会ったことあるのかい？」

「いや、一度も。会ったとしても気付かなかっただろうな」

「ホントに君は……。冒険者リストを見れば、顔や格好ぐらいわかるというのに……」

　これ以上は説教をされるだけと察し、イチノはお礼を言って足早に店を出ようと背を向けた。

　しかし、「どこへ行こうと言うんだい」と肩かたを摑つかまれる。

「あ、いや。〈オリハルコン〉を取りに……」

　イチノが振ふり返ると、その目には珍しくキョウの嗜し虐ぎやく的な笑え顔がおが映った。

「ちょうど良かった。ボクもちょっと用事がある。用心棒がてら、一いつ緒しよに来てくれ」

　イチノの肩を摑んで、そう呟つぶやく。

　説教からは逃にげられそうもなかった。







　キョウは、鍛冶の店に鍵かぎを掛かけて次に「ただいま冒険中」の札を掛けた。

「えーと……本気か？」

「噓うそを言ってどうするんだ。ほら、さっさと行こう」

　状じよう況きようが状況だけに気が滅め入いる。ただイチノの心中とは逆に、彼は少し楽しそうだった。

「さて。〈オリハルコン〉を取りに行くなら、いつものあそこか」

　ふたりは転送ゲートへと向かい、そこから目的地の近くとなる小さな街へと飛んだ。

　一いつ瞬しゆんで離はなれた場所へと飛んだふたりは、店に寄ることもなく街の外へと出る。

〈オリハルコン〉を落とすドロツプするメイガスという名前のモンスターは、ここから二十分ほど走った場所で彷徨さまよっていた。

「さあ、行くぞ」

　キョウの合図で目的地へ向かって走る。この世界の中では走っても身体からだが疲ひ労ろうを感じることはない。精神的に気き疲づかれすることはあるが、どれだけ走っても戦っても、状態異常にでもならない限り、身体の動きの鋭するどさはまったく落ちないのだ。走りながら、普ふ段だん通りに会話ができるのもこの世界ならではだろう。

「まさか、〈商業革命イノベーシヨン〉オルトや〈農業支配ドミネーシヨン〉ユーリヤの名前まで知らないとは……。ひばりさんは怒おこったりしないのかい」

　今キョウがイチノと併へい走そうしながら挙げたふたりは、サクラやヒルトと同じく〈リザルターナイン〉である。

　現在の〈アストラル・イノベーター〉における商業基き盤ばんを作り上げ、世界の交通インフラまで整備し、流通を牛ぎゆう耳じっているという〈商業革命イノベーシヨン〉オルト。今歩いている街道も、オルトが作り上げたものと言われている。

　そして、もうひとり。素材と調理による、現在の料理体系を作り上げ、酒とまったく同じ味と酔よいを再現したという〈農業支配ドミネーシヨン〉ユーリヤ。

　ふたりはこの〈アストラル・イノベーター〉の世界に於おいて、文化的な概がい念ねんを変化させたと言っても過言ではない。

　もちろん、そうできるようにしていたプログラムも優ゆう秀しゆうなのだが、冒険者に多大な影響を与あたえた度合いでは、〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼよりも遥はるかに上だ。

　特に〈農業支配ドミネーシヨン〉ユーリヤは、酒とまったく同じ味と酔いを再現したことで、現実側からの介かい入にゆうまで招いている。

　ユーリヤに会ったこともないひばりが、心しん酔すいするのも無理からぬ話だった。

「〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカも覚えておきたまえ」

「伝説のブラックスミスねぇ。でも、俺としてはキョウがいるから別に──」

「そんな甘かん言げんには乗せられないぞ」

　キョウはさっきからご立腹だ。

「君は敵やスキル、武具に関しての情報は覚えるが、どうも人と人の関係や功績については、とんと覚えないね……」

「悪かったな。攻こう略りやくには関係ないから、後回しになるんだよ」

　キョウが盛大な溜ため息いきを吐つく。駄だ目めだこれは、と匙さじを遠投したかのような表情だ。

「もうこの話は疲れたから止やめるとしよう。で、今回も相手はメイガスかい？」

「〈オリハルコン〉を落とすのはアイツしかいないしな」

〈オリハルコン〉は貴重だ。そんな簡単に手に入るものではない。

　サービスが開始されてから十五ヶ月後に追加されたアイテムだが、そこから特に意識しないでプレイしていれば入手するのは一個か二個だ。

　入手のためのクエストも時々出てくるが現在は特にない。そもそも、そんなクエストがあったらすぐに情報屋のアレスが教えてくれる。

「ボクは周囲のモンスターを狩からせてもらおう。丁度、〈ボアボアの毛皮〉が必要でね」

「メイガスさえいなければ、ボアボアの乱らん獲かくには丁度いい場所だしな、あそこは。そう言えばキョウって今レベル、いくつだっけ？」

「この前あがって、42だ」

「厄やくレベルだな……」

「冗じよう談だん言わないでくれたまえ。厄年じゃあるまいし」

　なぜかは不明だが、レベル42は妙みようにレベルアップしにくいのだという。

　スタッフのお遊びという説が濃のう厚こうだが、意図が見えないため、それが後々になって厄レベルなどという名めい称しようをもたらした。もちろん、そんなものには関係なくレベルアップする冒険者も多いが、それでも42で停てい滞たいする冒険者がいるのも事実だった。42という数字を不気味がるから、という話もあるが、真実は定かではない。

　そんな益やく体たいのない話をしつつ、ふたりはようやくメイガスのいる洞どう窟くつまでやってくる。

　ここに来るまでのアクティブモンスターは、ほとんどキョウが銃じゆうで倒たおしていた。

「さっきから見ていたが、銃、強いな」

「慣れないけど、覇は権けんを握にぎるかもしれない武器の使い勝手は把は握あくしておきたいからね。試ためし撃うちのようなものだから、今回だけだ。これが終わったら剣けんや斧おのに戻るさ」

　イチノはキョウの持つ銃を見る。

　その銃は、現実における回転式拳けん銃じゆうと呼ばれる──いわゆるリボルバーだ。

　六発の弾だん丸がんが装そう塡てんできるようで、事ある毎ごとにキョウは弾たまを装塡している。

「市場に出回り始めたのはシングルアクションしかできないが、ボクのこれはダブルアクションだ。確かにトリガーを引く力──トリガープルがシングルアクションに比べて大きいが、これはそもそも……」

　キョウの説明を聞き流しつつ、イチノは銃の威力に感かん嘆たんの溜息を吐いていた。

　噂うわさに違たがわぬ強さ。そもそもモンスターはキョウに近づけもせずにやられている。

　一方的に銃弾を叩たたき込まれるか、あるいは麻ま痺ひさせられるなどバリエーションも豊かだ。相手の弱点に合わせた攻こう撃げきもできる。弾を込こめるのは少々面めん倒どう臭くさそうだが、それでもセミオートで動いていれば最適な動きで装塡をすることが可能なようだった。

「ボクとしては、この強さだと世界のバランスが狂くるうと思うのだけどね」

「ま、剣じゃ話にならないレベルにでもなったら、武器替がえを考こう慮りよし始めるさ」

「絶対噓だろう。武器を替える気なんかさらさらなさそうだ」

　そういう状況にならないと、そもそも変へん更こうの考慮すらしそうになく、そういう状況になっても、剣で戦う方が面おも白しろそうだと剣を選せん択たくするのがイチノである。

「まったく、君は……」

　と、またキョウが説教をしようとして──イチノはその音を微かすかに感じ取った。

　撃げき鉄てつが起こされる音を、耳に捉とらえたのだ。

　次いで弾の放たれる音が響ひびいた。

　イチノはすぐさまキョウを突つき飛ばし、自身はその逆へと跳とぶ。今までふたりがいた場所を、凄すさまじい速度で何かが突き抜ぬけた。銃弾は洞窟の出入り口へと着弾。

　爆発して轟ごう音おんが響き渡わたり、洞窟の出入り口が一部破は壊かいされた。

　岩を退どかさないと入ることができない──といったことを考えるような余よ裕ゆうもない。

　跳んだイチノは着地すると、すぐにそちらを見み遣やる。

　そこには──闇やみの戦士が立っていた。全身を黒の鎧よろいに包まれた黒騎き士しだ。

　フリューテッドアーマーと呼ばれる起き伏ふくのある溝みぞがついた硬かたい鎧。

　その鎧は陽ひを反射し、鈍にぶく光っている。

　鉄仮面のような兜かぶとも真っ黒で、それは中の瞳ひとみすら見せるのを拒きよ否ひしているようだった。

　高レベル帯の冒険者が装備できるブラックナイトシリーズ。

　ブラックナイトアーマー。ブラックナイトグリーブ、ブラックナイトガントレット。

　これらを揃そろえて装備しているとステータスにボーナスがつき、守備力も最高水準のため、ナイトのロールたちには人気も高い。

　ただ、兜にはブラックナイトシリーズのものがなく、ブラックヘルムと呼ばれる、質のよい兜を使って全身を黒一色としている冒険者が多かった。

　もっとも、この黒騎士のブラックヘルムは改造されており、顔がほとんど見えないようにされている。元々のブラックヘルムは頭だけを守るような装備なのだ。

「………」

　そして、この黒騎士は右手に銃を持っている。キョウの持つようなリボルバーではなく、フリントロック式の一メートル以上はあろうかという、黒いマスケット銃だ。

　またもう片方の手には、己おのれの身長よりも長い槍やりを持っている。

「こいつが、最近噂のＰＫプレイヤーキラーか」

　その姿を見て、イチノはすぐに思い出した。

『……確かにな。だが今、全身を黒で覆おおったそのソロの冒険者が、ＰＫプレイヤーキルをしているらしい。凄すご腕うでらしくてな、もう何人もやられている』

『……その黒騎士にＰＫをされると爆ばく発はつさせられるという。そんな話だ』

　アレスの情報通りなら、この黒騎士は間ま違ちがいなくそのＰＫだ。まったく警告もなく、冒険者にダメージが通るこのフィールドで、イチノとキョウを狙ねらったのだから。

「シネ」

　変声器でも通した機械音のような声と共に、黒騎士は銃の機構を弄いじり、構える。

　本来、マスケット銃は両手で構えるのが当たり前だというのに、黒騎士は片手で狙いを定めていた。

　そして、イチノへ向けて──銃弾を放つ。乾かわいた音が響くと同時に、イチノは横へ倒れるように動き、どうにかギリギリでその銃弾を避よけた。

　目標物に当たらなかった銃弾は地面に命中し、爆発を引き起こす。範囲エリアの広いものではないが、追加ダメージとしては致ち命めい傷しようになるであろう爆発。

　爆発ダメージを伴ともなう以上、相そう殺さいには意味がない。相殺した瞬間、爆発ダメージでレベル１のイチノは戦せん闘とう不能となる。最初から〈アストラル・ガード〉を使った方が安全だ。

「ＰＫなど無意味だろう！　早くここから立ち去れ」

　警告のつもりなのか、キョウは手に持ったリボルバーを黒騎士に向けた。

「ダマレ」

　黒騎士は構うことなくキョウへそのマスケット銃の銃口を向け、何の躊躇ためらいもなく撃つ。

　最初から回かい避ひ体勢を整えていたキョウはその場から大きく横に避け、逆に反撃した。

　何度もトリガーを引いて、銃弾は五発黒騎士へ発射される。その銃弾は真まっ直すぐ黒騎士へ。初動で回避動作を取らなかった黒騎士は避けられる体勢ではない。

　その銃弾は黒騎士へと命中し──しかし、それだけだった。

　銃弾は何のエフェクトも発生させない。弾着エフェクトも、ダメージエフェクトも。

　何も、なかった。

「なんだ、今の」

　イチノが不思議そうに呟つぶやくのも無理はない。

　通常、攻撃が命中した時は何かしらのダメージや演出が発生する。少なくとも１ダメージは入る保証があり、そのダメージは大小様々なエフェクトを発生させるはずだ。

　もちろんスキルによってはダメージを０にするため、そのダメージエフェクトは発生しない。だが、その代わりに、弾着エフェクトやスキルエフェクトが発生する。

　それが、発生しないというのは、明らかにおかしい異常な現象だった。

「な、んだと!?」

　キョウが驚おどろきのあまり、その足を止めてしまう。

　黒騎士はその隙すきを見み逃のがさない。銃口を向け、乾いた音を響かせてキョウに発はつ砲ぽうする。

「ぐうっ！」

　黒騎士から一直線に飛んだ銃弾はキョウに命中。

　爆発による煙けむりも発生し、キョウは吹ふき飛ばされる。

「おのれっ！」

　しかし、キョウとてレベルは42。

　それを一いち撃げきで戦闘不能にするなど、スキルなしではあり得ない。〈リザルターナイン〉のサクラやエリゼですら、普ふ通つうに攻撃するだけでは計算上不可能なはずだ。

「あ、れ？　ソウルアウトなんて要求しては──」

　キョウが不可解そうな声を漏もらした。

　彼の周りでエフェクトが発生している。光の奔ほん流りゆうがキョウを包んでいた。

　その中にいたキョウはその身を、まるでソウルアウトさせるかのように消していく。

　街への強制送そう還かんではないエフェクトの中で、キョウは完全に消えた。

「キョウ！」

　イチノは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔をして、黒騎士へと駆かける。

「はあっ！」

　虚きよを突かれたのか、黒騎士は首にイチノの斬ざん撃げきをまともに喰くらった。ダメージエフェクト、クリティカルエフェクト、共に発生。それはダメージの入った証しよう拠こだ。

　黒騎士は首を押さえ、数歩後ろに下がった。

　イチノはすぐに追撃しようとしたものの、

「シネ」

　放たれた銃弾を避けるために、体勢を崩くずしてしまう。一いつ瞬しゆん、〈アストラル・ガード〉を使った方がよかったかと迷いが生じたが、それでも勝負を懸かけるような場面ではない。

　その上、クリティカルによる星の散りも明らかに少なかった。新しい剣は以前に比べて格段に切れ味を損そこなっている。

「シネ」

　今度は銃ではなく、槍の穂ほ先さきを突き出してきた。

　まったく無む駄だのない、しかし、イチノの反撃やカウンターを許さない完かん璧ぺきな攻撃だ。

　セミオートで動いているようだが、立ち回りや攻撃してくる箇か所しよが嫌いやらしい。

　イチノの嫌がることを熟知しているかのように。

「チッ」

　イチノは舌打ちし、剣を振ふり回して攻せめ立てる。すべてウィークポイント弱点を狙ったが、すべて回避されるか、槍で受け止められてしまった。

　相手が攻撃を武器で防ぼう御ぎよした場合でも、相殺されなければダメージが入る。だが、イチノの攻撃はクリティカルにならない限りはダメージは１にしかならない。ましてや相手の装備は上級者も使うようなブラックナイトシリーズなのだ。

「はああああああああああああああああああっ!!」

　それでも少しずつ、イチノは黒騎士の癖くせを戦いながら摑つかんでいく。

　人相手の場合、よほどの実力差がない限り、イチノはまともなダメージを与あたえられない。最初はクリティカルを狙わずに、相手の攻撃パターンや癖を覚えることに注視するからだ。明らかな隙がある時は別だが、普段は戦いながら相手の隙を見み出いだし、そして作っていく立ち回りとなる。そして、刃やいばを交えて読み切ってからイチノの反撃は始まるのだ。

「はあっ！」

　イチノは黒騎士との距きよ離りを詰つめ、その手首を狙う。槍が狙う部位を完全に読み切り、顔を少しだけ逸そらして穂先を避ける。

　穂先を突き出されたことで目標の座標を修正、剣を振った。

　命中。星が飛び散り、クリティカルのエフェクトが発生。

「読み切ったぞ……」

　反撃を開始──のはずが。

　黒騎士はイチノを蹴け飛とばすようにして後ろに跳ちよう躍やく。距離を取って、構えを解いた。

「何の真似まね──」

　それから、ふっと──黒騎士は影かげの霧きりになったかのように消えてしまった。

　まるで幻まぼろしのように……。
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〈アストラル・イノベーター〉からイチノが弌はじめの身体からだへと帰き還かんする。

　黒騎士が消えてから、イチノはすぐに本ほん拠きよとしているファルセリアに飛んだが、キョウの安否が確かく認にんできなかったのだ。鍛冶かじ屋やが再開された気配もなく、彼が街に戻もどったという話も聞かない。

　そのため、イチノは一いつ旦たんソウルアウトしたのだ。

　戻ってきた弌は震ふるえる指で眼鏡のフレームに触ふれ、指を動かす。

　眼鏡のレンズに〈アストラル・イノベーター〉のロゴが表示されるのをまどろっこしく感じながら何度もボタンを押すと、また別の画面に切り替かわった。

　ディスプレイに冒険者リストが表示される。そこからＦａｖｏｒｉｔｅのタブに視線を合わせると、ユリを始めとした前ギルドのメンバー、ひばり、アレス、サクラらの冒険者名が表示された。お気に入りに登録してある、知人たちのリストだ。

　そこには鍛冶屋のキョウも入っている。

　キョウを選せん択たくすると、ひとりの少年が映し出された。キョウの外見データだ。

　そして、すぐにスピーカーのマークに視線を合わせてボイスチャットを申し込む。

　呼び出し音が眼鏡のスピーカーから鳴り始めた。

　キョウはすぐに出ない。そもそもキョウにチャットを申し込むことなど初めてだった。

　だが、突とつ然ぜん消えたキョウの身に何かあったのではないかと思わずにはいられない。

　以前、サクラも似たようなことはあったが、あれはアラームによる自動ソウルアウトによるものだった。しかし、今回のキョウは攻こう撃げきを喰らってソウルアウトさせられている。

　弌の妹である恋れんの時とも違った。恋の時は拠点送りのエフェクトだったからだ。

　だから、きっとキョウは無事であると思っているが、不安は尽つきない。

　五回ほど呼び出し音が鳴って、ようやく音が止まる。

「も、もしもし、イチノ……か？」

　と、小さな声が弌の耳に届いた。

「キョウか!?　無事だよ、な？」

　恐おそる恐る尋たずねると、

「ぶ、無事だよ。ちょ、ちょっと待ってくれたまえ」

　と、キョウのものらしき声が返ってくる。声が小さいせいでなかなか聞き取りづらいが、無事なことは確かなようで、弌はようやく安あん堵どした。

　ただ、緊きん張ちよう気味な声だった。焦あせっていると言ってもいいかもしれない。そのせいか、スピーカー越ごしに深呼吸をしているらしき音が弌の耳に入ってくる。

「ふぅ。待たせたね。急にどうしたんだい。いきなりボイスチャットなんて……その、君らしくもない」

　少し経たってから聞こえてきた声は、囁ささやきのように小さいが完全にキョウの口調だった。

「いきなり目の前から消えたら誰だれだって心配する。もしかして、時間指定して自動でソウルアウトするようにしてたのか？」

「い、いや、それがそういうわけでもないんだけどね」

　話によると、攻撃を喰らった瞬間、

「いきなりソウルアウトのシークエンスに入ったんだ」

　とのことだった。

「ビックリしたよ。ボクはそんな操作してなかったからね」

　ソウルアウトする場合、それを意識して要求すればいい。

　上手うまくできない場合は、メニューコンソールを喚よび出してそれを操作してもいい。

　ソウルアウトはいつでもできる。閉じ込められた時のボス戦や強制イベントの発生中にソウルアウトすると、それはそれで別の処理となるが今回はそのケースではない。

「ちなみにあの時、一撃でやられたのか？」

「いや、ＨＰヒツトポイントはマックスだったし、一撃でやられるほど柔やわでもなかったはずなんだけどね」

　キョウのロールはブラックスミスだ。純じゆん粋すいな戦せん闘とう職ではないが、それなりの耐たい久きゆう力がある。レベル42ともなればそれなりの防具も装備できるし、キョウは魔ま法ほうのかかった革かわ製品を装備していた。よって防御力も高い。

　それを一撃で……となると、サクラですら難しいだろう。

「だとすると、バ強フ化とスキルでも併へい用ようされてたのか？」

「そもそも銃じゆうの攻撃はバフが載のりづらいはずだよ。ただ、スキルについてはわからないな。それでも一撃死は難しいと思うよ。エフェクトもなかったしね」

「そうか……。そうなると、完全にシステムバグか、チートによるものだな」

　すると、キョウはくっくっく、と小さく笑う。

「どうしたんだい、君は。まるでボクが死んだみたいに心配して。デスゲームでもあるまいし、ソウルアウトまでして確認しなくてもいいんじゃないか？」

「い、いや、別に心配したわけじゃない」

　図星だった弌は咄とつ嗟さに言い訳をしたが、キョウにはバレバレだったようだ。

「まあ、君に心配されるのは嫌な気分じゃない」

「まったくよく言うよ。……というか、悪いんだがマイクの音量を上げてくれないか。小さくて聞き取りづらい。それに女の子の声みたいに聞こえるし」

「……すまないね。うちのマイクだとこれが限界なんだ。第一、女みたいとは……いや、別にいいけどね」

　嫌な話題だったのか、それからすぐにキョウは話題を切り替えた。

「それで黒騎き士しはどうだったんだい。ボクの敵かたきは討うてたのか？」

「いや、逃にげられた」

「君が仕留められなかったのか」

「長く戦えてれば問題なかったかもしれないんだけど、十分ぐらい経ってすっと消えられたよ。たぶん、アイテムとスキルの併用だな、あれは」

　黒騎士が消えた時のエフェクトには心当たりがある。

　あれはスキルを持っている冒険者がやろうと思えば、簡単にできるものだ。

「十分か……。まあ、君の場合、ダメージを積み重ねて倒たおすわけだからな。メイガスも二時間かけて倒すわけだし」

「次に戦ったとしても、また逃げられたら仕留められそうにないな。やっぱり剣の切れ味が前のに比べると厳しいよ」

「当たり前だ。オリハルコン百個分だぞ」

「ごもっとも」

　キョウが呆あきれたように小さく溜ため息いきを吐つく。

　弌はキョウに質問を投げた。

「キョウは黒騎士の何かに気付いたか？」

「いや、強いということぐらいだな。あと……強しいて言えば、不気味さや恨うらみを感じた。殺意とかそれに近いかもしれない。〈アストラル・イノベーター〉でそれを感じることなんて、ないはずなのだけど……」

「恨み、殺意……か」

　弌が直近でそれを感じたのは、マシューと戦った時だろう。あの、黒い歪いびつな石を飲み込んだ時のマシューからは本気の殺意を弌は肌はだに感じた。

「正体は不明だし、強制的にソウルアウトまでさせるんだからね。上級者とか廃はい人じんとかいう問題じゃなく、グレーなやつかもしれないな」

　キョウが小さな声でそう語る。

　黒騎士の強さに関してはまだ理解できた。突然出てきたことも、消え方も説明できる。

　しかし、強制ソウルアウトは謎なぞだ。キョウの弾だん丸がんによる攻撃を無効化したことも。

「ま、何にせよ。俺はそんなＰＫプレイヤーキラーなんぞに関かかわってはいられないよ。今日のことは犬に嚙かまれたと思って諦あきらめる」

「そうか。まあ、武器の強化の道は長いが……頑がん張ばってくれ」

「おう、頼たのむ。俺の鍛冶師さん」

「頼まれた。君の剣けんは、必ずボクが最強にしてみせる。ちょっと考えもあるしね」

　キョウは「それじゃまた向こうで」と言って、通話を終しゆう了りようする。

　弌は通話が終わったというメッセージがレンズディスプレイに出たのを確認してから、ふぅと溜息を吐いた。

　ふと時計を見ればまだ十九時を過ぎたところだった。

「まだこんな時間だったのか。もう一度ソウルインして〈オリハルコン〉取ってこよう」

　そして、弌は再び〈アストラル・イノベーター〉のタイトルを表示させ、その中へとソウルインした。
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　その次の日、朝から日が差しており洗せん濯たく日和びよりのいい天気だった。

　着信しているメールを見ると、父である仁から『今日は帰らない。カレンという冒険者については調査中。主おも立だった報告はまだ上がってこない』という返信があった。

　カレンについての話はすでにメールで送っていたが、仁の方でもまだ何もわかっていないらしい。彼女の情報がそもそもないのか、誰もが見られるような情報しか得られてないのか、そこまでは弌にもわからなかった。

「カレンを優先して欲しいとも言えない、か。栗くり林ばやしさんにメールしておこう」

　何かしら言っておかないと、死ぬまで無茶をしそうだ。

　こんな生活が何年も続いたら早死にしてしまう。

　弌とて、『八時間でゲーム酔よい』『十二時間以上の休きゆう憩けいが必ひつ須す』という制約がなければ、似たような生活を送っている可能性はあった。

　弌は栗林にメールを送ってから、洗面所に置いてある洗濯機の中から洗濯物を取り出す。夜のうちにセットしてあった洗濯機はちゃんと洗濯を終えていた。洗濯物を入れた籠かごを二階に持っていき、ベランダの取り込み式物干し台に干していく。取り込みを十四時にセットして、指定の場所に籠をセットした。四年ほど前に開発されたベランダに備え付ける洗濯物自動取り込み機だ。仁が物もの珍めずらしさに購こう入にゆうしたものである。

　弌の母親は「どうせなら畳たたむまでやってくれればいいのに……」と、あまり必要なさそうだったが、まさかここに来て役に立つとは弌も思っていなかった。

「帰りにクリーニング屋で父さんと俺のワイシャツ二枚ずつ預けて、二枚返へん却きやくしてもらう……だったな。飯の買い物は、まあ、いいか」

　声に出して今日やるべきことを確認。

　妹の恋や母親がいなくなって以来、家事はもっぱら弌の仕事だ。もっともアイロン掛がけだけはどうにも上手うまく行かないため、クリーニング屋に出している。技術が進歩しても、この辺りの日常は大きく変わっていない。

　持っていくものを確かく認にんし、弌は家を出た。朝飯は面めん倒どうくさかったので抜ぬいている。

　欠伸あくびをしながら登校していると、ひとりの女子生徒の背中が見えた。学校指定の制服をきっちりと着こなして、後ろ姿からでも真ま面じ目めさが窺うかがえる。

　腰こしまで伸のびた黒い長ちよう髪はつは流れるように綺き麗れいだった。最近、弌は見慣れてきているが、彼女ほど綺麗な髪かみは周りを見てもあまりない。

　そんな彼女はなぜか異様なほどゆっくりと歩いていた。

「咲さく良ら、おはよう」

「あ、は、弌くん……お、おはよ……」

　日ひ比び野の咲良が振ふり返る。

　クラスメイトであり、〈アストラル・イノベーター〉ではサクラと名乗る冒険者だ。

　ゲームの時とはまったく違ちがう気弱そうな少女だが、これでも〈リザルターナイン〉と呼ばれる九人しか持っていない、特別な称しよう号ごうを背負っている。

　ゆっくり歩いていた彼女は、弌と合流するとすぐにピッチを変えた。

　弌も速く歩く方ではないが、咲良の歩みはいくらなんでも遅すぎる。

「なんでいつもあんなちんたら歩いてるんだ？　あのまま行ったら遅ち刻こくするだろ」

　すると、咲良は少し恥はずかしそうに俯うつむいた。

「べ、別に……。ゆっくり歩けば、その、弌、くん、と、ご、ごう、りゅ──でき、るし」

　彼女の悪い癖くせではあるが、時折こうして滑かつ舌ぜつが悪くなる。

「な、なんでもない……」

　そして、結局有う耶や無む耶やにしてしまう。弌としては何が何だかわからないままだ。その上、返答を誤れば拗すねられるのおまけ付きである。

「そ、そう言えば……昨日は、どうしてたの？」

「キョウのところに行って剣をもらってきた。あとはオリハルコン取りに行ってたな」

「言ってくれれば手伝ったのに」

「メイガスは俺ひとりの方が楽だしいいよ。そもそも咲良こそどこにいたんだ」

「えっと……最初はイチノを捜さがしてたんだけど、キョウさんのところに行ったってひばりさんに聞いて行ってみたら休業中だったから……」

　そこから彼女は普ふ通つうに冒険をしていたらしい。

「ソロで情報収集とか冒険とかしてたんだけど、途と中ちゆうで六人パーティの人たちがＰＫプレイヤーキルされてて。私が助けに入る間もなくやられちゃって」

「……もしかして、それ黒騎士の装備をした奴やつか？」

「う、うん、そうだけど……知ってた？」

「ああ、どうもここ最近、有名らしいな」

　アレスから聞いた話とキョウが襲おそわれた時の話を伝えると、咲良は得心がいったように手を叩たたいた。

「うん、爆ばく発はつしてた。銃も使ってる。それに、私の攻こう撃げきも命中したのにダメージ発生してなかったっぽいし。ただ、私も攻撃を喰くらったけど強制ソウルアウトって感じじゃなかったよ？　普通に拠きよ点てんに送られた感じのエフェクトだったし」

「人によって、攻撃方法でも変えてるのか？」

　それに襲われた時間にも差異がある。

「ま、そのうちあまりにも目に余るようだったら、ギルドが出張るだろうし、運営に話がいくかもな。強制ソウルアウトはさすがにおかしい」

「だよね……」

　黒騎士の話題を終え、弌はＰＫの件から話題を変えた。

「ところでサクラ、昨日ってカレンに会った？」

「……なんで？」

　その途と端たんに咲良が疑わしい目つきで弌を見る。

「いや、ちょっと聞きたいことがあって」

「アレスさんにカレンちゃんの趣しゆ向こうを聞き出すのを頼んだって、ひばりさん言ってたけど……」

　ひばりさん、なぜ漏もらした、と弌は言いたくなった。

　調査の隠いん語ごがまさか咲良の耳にまで入るとは計算違いも甚はなはだしい。

「そ、そんなに、胸の大きいカレンちゃんがいいの？」

　その上、とてつもない誤解をしている。

「話が繫つながらないぞ。何でアイツの胸の話になるんだ」

「む～～～～……。か、カレンちゃんをエッチな目で見ちゃダメだからね……！」

　話にならない。勘かん違ちがいは加速し、自然と事実に行き着くことはないだろう。

　弌は仕方なさそうな口調で説明する。

「アレスに趣向って言ったのはひばりさんが目の前にいたから使った隠語だ。アレスに頼んだのは、カレンの素行調査だよ」

「そ、素行調査？　何で？　というか、隠語？」

「ひばりさんの目の前で、まんま言ったら間違いなく根ね掘ほり葉掘り聞かれるだろう」

「……だ、だからって趣向なんて聞いたらもっと気になると思うけど」

　まったく以もつて予想外の展開になった。もう少し別の言葉を使うべきかもしれないなとブツブツ弌が言っていると、咲良が問い掛ける。

「そ、それで？　カレンちゃんがどうかしたの？」

　弌は言うべきかどうか迷ったが、静かに言葉を紡つむぐ。

「……奇き妙みようなメールが来た」

　ケローネーから街を守り、ソウルアウトした後。

　仁と電話をして、取ってきた《メモリーフラグメント》が違うと言われた。

『俺が見つけたのは〈ＳＴ００２〉じゃない。〈ＳＴ００６〉だ』

　そして、直後に届いたメール。

『〈ＳＴ００６〉は、カレンが持っている』

『このゲームは、今、君が主人公だ』

　という、簡素な二文だ。

「カレンちゃんが、《メモリーフラグメント》を……？」

「ああ、だからちょっとカレンに会って聞いてみたかったんだよ。念のためな」

「でも、『このゲームは、今、君が主人公だ』っていうのも……」

「そっちの方はお手上げだ。何もわからない」

「それって《オリジンクエスト》のことなんじゃ……」

〈アストラル・イノベーター〉には、通常の依い頼らい型クエストや突とつ発ぱつ型クエスト、メインストーリーとも違う、《オリジンクエスト》というものがある。冒険者の中からひとりの主人公を抜ばつ擢てきし、大きな物語が始まるのだ。

　ひとりひとり、個別に、そしてランダムに割り当てられる巨きよ大だいな連続クエストと言ってもいいかもしれない。それがシナリオジェネレーターで生成されるのだ。

　それは勇者と魔ま王おう、英えい雄ゆうと龍りゆう──そういった世界を巡めぐる、ひとつの大きなストーリー。

　主人公となった者に周囲の冒険者たちは協力し、倒たおすべき相手を倒すための手伝いをする。そして、それをクリアすると多大な恩おん恵けいを受けることができるのだ。

　初期の〈リザルターナイン〉は、これをクリアすることで名声を得ていた。

　この主人公抜擢型の《オリジンクエスト》は大小様々有り、今も何百もの物語が世界の中で展開し、それぞれの冒険者が主人公となって進んでいることだろう。そして、その結果如何いかんで世界に大きな影えい響きようが及およぼされることもある。

　もっともクエストをクリアするかどうかは任意になるが。

「でも、《オリジンクエスト》って自然になってるもんなんだろ。メールが届いたなんて話は聞いたことがない。そもそも運営からのメールでもなかったしな」

「そ、そう……。じゃ、じゃあ……なんだろ」

　結局、わからないことだらけなのだ。

　あのメールは仁と栗林、そしてアレスに送って調べてもらっているが未いまだに進展はない。

　ただ確かなのは、運営から送られたものではないという事実と。

《メモリーフラグメント》のことを知っている人間からだろうということだ。

「まあ、こればっかりは待つしかない。今はやるべきことをやるだけだ」

「う、うん……。がんばろ？」

　そう言って咲良は弌を励はげますように微笑ほほえんだ。

「でも、カレンちゃんの胸をじろじろと見たら、許さないから……！」

「結局、それを言われるのか……」




　　　　▼　▼　▼




　この日の学校も終わり、イチノは〈アストラル・イノベーター〉へソウルインする。
















　階下へ下りると、そこはいつも通りの喧けん騒そう。

　奥ではひばりがせっせとアイテムクリエイト製作をしていた。今日は発注が多いようで、作業台の横には山のようにアイテムが積まれている。

　食堂も賑にぎわっていた。アイテムの完成を待つ者、ただ暇ひまを潰つぶしに来た者。その風ふう貌ぼうは様々だ。ナイトロールの男、ソーサラーの女、マーチャントの男等々、この雲雀ひばり工こう房ぼうを根城にする冒険者たちである。

　そんな中、隅すみのテーブルにはシーフロールの男が座っていた。情報屋のアレスである。

　イチノはそのテーブルに断りもなく座った。

「何かわかったか？」

「……ああ、カレンの所在がわかった」

「さすがだな」

「……世辞はよせ。あのプリーストは今、五大街がひとつ、ピストレイアにいる」

「ピストレイアに？」

　五大街のひとつ、ピストレイア。鍛冶かじ屋やを営む冒険者が多く集まる街で、ブラックスミスやアルケミストが多い。また他ほかの街にいる鍛冶やアイテム製作をする店主が、実はピストレイア出身というケースもままあった。

　自治は五大ギルドがひとつ、〈アマツマウラ〉が執とり行っている。ファルセリアを守るために、砲ほう兵へい大隊長の男性が大砲を持って援えん軍ぐんに来たのをイチノは思い出した。

「あの鍛冶屋の街にねぇ」

　イチノも何度か行ったことはあるが、結構昔の話だ。街は時折短期間でその姿をがらっと変えることも、この〈アストラル・イノベーター〉ではままある。

「……拳けん銃じゆうを作るためにガンスミスのロールも新たに生まれているからな。拳銃という新たな武器の需じゆ要ようも相あい俟まって、現時点で最も栄えているだろう。お前が以前行った時とは、随ずい分ぶんと変わっているはずだ」

「そう言えば、お前は拳銃使わないのか？」

「……音の出ない、サイレンサーでも出たら考えるつもりだ」

「なるほどな。サンキュ」

　そして、イチノは立ち上がる。すぐにでもピストレイアに行くつもりだった。

「……待て」

　しかし、それをアレスが引き留める。

「……趣向の方も調べた。少し興味深い部分もある。聞いておけ」

「わかった」

　イチノはもう一度椅い子すに座り、アレスの言葉を待った。

「……カレンを追いかけるのはそこまで難しいことじゃなかった。目立つプリーストだからな。あいつを覚えている冒険者は多かった」

「まあ、目立つのはわかるけど。それがどうかしたのか？」

「……問題はヤツを見た時間だ。オレが組織的に騙だまされているのでもない限り、ヤツは二十四時間ソウルインしている」

「は？　二十四時間……って、一日中？　そんなのゲーム酔よいで──」

「……そうだ。つまり、ヤツは十中八九、ＮＰＣということになる」

　弌は信じられないような面おも持もちになる。

　イチノも当初はカレンがＰＣなのかＮＰＣなのか、判別が付いていなかった。

　それが、多少一いつ緒しよに冒険をして、ＰＣっぽさを感じていた気すらしていたのだ。

　それがまさか、今いま更さらＮＰＣと言われても、ピンと来ない。

　ただ。

　少し引っかかる部分もまだある。

『あたしの身体って、リアルと同じに設定しましたから、見られたも同然ですよ！』

　以前、サクラと共にガリアスタワーを攻こう略りやくする前、カレンは自信満々にそう話していた。

　あの豊満な胸がリアルなのかと内心、驚きよう愕がくしていたものの、それは置いておく。

　ただ、そうなるとカレンの言った『リアル』とはいったい何のことなのか？

　ＮＰＣはクエストでもない限り、率先して人を騙すことはない。

　彼らはとても忠実に、〈アストラル・イノベーター〉の世界観を守る。

　というよりも、ＮＰＣは〈アストラル・イノベーター〉における世界の原住民であり、冒険者たちは異世界から召しよう喚かんされてきたという設定なのだ。

　その原住民が、『リアル』などという単語を持ち出すはずもない。

「……それに、ソウルアウトすると言っているところを聞いたヤツもいないようだな。そもそもヤツには拠きよ点てんらしい拠点がない」

「そう、か」

　イチノは背もたれに背を預けて、天てん井じようを仰あおいだ。

　自分の目が節穴だったか、と心の中で独りごちる。

「例のアイテムについて、カレンとの関連性はあったか？」

《メモリーフラグメント》についてだ。

　しかし、アレスは首を振ふる。

「……いや、それはなかった」

「了りよう解かい」

　イチノは再び立ち上がって、袋ふくろから金を出した。

「サンキュー、充じゆう分ぶんだ」

「……確かにいただいた。ではな」

　アレスも立ち上がり、影かげになって消えていく。相変わらずのスキルだ。

「よし、じゃあ行くか」

　イチノは雲雀工房を出て、ファルセリアの転送ゲートへと向かった。




　ファルセリアからピストレイアまでは約２０００キロ以上離はなれている。

　冒険者は短たん距きよ離り走者のオリンピックメダリスト並みのスピードで疲ひ労ろうすることなく走れる。山があろうと川があろうとおかまいなしだ。もっともその場合でもほぼ丸二日以上かかる。馬を使ったとしても、二十時間だ。それでは、とてもじゃないがゲームにならない。

　そのため、〈アストラル・イノベーター〉の世界を冒険するためには、一いつ瞬しゆんで他の場所へと移動できる転送ゲートは必ひつ須すと言えた。

　転送ゲートは見知った街にしか行けないが、五大街だけは最初から登録されており、いつでも行けるようになっている。また、行きにくいような街でも誰だれかと一緒に行くことで、その街を登録するという手段もある。そのため転送ゲートのある街を渡わたり歩いた猛も者さが、世界中の街の巡じゆん回かいを小額のお金で請うけ負おう仕事をしていた。イチノも元いたギルドにそんな物好きなメンバーがいて、大体の街の登録を済ませている。

「随分と変わったな」

　それがピストレイアに来たイチノの第一印象だ。

　以前はもっと素そ朴ぼくで、牧歌的な大きな街だった。

　ブラックスミスやアルケミストは確かに多かったが、土地にも余よ裕ゆうはあった。

　しかし、今では街中が黒こく煙えんを吹ふき、空気が悪そうにも見える。木造だった家は石造りが多くなり、それがまた変へん貌ぼうぶりに拍はく車しやを掛かけていた。

　転送ゲート周辺は多くの冒険者でひしめき合っており、アレスの言う通り、ファルセリアよりも賑やかだった。

　彼らの話題は、もっぱら拳銃に関してだ。ダメージ、スピード、範囲、その汎はん用よう性──今まさに拳銃という武器が花開こうとしている雰ふん囲い気きを感じる。サービス開始当初、魔法はあまりにも非効率的だったが、ある時を境に一気に躍やく進しんを始めた時の雰囲気と似ていた。

　あの街中に立ち上る黒煙はガンスミスが銃や弾たまを作っている時のもののようで、その数の多さを窺うかがわせる。

　まさに時代が変わった──というものだろう。

　以前習った産業革命とは、このようなものだったのだろうかと、イチノはふと過去の史実に思いを馳はせた。

「……さて。少し聞き回れば、あいつに辿たどり着くかな」

　イチノは冒険者たちにカレンのことを聞いて回る。

「ああ、あの胸のデカいプリーストだったら、北門の方へ歩いて行ったけど」

　特とく徴ちようは？　と聞かれて、法ほう衣え装備や紫むらさきがかった肩かたまで届かない青い髪かみとピッグテール、身長等の情報を教えても似たような姿の冒険者は何人かはいる。

　イチノはあまり言いたくなかったが、胸の大きさに言げん及きゆうすると冒険者の数人は「ああ」と心当たりがあったようで言ってくれる。すべて男の冒険者だった。

「サンキュ」

　それから北門を出たという情報も入手し、ひとまずイチノも北門へ。そのまま門から街を出て街道沿いに歩いて行く。

　ファルセリア近きん郊こうは草原の広がるエリアだったが、ピストレイア近郊は山や岩が多いエリアだ。守備力の高い、硬かたい岩のようなモンスターも多い。その上、アクティブモンスターは他の五大街近郊に比べると多くなっていた。

　もっとも守備力無視のクリティカルを常に狙ねらうイチノにとって、守備力の高さはまるで障害にならなかった。面めん倒どうなのはＨＰの高いモンスターの方だ。

　時折擦すれ違ちがう冒険者にも話を聞くと、街道でカレンと出会っている者も多く、彼女に近づいているのをイチノは感じる。

　それからさらに、しばらく歩いていると、

「せいっ！」

　掛け声と共に響ひびく銃声。

　キョウの使っていた銃よりも遥はるかに音が大きい。

　そちらに目を向けると、かなり遠くに黒騎き士しが見えた。ブラックナイトシリーズとブラックヘルムを装備しており、以前戦った者と同じだ。その手にはマスケット銃がある。

　その黒騎士は、そこにいるふたりを襲おそっている。当然、ＰＫプレイヤーキラーだろう。

　駆けつけるべきかどうか少し迷ったが、ふたりがやられては夢見が悪い。イチノは助けに向かう。

　襲われているひとりはプリースト──さらによく見ればカレンだった。

「なんであいつが!?」

　そう呟きながら、すぐにカレンの元もとへと向かう。

　カレンに向けて銃を撃うとうとしている黒騎士に横合いから斬きりつけた。突とつ然ぜん現れたイチノの攻こう撃げき判定はまったく予想していなかったようで、黒騎士は蹈鞴たたらを踏ふみ、その首からクリティカルの星を散らす。

　まだ洗練されていない武器の悲しさか、クリティカルで散った星の数はとてもイチノの満足できるようなものではなかった。

　それでも黒騎士がカレンへの銃撃を中断する程度のダメージは与あたえられたようで、黒騎士はイチノへ顔を向けてターゲッティング標的にする。

「イチノさん!?」

「話はあとだ！　お前には聞きたいことが山ほどある！」

「はいっ！」

　カレンがイチノに気付くと、小さな笑えみを浮うかべた。

「助すけ太刀だち、感謝致いたす！」

　一緒に襲われていた男もまた反撃に出る。中年の冒険者のようで、イチノにも見覚えがあったが、挨あい拶さつをする暇ひまはない。

　その彼はキョウの持っていた銃よりも一回り大きなごつい銃を黒騎士に向け、発はつ砲ぽう。しかし、その銃撃は黒騎士に当たることはなかった。

「シネ」

　気味の悪い声と共に、黒騎士がイチノにマスケット銃を向ける。

　イチノは黒騎士を注視し、一挙手一投足を見み逃のがさないよう集中した。

　銃じゆう弾だんは直線的だ。撃つ瞬間を見誤ることがなければ、イチノにとって避よけるのは容易たやすい。

　マスケット銃の弾丸の秒速は４００メートル。

　フレーム換かん算さんでいけば、一秒２４０フレームの〈アストラル・イノベーター〉では、１フレーム毎ごとに１・６メートル進む計算だ。

　状じよう況きようにもよるが、10メートル以上離れていれば避けるのはイチノにとっては容易い。

　２フレームでは反応できないが、３フレームあれば対応は可能だった。そもそも、撃つ前の予備動作だってある。

　ただ、黒騎士は撃つような仕草を見せるものの、なかなか撃とうとしない。

　撃った隙すきを衝つかれるのを恐おそれているかのようだった。

「………」

　数秒、睨にらみ合うような時間が続く。

　しかし、黒騎士は何を思ったのか突とつ然ぜん銃を下ろした。

　そして、ふわりと霧きりのように消えていく。スキル、〈ミストムーブ〉だ。

　シーフがよく使うスキルで、アクティブモンスターから逃にげるためのスキルだ。

　以前見た黒騎士と同じだ。まともに攻撃をされたわけでもないのだが、イチノは強きよう烈れつな違い和わ感かんを抱いだいたスッキリとしない顔をしていた。

「逃がしてしまいましたか」

　中年の冒険者が溜ため息いきを吐ついて言う。

「無事で何よりですけど。十分間、生きた心地ここちがしませんでしたね。取り返すのにも失敗しちゃいましたし」

　そして、カレンもまた身体からだの力を抜ぬいた。

　弛し緩かんした空気が流れる中、イチノだけはその顔つきを崩くずさない。

「ようやく見つけたぞ、カレン。ちょっと話をさせてもらおうか」

　そんな慌あわただしいイチノに、カレンは不思議そうな表情を返すだけだった。







　■第二章







「話、ですか？」

　イチノがいつもと違う様子で話しかけても、カレンの態度はまったく変わらない。

　その態度に苛いらついたのか、イチノの手がカレンの胸むな元もとに伸のびる。

「ストップです。焦あせるのはよくありません」

　横合いからその手を握にぎられた。

　精神的に焦っていたとは言え、イチノにとってあっさりと手を握られるなど不覚以外の何物でもない。ただ、それで頭に血が上っていたことを自覚した。

「あんたは……」

　身体つきががっしりとした中年男性。髪を剃そり上げているのがとても目立つ。その代わりに髭ひげを生やしており、ほとんどの者は気のいい小父おじさんという印象を抱くだろう。着ている服や雰囲気も含ふくめて、その印象は変わらない。

　ただ装備しているレザーアーマーが、ところどころについている赤い模様のおかげでとてもレアリティの高い防具だということがわかる。

　以前にも見たことがある、〈アマツマウラ〉から援えん軍ぐんを率いてやってきた砲ほう兵へい大隊長だ。〈ゴスペル・クァイア〉の会議室で、荒あれがちだった場を取り持った男である。

「改めまして、イチノ殿どの。バルトロと申します。覚えているかどうかはわかりませんが」

　ようやく名前も思い出した。一々口上など覚えていなかったイチノだったが、どうにか頭の片かた隅すみには引っかかっていたらしい。

「なんで、あんたがここにいるんだ？」

「言ってしまえば、ただの偶ぐう然ぜんです。ＰＫプレイヤーキラーのこともあって少々付近の巡回を。見かけた彼女に話を伺うかがっていたところで襲われてしまってやむなく共きよう闘とうを」

「噓うそ……ではなさそうだな」

　彼がここで噓を吐つくような理由もない。そもそも噓ならカレンだって首を傾かしげるだろう。口裏を合わせているとも思えなかった。

「彼女も被ひ害がい者しやです。逃げるようなこともないでしょうし、優やさしくしてあげなさい。ゲームは楽しくやりましょう。はっはっはっは！」

　脳天気にそんなことを言われ、イチノはすっかり毒気を抜かれた。

　確かに焦ることもないのだ。逃げるようなら、とっくに逃げようとしてるだろう。

　ひとつ深呼吸をして、気持ちを落ち着けた。

「すいません。少し、ふたりで話がしたいんで」

「ええ、わかりました。何かありましたら〈アマツマウラ〉のギルドホームまでお越こし下さい。ファルセリアを救った英えい雄ゆうですからね。皆みなも歓かん迎げいするでしょう」

「柄がらじゃないんで」

　笑みを浮かべてバルトロは去って行く。

　大人の余よ裕ゆうを持った男だな、という目でイチノはその背中を見送った。

「イチノさーん。話って何ですか？」

　カレンに呼び掛かけられて、イチノは彼女に向き直る。

　そして、目を見ながら問うた。

「単刀直入に聞こう。〈ＳＴ００６〉。このアイテム道具名に聞き覚えはないか？」

　すると、カレンは「ああ！」と手を叩たたいてから、途と端たんに怒いかりを露あらわにする。

「持ってたんですよ！　それなのにあの黒騎士に奪うばわれたんです！」

　そして、隠かくすこともなく彼女はイチノにそう告げた。

「持って、た？」

「え？　はい」

　何の気なしに、あっけらかんとそう明かす。

　今にして思えば、彼女が持っているかどうかの確かく認にんなどしたことがない。探しているという話もしていなかった。偶然出会った少女が持っているなど、予想できるわけがない。

　ただ話を振ふらなかったのは失態だったな、とイチノは無念そうな表情を浮かべた。

「聞きたいことは山ほどがあるから、ひとつずつ聞いていっていいか？」

「どうせだったら街に戻もどりませんか。ピストレイアのスイーツって結構いけますよ」

「……まあ、その方が腰こしを据すえて話せるか」

　そして、ふたりはアイテムを使って街へと戻った。




　街に戻って、カレン推すい薦せんの店へと入る。

　こじゃれたカフェのようで内装も凝こっている。魔ま法ほうを込こめて武器や防具にもできる木材でテーブルやチェアは作られていた。この世界ゲームでも高級な木材のため、家具に転用する冒険者プレイヤーはなかなかいないが、触さわり心地のよいテーブルだ。

「近代化の波に吞のまれずに、ここは残ってるんです。隠れた名店ですよ」

　カレンがそう説明してくれたが、イチノにとっては数秒後には忘れていそうな情報だ。

　ただ、人がそこまで多くないため騒さわがしくないし、声量を絞しぼれば会話を聞かれることもない。おおっぴらにできない話をするにはうってつけだった。

「俺、カフェオレで」

「あ、カレンはアイスバーンブレストファイナルグレートイチゴチョコパフェで」

　名前だけで胸焼けしそうなデザートである。

　そして、ウェイトレスが持ってきた実物も凄すさまじく巨きよ大だいだった。

　パフェとしてはそもそも器うつわの大きさがおかしい。ガラス製を使っているため騙だまされそうだが、コップではなくほとんどバケツだ。

　そこに山のようにクリームや、アイス、チョコ、イチゴ、クラッカー諸もろ々もろがてんこもりとなっている。入れ方にも工く夫ふうがあるのか、ちゃんと丁てい寧ねいに配置されていた。

　名前だけで胸焼けしそうなそれは、見ただけで食しよく欲よくを奪っていく。

「三十分以内に食ったらタダみたいなものか、これは？」

「いえ、これぐらい女子なら普ふ通つうですよ」

「噓吐け」

　この世界にも満腹中ちゆう枢すうは存在しているが、無視をすることはできる。無理矢理食べることも可能だ。もっとも食べてから向こうの世界に戻った際に、強烈な反動──ギャップが大きいせいで強い飢き餓が感かんに襲おそわれるが。何しろ満腹だったはずが、胃の中には何もないという状態なのだから。

　しかし、カレンはあっという間にパフェを片していく。イチノがその巨大なパフェに気を取られている間に、半分は削けずれていた。

「食いながらでもいいが……質問だ。〈ＳＴ００６〉をお前はどこで手に入れた？」

「えーと、バルバレッド洞どう窟くつですよ」

　カレンは躊躇ためらうこともなく、事も無げに言う。

「バルバレッド洞窟だと!?」

　バルバレッド洞窟は仁じんが見つけた《メモリーフラグメント》の所在地だ。

　サクラとマシューの一件もあり、イチノたちはバルバレッド洞窟の攻こう略りやくに失敗。

　ただ、その洞窟をケローネーが破は壊かいし、《メモリーフラグメント》はアイテムを吸収する特性を持つケローネーの中にあると思われていた。

　もっともケローネーの中で入手した〈ＳＴ００２〉が、仁が見つけたものではないとわかり、手紙のこともあってカレンへと行き着いたわけだが。

「ええ。封ふう鎖さ前にどうにか入手できました」

「……確か、封鎖直後にお前と会ったな。その前にも洞窟内で会ったし」

「ですね。イチノさんも狙ねらってたんですか？」

「まあ、な……」

　まるでカレンも狙っていたかのような口ぶりだ。

　聞きたいことが多すぎるが、イチノは整理してから順序立てて質問していく。

「ってことは、洞窟封鎖前にお前は手に入れてたわけか」

「はい。苦労しましたけどね。罠わなもいっぱいありまして」

　閉へい鎖さ時間ギリギリでサクラと洞窟へ突とつ入にゆうした時、モンスターや罠という障害はほとんどなかった。あれは〈サウザンドブレイズ〉による仕し業わざとイチノは考えていたが、カレンの仕業だったということだ。

「あのバルバレッド洞窟はソロでは相当厳しかったはずだ。しかも、プリーストのお前がソロで攻略したと？」

「ええ」

「どうやって？」

「乙女おとめの秘密です☆」

　恥はずかしそうに言うカレンに、イチノは小さく溜息を吐く。

　ＮＰＣであれば不思議な話ではない。何かしら特別な加護が付いている可能性はある。

　一いつ旦たんその質問を脇わきに置いて、別の質問を投げた。

「ケローネーの時にいたのも……狙ってたのか？」

「いえ、あれは取り返しに行ったんです。ケローネーが持ってそうだったんで、挑いどんだんですが返り討うちにされて。で、ケローネーの中にアイテムが行っちゃったぽかったので」

　ケローネーはアイテムを吸収するという性質を持っていた。

　カレンは無む謀ぼうにもケローネーに挑み、返り討ちにされ《メモリーフラグメント》を奪われたのだ。つまり、イチノたちがケローネーの内部に突入した時、《メモリーフラグメント》はふたつあったということになる。

「……そうか。サクラと二手に分かれた時だな？」

「あ、はい。そっちにあるようだったので、攻略が遅おくれないよう個別に取りに行きました。カレンの問題だったので」

　秘密というわけでもないのか、カレンはすべて明かしてくれる。

　イチノとしては肩かた透すかしされたようなものだった。

　もしかしたら──という思いはある。

　だが、根本的な質問はまだしない。さらに別の質問を向ける。

「さっき、《メモリーフラグメント》を奪われたと言ったな？」

「ああ、はい。ファルセリアで適当に歩いていたら、ナンパされまして」

「ナンパ？」

「ええ、ほら。カレン、可愛かわいいですから。胸大きいですし」

「……あー、そーだな」

「むむ、その適当な返事はマイナスですよー、イチノさん。まあ、本筋とは関係ないんで流して下さい」

　そして、カレンは道具袋ぶくろを付けていた足から外して、テーブルに置く。

「その時に黒騎き士しに襲われて……不思議なことに〈ＳＴ００６〉がカレンの道具袋の中から黒騎士の道具袋の中に瞬しゆん間かん移動したんです。今でも謎なぞすぎです」

　シーフには、〈スティール〉というスキルがある。

　モンスターや人の持つアイテムを奪うスキルだが、《メモリーフラグメント》には奪えない属性がついている。キーアイテムとして設定されているためだろう。

　それが奪われた。それも相手はＮＰＣとはいえ人だ。人から奪えるものはレアリティの低いものだけで、高級なものやレアなものは奪えない。

　本来であれば決けつ闘とう以外で奪われるはずのないものが奪われた、ということだ。

「それでナンパの時に逃にがした後、あの黒騎士がピストレイアに現れたって話を聞いて、こっちに来たんです。体ていよく現れてくれましたけど、また逃がしてしまいました」

「黒騎士を追って倒たおすつもりだったのか？」

「はい。黒騎士を倒したらドロップする落とすはずなので」

「何でそんなことがわかる？」

「……なんででしょうね？」

　またこれだ、とイチノは唸うなる。彼女に話を聞くと、いつもはぐらかされている気がした。

　しかし、彼女が知らないのもまた事実なのだろうという思いはイチノにもある。彼女は噓うそを吐ついていない。ただ、重要な情報を言わないだけだ。そこに意図的なものがなさそうなほど彼女は純じゆん粋すいである。そうでなければ、何かしら表情や仕草に焦あせりも出るだろう。その時にはエフェクトだって出るはずだ。

「なるほどな……」

　なんにせよ、カレンがここに来た理由は判明した。

　そこでイチノの顔つきが少し変わる。

「じゃあ、根本的な話をしよう。お前は……いったい何者だ」

　本来なら最初に尋たずねたかったこと。

　警けい戒かいさせないためにここまで堪こらえていたのだ。

「何者だと言われましても」

　カレンは首を傾かしげて、不思議そうな声を出す。

「お前は……この世界の人間だろう？」

　ＮＰＣに対して「ＮＰＣか？」と尋ねても意味は通じない。ノンプレイヤーキャラクターという言葉自体がこの世界には存在しないのだ。ＮＰＣというのは現実側で作られた言葉でしかない。

「………」

　だが、カレンは首を逆側に傾げただけだった。意味がよくわかっていないような表情を浮うかべている。

「俺は別に難しいことを尋ねたつもりはないんだが」

「そう、なんですけどね……。あれぇ。そう言えば……なんなんでしょう」

「とぼけてるのか？」

「いえ、この世界の、人間………現実側の人間……あれ、うーん、うーん……」

　話にならなかった。イチノはつい溜ため息いきを吐く。

　彼女がＮＰＣであると考えても間ま違ちがいはない。今のイチノは確信に近い感覚も持っている。

　それでも、まだ何かが違うと心の奥で燻くすぶる思いがあるのも事実だ。あまりにも人間くさすぎる。まるでＮＰＣとして特別な権限を与あたえられた冒険者……という印象だ。

「以前、自分の身体を現実と同じにしたと口走っただろう。覚えてないのか？」

「それは覚えてます。ああ、そうだ。現実の情報データを使ったはずで……」

　そこからカレンは俯うつむき、その表情は不安に染められていく。

「……なんで？　わからない。わからない。わからない。なんで、なんで、記き憶おくがないの？　どうしてどうしてどうして……」

　その不安はさらに強くなっているのか、相当強い不安なのか、デジタルデータで構成されたカレンのフェイスデータは過か剰じようなほど青くなっていく。

「記憶喪そう失しつなんて聞いたことがないけどな」

　イチノは小さく呟つぶやく。

　記憶喪失など〈アストラル・イノベーター〉において発生したことはない。

〈アストラル・イノベーター〉で行動した記憶に、現実側でノイズが発生するのは稀まれにあるようだが、〈アストラル・イノベーター〉の中で記憶データがノイズを発生させることはない。あくまで現実に戻もどった時に、小さなノイズがある時がある、という程度である。日常に支障はまったくない。少しでもあればサービスは停止されている。

　もちろん、イチノにとっては妹がデータ分割された以上、何が起きてもおかしくないと思っているが……それでも記憶がない原因がわからない以上、追つい及きゆうもできない。

「気分が悪くなるようなら、別に無理に思い出そうとしなくてもいい」

「は、はい……すいません……」

　しおらしく謝るカレン。

　記憶喪失だとすれば不安なのは当然だろう。

　これが演技だとすれば、大した女優である。

「じゃあ、〈ＳＴ００６〉……それを集めていた理由は何だ？」

「……集めなきゃいけないんです」

「その理由を聞いてるんだが」

「それが、まったくわからないんですけど。どこにあるのかはうっすらわかる時があるんですが」

「……わかる!?」

　その言葉を聞き流すことはできなかった。

「ええ。バルバレッド洞窟の時はそうです。ケローネーの中にあるのもなんとなく。あと、ガリアスタワーにあったはずなんですけど……たぶん、イチノさんに横取りされたんじゃないかって思ってるんですが」

「……横取りか。人聞きが悪いな」

　それでようやく、ここ最近ダンジョンなどでよく遭そう遇ぐうする理由がわかった。

「今、四つ持ってますよね」

「……聞いてどうする」

「くれませんか？」

　にこやかにカレンが甘ったるい声で頼たのんでくる。

　イチノは当然の如ごとく首を振ふった。

「冗じよう談だんじゃない。これは……大事なものなんだ」

「カレンにとっても……大事なものなんです」

「理由も判然としないのにか？　俺は理由がはっきりとしてる。渡わたすわけにはいかない」

「……そうなんですけど。でも凄すごく大事なものなんです。それだけはわかってるんです」

「じゃあ、なぜ……これを《メモリーフラグメント》を集める？」

　すると、カレンの表情が突とつ然ぜん──無機質なものになる。

「答える権限がありません」

　そして、機械音声のような声で彼女は答えた。

「カレン？」
















「答える権限がありません。申し訳ありません」

「何を言ってるんだ、どうしたんだ？　お前」

「コードの入力をお願いします」

　まったく以もつてイチノには理解できない。異常もいいところだ。

「………」

　それからカレンは俯き、動かなくなる。

　しかし、少しして気を取り直したように顔を上げた。

　その表情はすでに無機質なものではない。

「大事なものなんです。──って、あれ、イチノさん変な顔してますね」

　そして、突然会話を再開したかのように答える。

「変な顔って。もう少し言いようがあるだろう」

「あ、すみません」

　カレンはとても居い心地ごこちが悪そうに残りのパフェを片付けにかかった。

「今のはなんだ？」

「え？」

　イチノが尋ねても今し方起こったことをカレンは覚えていないようだった。

　もう何度目になるかわからない溜息を吐く。

「わからないことだらけだな……」

　カレンについては本当にわからないことだらけだ。

　敵か味方か。それすらもわからない。

　ただ……悪意だけは感じない。

《メモリーフラグメント》をイチノから無理矢理取ろうともしていないのだ。

「……どっちにしろ、俺とお前の目的は一いつ致ちしてるってことか。《メモリーフラグメント》を入手するっていう」

「あ、そういうことになりますね」

「それを黒騎士に取られたというのが本当なら、俺もそれを取り返す必要がある」

「なら、競争ですね」

「お前があの黒騎士倒せるのか？」

「う……」

　バルバレッド洞どう窟くつを攻こう略りやくした時点でどう考えてもおかしいが、それでも黒騎士には苦戦していた。

「だったら俺と一いつ緒しよに行動しろ」

　すると、カレンは驚おどろいた顔になる。

　謎は多いが、カレンは目の届くところにいてくれた方がいい。

　もし敵で、妹を分割したクラッカーに繫つながれば良し。

　そうでなくても《メモリーフラグメント》の位置がわかるのだとすれば、とても有用だ。

「いいんですか？」

「いいさ。教えてもらえる情報は全部教えてもらうぞ」

「はい。頑がん張ばりましょう！」

　カレンは後ろ暗いところが何もなさそうな、気持ちのいい返事でにこやかに答えた。







　カレンと共に行動することになったものの、黒騎き士し自体の出現が世間においてまだ稀き少しようというレベルであり、大きな騒さわぎにもなっていない。

　メリットが少ないとはいえ、事故や故意に拘かかわらずＰＫプレイヤーキル自体が一日の内に一度も起こらないことはまずない。故ゆえに黒騎士の件もそうして埋うもれてしまうように処理されている。

　そのため出現条件は未いまだに不明なままだ。そもそも法則性があるかどうかすらわかっていない。もっとも街を自治するギルドはそうではないかもしれないが。

「んー。獲え物ものが来てくれないことには倒たおすこともできませんよ」

　隣となりを歩くカレンが難しい顔をして呟く。

「法則性は多少見えてるところがあるんだが、まだちょっと確定はできないんだよな」

　そこでイチノは一いつ旦たん、ファルセリアへと戻った。

　転送ゲートから一目散に〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームへ向かう。

　イチノが入ると、ロビーがざわついた。

　ひそひそと噂うわさ話ばなしをしていた。陰かげ口ぐちではなく、むしろ「街の英えい雄ゆう」を噂するような内容だ。

「ひそひそ話が聞こえますね。イチノさん、注目されてますよ」

　イチノとしては勘かん弁べんして欲しいところだった。目立つのは好きではない。

　そんなイチノに、ひとりの少女が気安く声をかけた。ソーサラーのようなローブを引っ被かぶり眼鏡をかけて、白いマントを肩かたに引っかけて全身を覆おおっている。恐おそらくはアルケミストの少女だろう。背の高さはカレンと同じぐらいで、イチノは若じやつ干かん目線を下げる。

「やーやー！　英雄どのー」

「あれ、あんたは……」

「〈ゴスペル・クァイア〉、開発科のリーダーやってるウルスって言います。改めてよろしくー。そっちのプリーストの子もよろしくー」

「はーい、よろしくー」

　カレンが元気よく挨あい拶さつしている中、イチノは頭の中でようやく思い出す。

「ああ、ヒルトさんと話してた」

　街を守る時にも兵器を扱あつかっていた少女だ。

「そうそう。それでうちに何か用？」

「ちょっとここ数日のＰＫに関する情報を知りたいんで詳くわしいことを知ってる人がいれば話を聞きたいな、と」

「変な情報聞きたがるね？　ま、オッケーオッケー。リーダーまだソウルインしてないから、警備科の方でいいかな。おーい、誰だれか警備隊長辺り呼んできてー」

　その声を受けて、ひとりの少女が「はーい」と応こたえて奥の方へと引っ込んでいく。

　ウルスは手の中で爆ばく薬やく系のアイテムを投げるようにして弄もてあそんでいる。物ぶつ騒そうなことをやっているが、多少の衝しよう撃げきで爆発するようなものではないのだろう。

　それを見たイチノは、ふとあることを思い出した。

「そう言えば、ちょっと別件でウルスさんに聞きたいことがあったんだけど」

「なになに。英雄どのにならなんだって教えちゃうよー。あ、でもスリーサイズはノーね」

「聞かないっての……。前に生成された〈アミドプルバー〉ってあると思うんだけど」

「ああ、あの小さな爆ばく弾だんねー。あれがどうかした？」

「あれを確実に生成する方法って発見された？」

　するとウルスは少々困ったような表情を浮うかべた。

「確実にってのはまだないかなー。でも、混ぜるアイテム次し第だいで少し生成率を上げることはできると思う。いかんせん、錬れん成せい数が足りないから他ほかにもあるかもしれないけど」

「なるほど。ちなみに、それを教えてもらったりは」

「ぶっぶー。機密事じ項こうですー」

　オリジナルのアイテムレシピを秘ひ匿とくにするのは、〈アストラル・イノベーター〉では当然だ。レアなモノであればなおさらである。ウルスが特別ケチなわけではない。

　むしろ、アイテム次第で少し生成率を上げるというヒントを教えてくれたことの方が例外だろう。イチノにとってはありがたい。

「じゃあ、〈アミドプルバー〉買い取らせてもらえないか？」

「ああ、あれが入り用なんだ」

　ウルスの表情が感心したような、あるいは不思議そうなものに変わる。

「今すぐじゃないけどね。いつか持てる数だけ必要になるから。十個ほど」

「なるほどね、了りよう解かい。じゃ、ギルド貯蔵用とは別に個人的に作って保存しておこう」

「ありがとう。お願いしておくよ」

「にしても、英雄どのがあれを使うなんて、どんな化け物を倒す気です？」

「仕様に守られた化け物……かな」

　ウルスが訝いぶかしげな顔をしていると、

「お待たせしました」と、〈ゴスペル・クァイア〉の副隊長の女性が呼ばれてやってきた。〈ゴスペル・クァイア〉の装備品に身を包んだ凜り々りしい女性だ。

　挨拶もそこそこに副隊長からの話を聞くと、ファルセリア近きん郊こうでの黒騎士によるＰＫの報告はまだ二件しか入っていないらしい。

　もっとも冒険者からの報告がなければ、カウントされることはないのだ。事実、カレンが黒騎士に《メモリーフラグメント》を奪うばわれたのはファルセリア近郊だが、カレンは報告をしていないため、その事例はなかった。

「むしろ、ファルセリアではＰＫ詐さ欺ぎの方が多いですね」

　とは警備科リーダーの言葉である。

〈アストラル・イノベーター〉には最近、保険屋が存在し始めていた。月額でいくらか払はらうことでアイテムに保険をかけ、なくなった時に同じアイテムをもらう、あるいは失った額分の金銭を補ほ塡てんしてもらえる。

　もっとも、この世界での保険屋はまだ始まったばかりの事業だ。冒険者たちは故意にＰＫをされたと報告し、アイテムを失ってしまったと噓うそを吐ついて保険屋から不正に金銭を得たり、逆に保険屋がＰＫをして脅おどしたりなど、慣れない分トラブルも多発している。

「ここでは長続きしないと思うんですけどね……保険屋なんて」

　と、その女性は溜ため息いきを吐いた。

　その女性の愚ぐ痴ちを聞きながら、黒騎士にＰＫをされた時の状じよう況きようを詳しく聞き出す。

　そして、イチノとカレンは〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームを後にした。




　それからアレスがいるのを期待して、イチノは雲雀ひばり工こう房ぼうへと戻もどった。

「お帰りなさい、イチノさん」

　ひばりがイチノたちを出で迎むかえる。今日は厨ちゆう房ぼうで料理を作っていた。

　アレスはいなかったものの、サクラとユリがひとつのテーブルに座って仏ぶつ頂ちよう面づらをしていた。ふたりしてつまらなそうに飲み物をストローで啜すすっている。

「ああ、丁度よかった。サクラにユリ、お前らにも聞きたいことがあるんだけど」

「「なに？」」

　二重奏の不ふ機き嫌げんな声にイチノは眉まゆを顰ひそめて、テーブルに着くのを躊躇ためらった。

　そんなふたりはチラチラとカレンも目に入れている。

　それでカレンはピンときたらしい。

「あー、イチノさんダメですよ。恋こい人びとふたりの前に、カレンみたいな女の子連れてきちゃ」

「恋人!?　は？」「えっ、ちょ、ちがっ！」「ま、まま、ままだ違ちがうしっ！」

　イチノ、サクラ、ユリは揃そろって慌あわてたように声を出す。

　その奥でひばりは冷ややかな目を向けていたが、それには誰も気付かない。

「しばらく一緒に行動することにしただけだ。他意はない」

「他意しかなさそう」

　ユリが疑わしげな目を向ける。

「何をするってんだ。というか、そんなことはどうでもいいんだ」

「「「「どうでもいいんだー」」」」

　ひばりにカレンまで混ざって四重奏。イチノとしてはもう手を上げたい気分だった。

「もう。で、何？」

　ようやくサクラが本題に入らせてくれそうだったので、イチノは即そく座ざに話題を振ふる。

「黒騎士のＰＫプレイヤーキラーって知ってるか？」

　サクラは首を振る。代わりといったようにユリが答えた。

「そう言えばうちのギルドのリーダーとサブリーダーが襲おそわれたとか言ってたかなぁ」

「どんな状況だったって？」

「うーん。ふたりでクリスタルホールに入ってる時って言ってたけど」

　そこへサクラが横で呟つぶやく。

「そのダンジョンってことは、リーダーさんとサブリーダーさんってそういう……」

　そんなサクラの発言に被かぶせるように、イチノは次の質問を投げた。

「撃退はできたのか？」

「ううん。逃にげられたって言ってたよ」

「出てきてから何分後だ？」

「えーと、十分ぐらいって言ってたかな」

「攻こう撃げきは入ったか？　攻撃を受けた時、どうなった？」

「ダメージが入らなかった。おかしい、とは言ってたよ。攻撃を受けて云うん々ぬんの話は聞かなかったなー。一撃で半分以上削けずってきやがったーとかは言ってたけど。あと爆発ダメージがあったって」

　イチノが考えている黒騎士出現の条件に、ほぼ当て嵌はまった。

「ああ、わたしも三件ほど聞きましたよ。一件はつい先さき程ほど」

　ひばりから詳しい話を聞く。

　男女混合の平均レベル35の八人パーティが蹴け散ちらされた。

　同じくレベル10前後の六人パーティも一いつ瞬しゆんでやられた。

　これら二件は〈ゴスペル・クァイア〉で聞いたものと同じだ。

　そして、つい先程聞いたというのもレベル20の二人組がやられたという。

　特とく徴ちようはダメージが入らない。出現後、十分で逃げる。拳けん銃じゆうで爆発する弾たまを使う。

　凄すさまじく強いというのもすべて同じだ。間違いなく黒騎士の特徴と一いつ致ちする。

「俺とキョウが襲われた時と、似通っているな」

「イチノがキョウと冒険に出るなんて珍めずらしいわね」

　ユリがそう茶化す。

「あいつがたまにはとか言ってついてきたんだよ。まあ、利害が一致したしな」

　すると、ユリが機き嫌げん良さそうにニンマリとした。

「サクラ。キョウって会ったことあるでしょ？　イチノと並ぶと絵になると思わない？」

「え、あ。そうなの？　並び立ったところは見たことないんだけど……」

「あ、私見たことありますよ。耽たん美びな感じですよねっ！　ねっ！」

　ひばりまでユリの意見に強く賛同している。

　そんな様子を尻しり目めにイチノは立ち上がった。

「ちょっと情報収集してくる」

「え、黒騎士の情報が欲ほしいの？　だったら、私もちょっと聞いてくる」

「じゃあ、あたしも行くわ」

「残念。わたしはここでお留守番です」

　そして、カレンも立ち上がる。

「イチノさん、両手に花ですね」

「そんなんじゃないぞ。……持てる花なら大人しい花の方がいいんだけどな」

　誰にも聞こえないよう、イチノはぼそっと呟いた。




　しばらく情報収集に勤いそしんでから、再び雲雀工房に戻って情報を整理する。

　イチノが襲われた時は、イチノとキョウのふたり。

　カレンが襲われた時は、カレンとあとナンパした男のふたり。ここで《メモリーフラグメント》を奪われている。他にもカレンはバルトロとふたりの時にも襲われていた。

　他に、二人組。四人組。八人パーティ。六人パーティ。二人組。二人組。

　これが今までに集まった、襲われた時のパーティ構成の情報。

　新たに聞いてきた話も、四人組、十人組、二人組となっていた。

「とりあえず、複数いるってことはわかったけど」

「あと、偶ぐう数すうね」

　サクラとユリがそれぞれ意見を述べる。それは間違っていない。途と中ちゆうでパーティ側に援えん軍ぐんが乱入することはあるものの、襲われたのはすべて偶数の時のみだ。

　だが、ひとつの共通点が浮かび上がる。

「……これは、おそらく男女混合のパーティを狙ねらってるな」

　イチノが意見を述べると「確かに」と言ってカレンが頷うなずいた。

　ユリが慌てたようにメモをみやる。

「ちょ、ちょっと待って。あ、ホントだ。しかも──」

「男女の数が同じ、だ」

　二人組はすべて男女一組、四人組も男女二組。十人パーティも男女半々の構成。

「もしかしてカップルとか、グループ交際とか、そういうのを狙ってるの？」

　サクラが呟くと、カレンが「あっ」と思い出したように声をあげた。

「もしかして、昔のことわざ、『リア充じゆう爆ばく発はつしろ』ってやつですか！」

「え、あれ？　ことわざなの？」

　ユリが不思議そうな表情になった。ことわざではない。

「まあ、ことわざ云々はともかく、銃じゆう弾だんが爆発するのは確かだな」

　あの銃弾は相そう殺さいした瞬間、爆発ダメージが襲ってくる。

　グントが使っていた着弾すると爆発するあの斧おのと似たようなものだ。弾に爆発属性がついているのだろう。おかげで相殺ができず、イチノとしては面めん倒どうなことこの上ない。

「……まさか、そんな嫉しつ妬とで？　噓でしょ？」

　ユリが信じられないと言わんばかりに肩かたを竦すくめた。

「これで襲われないための手段はわかったな」

「でも、それって逆に盛り上がるんじゃないですかー？」

　ひばりが楽しそうな口調で言う。

「ふたりで困難に立ち向かう的な？」

「そうそう。ちょっとよくありません？」

「悪くないかな。愛は困難があった方が燃えるしね」

　ユリとひばりは意気投合して盛り上がっている。

　しかし、そんな中、サクラは難しい顔をしていた。

「待って、イチノ。おかしいわよ」

「……気付いたか」

「そりゃあね」

「サクラってば、何がおかしいのよ」

「ユリ。あなたもさっき話したじゃない。キョウさんは男よ？　イチノとキョウさんだけがおかしいの」

　すると、女性陣じんは揃って今思い出したような顔をする。

「……でも、イチノさんとキョウさんお似合いですし、男同士でもいいんじゃないですか」

　ひばりに恐おそろしいことを言われ、イチノの背筋に悪お寒かんが奔はしる。

　その上、女性陣たちは全員その意見に賛同した。

「……ちょっとキョウのところへ行ってくる」

　居い心地ごこちが悪くなったのもあるが、確かめたいこともできたのだ。

　イチノは立ち上がり、雲雀工房を出て行く。

「あ、私も行く」「カレンもついていきます」「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！」

　サクラ、カレン、ユリの三人はぞろぞろとイチノについていった。

　ひばりだけが、少し悔くやしそうに溜息を吐つく。

「わたしも行きたかったな……」

　今の時間に店を閉めて店主が行くわけにもいかず、小さくむくれた。




　イチノはキョウの鍛冶かじ屋やへと入る。イチノに続いて女性陣もぞろぞろと入っていった。

「おや、千客万来だね。その上、イチノが三人も女性を侍はべらせているとは。これは〈アストラル・イノベーター〉や向こうの世界で雪が降るね」

「今はどっちもそんな時期じゃないだろうに」

「はは、冗じよう談だんさ。で、どんな用事だい。オリハルコンがあるなら鍛たん錬れんするけど、どうも後ろのお嬢じようさんたちの存在からして違いそうだ」

「こいつらは勝手についてきただけだよ」

　イチノとしても確信は持てない。

　しかし、おそらく黒騎士の狙った条件が間違っていないとすれば。

　どちらかがおかしいということになる。

「ちょっと聞きにくいんだが」

「なんだい。珍しい」

「キョウ……。お前、女、か？」

「いや、見ての通り、ボクは男だが？」

　キョウはいつも通り、普ふ通つうに抑よく揚ようなく答える。

　女性陣たちは揃って、何言ってるの？　という目になった。

「今の姿じゃない。向こうの世界でのお前だ」

　すると、キョウは目を瞑つぶる。

　イチノから顔を逸そらし、鎚つちで金属を叩たたき始めた。まるで誤ご魔ま化かすかのように。

「何でそう思った」

「確信があるわけじゃない。ただ最近、世間を賑にぎわし始めてる黒騎士がどうもカップルや男女同数のパーティを襲おそうっぽくてな」

「……ほう」

「俺とキョウが襲われた時だけが、条件に合わないんだよ。だが、お前の現実での性別が女だとすれば、まあ、話の辻つじ褄つまはギリギリで合う。そもそも強制ソウルアウトやダメージ無効化までしてくるヤツだ。元の性別を参照できてもおかしくはない」

　キョウは未いまだに納なつ得とくのいっていない表情だ。

　しかし、諦あきらめたように大きく溜ため息いきを吐く。

「まあ、別に君に隠かくすようなこともないけどね。正しよう真しん正しよう銘めい、女だよ」

　その一言に、

「「「えええええええええええええええええええええええええええええええっ!?」」」

　と女性陣は悲鳴のような声をあげて驚きよう嘆たんした。

「お、お、お、女の子、なんですか？」

　サクラが恐る恐る尋たずねる。

「前に高一とか言ってたっけか」

「ああ、イチノは覚えててくれたんだ。そうだよ。君の一年下だ」

「あ、じゃあ、あたしと同い年なんだ」

　ユリが納得したように感かん嘆たんの息を吐はく。

「ちなみに、外見設定は弄いじってない。ついてるか、ついてないか、ってだけだね」

「つ、ついてるって……」

　サクラとユリが頰ほおを真っ赤にした。その横でカレンは必死に笑いを堪こらえている。

　下ネタ耐たい性せいについての反応、その二極がはっきりした瞬間だった。

「というか、キョウさん。なんで男でやってるんですか！」

　サクラが焦あせったような口調で尋ねる。

「別にいいじゃないか。そういうことをやれるのが、この世界の醍だい醐ご味みだし。男でやれば、ウザったいストーカーも来ないし」

「もしかして、男が嫌いやだったんですか？」

「端たん的てきに言えばね」

「じゃあ、なんでイチノはよかったんですか？　イチノも男じゃないですか」

「んー。彼は特別だからかな？」

　意味ありげに目を伏ふせるキョウ。

　その仕草に、サクラが怒いかりの目を、ユリが冷ややかな目をイチノに向ける。

「そんな理由があったのか。知らなかった」

「そりゃあ、君はボクにそんなこと欠片かけらも聞かなかったからね。というか、ボクが女というのも君だから明かしたんだし、君らにもイチノの仲間ということで信用して明かしたんだ。口外はしないでくれよ」

　イチノが「了りよう解かい」とぶっきらぼうに言うと、サクラ、ユリ、カレンも続いて頷いた。

「で、黒騎き士しが襲う条件にボクらが当て嵌はまらないから、ここに訪ねてきたわけか」

「ああ、まあ」
















「ボクに告白でもしに来たのかと思ったよ」

　自棄やけになったような、不ふ機き嫌げんそうな声でそう語る。

「冗談は後にしてくれ」

「そうもあっさりと言われると、こちらとしても腹立たしいな。これは興味深い感情だ」

　キョウの顔付きまでもが一いつ瞬しゆん、不機嫌になったが、イチノは気付かない。

　逆に女性陣には一発でわかり、その眉まゆ根ねが寄っていく。もっともカレンはさっきから笑いを堪えていたが。

　キョウは「こっちにもバラす時の計画があったのに」とブツブツ言っている。

「ボクとイチノが襲われた条件に合わないから確かめに来ただけということか」

「そういうことだな」

「何が『そういうことだな』だ。この朴ぼく念ねん仁じん」

「な、なんでだよ」

「あー、もう！　そういうところが、だ！」

　もうキョウは不機嫌さを隠していない。イチノには何が理由かわからなかった。

「えーと……。もしかして、もう来ない方がいいか？」

　そうイチノが気まずそうに聞くと、突とつ然ぜんキョウが慌あわてた。

「な、何を言ってるんだ、君は？　そんなことは一言も言ってない！」

「いや、男嫌ぎらいみたいなこと言ってたし」

「待て。君は特別だと言っただろう。それに、君の剣けんはボクが鍛きたえると決めたんだ。それを裏切る気か？」

「そ、そうか。サンキュ。これまで通り、頼たよりにさせてもらうよ」

「あ、ああ……」

　そう言いつつも、キョウは拗すねたように顔を背そむけた。

　しかし、サクラとユリはその頰が赤く染まっているのを見み逃のがさない。

「もしかして要注意？」

「残念だけど当然」

　サクラとユリが結けつ託たくしたように囁ささやき合う。

「……用件がそれだけならもう帰りたまえ。今日は忙いそがしいからな！」

　そして、少し怒おこった表情になったキョウに、イチノたちは鍛冶屋を追い出された。







　キョウの鍛冶屋を追い出されてから三十分後。

「イチノさん。恥はずかしがってないでくっついて下さい」

「そうは言われてもなぁ」

「もうちょっと押しつけますか。えい」

　カレンの豊満な胸が、押しつけられる。

　イチノの腕うでにはさらなる幸せな柔やわらかさと離はなれがたい温ぬくもりが仲良く張り付いた。

　すべてはデータだ。物理的感かん触しよくを再現したデジタル上のものに過ぎない。

　しかし、寸分の狂くるいなく再現されていれば、現実と何が違ちがうというのか。

「いや、もうちょっと離れろよ」

　慣れないイチノからすれば歩きにくくて仕方ない。

「イチノさん、カレンとは遊びだったんですか？」

　カレンは唇くちびるを尖とがらせる。

「人聞きの悪いことを言うな」

「それともやる気ありません？」

「いや、そんなことはないが……」

「黒騎士がカップルを狙ねらってるんですから、そうしなきゃ意味ないじゃないですか」

「……わかってはいるが。でも、こんな押しつけなくても」

「イチノさん、向こうの世界で恋こい人びとを見たことがないんですか？　みんなこうしてるじゃないですか」

　そう言われてイチノは記き憶おくを探さぐる。確かに行き過ぎているカップルはそうしている気がした。考えれば、傍はた目めから見ても、一目で恋人とわかるようにするのは重要ではある。

「というか、お前この世界の住人じゃないのかよ」

「はて？　でも、恋人の常識ぐらい知ってます」

「随ずい分ぶんと偏かたよってる常識な気がするぞ」

　今、イチノがカレンと腕を組んで歩いているのには当然理由がある。黒騎士がカップルを狙うことがわかった以上、それを誘おびき出すためには恋人同士を装よそおう必要があった。

　鍛冶屋の帰りにそんなことを思い付いたイチノだったが、そこで元々黒騎士を倒たおして《メモリーフラグメント》を取り戻もどす必要があるというカレンが手を上げて、

「恋人の振ふりをして誘き寄せればいいんですよね？」

　と言ってイチノの恋人役に立候補した。

　サクラが「他ほかの人に頼たのんだ方が」と言えば、「カレン、イチノさんの他に男を知りませんし」と、地味に意味深な言葉で場を困こん惑わくさせた。特にサクラとユリの追つい及きゆうは酷ひどかった。

　イチノもカレンを見えるところで監かん視しをする以上、それを断ることもできない。イチノとて《メモリーフラグメント》を取り返す必要がある。

　とはいえ、カレンを連れて行くにあたって懸けん案あん事じ項こうはあった。

　キョウが喰くらったような、黒騎士の強制ソウルアウト。

　あれは確実にゲームシステム外のチートである。

　この世界のあらゆる攻こう撃げきは、一撃死させるものであってもこの世界への存在は保障される。戦せん闘とう不能になれば拠きよ点てんに送られるだけなのだから。恋れんがいなくなった時の攻撃はあるものの、あれは拠点送りになってから消えているので、それこそ例外だ。そんな強制ソウルアウトをさせる攻撃を、ＮＰＣの可能性があるカレンが喰らったらどうなるのか？

　冒険者と同じように拠点送りにされるだけかもしれない。

　だが。

　この世界から消え失うせる……ということもあり得るのだ。

　ＮＰＣはこの世界での存在が保障されていない。クエスト中に現れるＮＰＣは、事故でも故意でも死んでしまえばそれまでだ。もう二度とこの世界に現れることはない。この世界に来た冒険者たちには設定的に加護があるからこそ、拠点送りにされるだけなのだ。

　その辺りの事情をそれとなくカレンに伝えたものの、

「イチノさんが守ってくれるから大だい丈じよう夫ぶですっ！」

　と、彼女は無む邪じや気きな笑えみを浮うかべてまったく意に介かいさない。

　そんな紆う余よ曲きよく折せつの話し合いの末、イチノとカレンがカップルの振りをすることになった。サクラとユリは歯ぎしりをしていたが、イチノが理由を問う前にカレンに連れ去られてしまった。

「というわけで、あのダンジョンに行きましょう」

　そう言ってイチノがカレンに連れて来られた場所。そこは周囲の構成物質がクリスタルでできたダンジョンで、現実ではあり得ないような壮そう美びさに誰だれしもが目を奪うばわれる。

　クリスタルホールという名のダンジョンだが、通つう称しようの方が世間では通りがいい。

　このダンジョンの通称は、ウェディングホール。

　誰が名付けたかは不明だが、このダンジョンの奥で結けつ婚こん式しきが行われたことで、この通称は少しずつ広まっていった。何しろ雰ふん囲い気きもいいし、荘そう厳ごんさもある。結婚式を執とり行う場所としては非常にロマンチックで、特に女性の受けがいい。

　ふたりでボスを倒し告白をすることで、ふたりは永遠に結ばれるなどという噂うわさまであった。サービス開始から三年しか経たっていないのに永遠も何もないだろうに、不思議なものである。しかし、根も葉もない噂というのはそういうものだろう。

　要するに、ここはカップル御ご用よう達たしのダンジョンなのだ。ふたりが協力しないと先に進めないという構造もそれに拍はく車しやをかけている。最近では男女でボスを倒すとシルバーリングを落とすようになっていた。運営が気を利きかせた結果との話だが真しん偽ぎは不明だ。

　そんな噂が醸じよう成せいされ、ここにはカップルがよく来るようになった。さながら結婚式場の下見のようなものである。逆に独り身の冒険者は、ここに近寄ることもなくなった。

「それにしても、初めて来ましたけど。ここ綺き麗れいですねぇ」

「まあ、中から空がうっすらと見えるからな。光の反射で綺麗に見えるんだろ」

　この洞どう窟くつは丸ごとクリスタルで、それはダンジョンの外まではみ出ている。

　そのため、太陽光が中へと突つき抜ぬけるようになっていた。もっとも、過か剰じように光が入ってくるわけではなく、あくまで優やさしい光だ。

「こういうところで、君の方が綺麗だよって言われたらコロッといっちゃいますね」

「センスが古すぎだろ」

「何言ってるんですか。綺麗だって言われて喜ばない女の子はいませんよ」

「……使う機会はないと思うがなぁ」

　カレンがこの場所にイチノを連れてきたのは、ファルセリア近きん郊こうではここが一番ＰＫプレイヤーキルの被ひ害がい報告が多いからだ。特にふたり組が襲おそわれた報告は、すべてここだ。

　それを信じてここに来たわけだが、襲って来なければ道どう化けもいいところである。
















「……ホントに、何でメリットもないのにカップルをＰＫなんてするんだか」

　道中、イチノが何の気なしにそう呟つぶやいた。

　特に返答を期待したわけじゃない。ただ、思ったことを口にしただけだ。

「目め障ざわりだからでしょう？」

　ただ、そんなイチノの独り言にカレンが返す。あっさりと、しかもドライに。

「〈アストラル・イノベーター〉はＭＭＯ多人数同時参加型オンラインＲＰＧです。ＲＰＧとは違います」

「お前、ＲＰＧ知ってるのか？」

「知ってますよ。当たり前じゃないですか」

　ＮＰＣなのに、何故なぜ知ってる？　と尋たずねたくなったが、イチノはその疑問を横に置いた。

　カレンに先を促うながす。

「一人用のゲームは目障りな物を見ないようにすることも可能じゃないですか。ＲＰＧでは、モブが能動的にプレイヤーに絡からむことはそうそうありませんし」

「……まあ、そうだな」

「でも、ＭＭＯＲＰＧではそうじゃありません。冒険者は積極的に絡まれます。あるいはそれで嫌いやな思いをすることもあるでしょう。それこそカップルを見るだけでも嫌な思いをする人だっています」

「極きよく端たんではあるが、一定数いるのは確かだな」

　特に〈アストラル・イノベーター〉ではすべてがリアルだ。

　それを羨うらやましい、あるいは疎うとましいと思う者もいるだろう。

「同じリソース──お金や時間を払はらってるのに、充じゆう実じつ感かんに差が出れば面おも白しろくないわけで」

　カレンはそう続けて、

「目障りなものにデメリットを押しつけるのは、その人にとっては大義あるメリットなんじゃないですかね」

　淡たん々たんと言葉を紡つむいだ。

　それを聞いて、一理はあるか、とイチノは思った。

　特に充実感の違いは、冒険者によって顕けん著ちよにあるだろう。

　ゲームに充実感を持てなかったからこそ、〈サウザンドブレイズ〉のリーダーであるマシューはあのように暴走したという可能性も捨てきれないのだ。

　しかし──それでも納なつ得とくはできない。

　ＰＫをしても相手のアイテムが消えるだけで、それが入手できるわけではない。

　ＰＫをすることで経験値が増える、減る、補正がかかる──そういった話は未いまだに聞かない。調査が進んでいないのだ。

「でも、直接戦闘不能にするメリットはないんじゃないか」

「間接的……ＭＰＫモンスタープレイヤーキルとかですか？」

　相手への嫌がらせが目的なら、モンスターを引き連れて押しつけるＭＰＫモンスタープレイヤーキルをした方が、自身へのデメリットは少ない。

　相手への一時的な嫌がらせだけなら家への閉じ込めだってある。人の家の出入り口に巨きよ大だいな置物を置いておくと扉とびらを開けなくなるのだ。もっとも、数十秒ほど押せば座標は強制的にズラされるが。

　他にも〈リターンストーン〉の欠片かけらを使う方法もあった。これは相手を信用させる、あるいは騙だます必要があるものの、やってしまえば凄すさまじい打撃を与あたえられる。

「どっちにしろ、効率的じゃない。俺からすればＰＫなんて理解ができないな」

「メリットがあったらＰＫしますか？」

「……いや、仮にＰＫをすれば強くなる、欲ほしいアイテムが手に入るとしても、アイテムや強さは全部、自分で入手したい」

　すると、カレンはそこから楽しそうに、

「ＰＫすることで、絶対手に入れなきゃならないアイテムを手に入れられるとしても？」

　と、イチノに問う。

　イチノはその言葉に、すぐに反応できない。

　お互たがい、三メートルほどの幅はばになった通路をしばらく歩く。

「……俺は──」

　何か言葉を言おうとして、しかし、最後まで声にすることはできなかった。

　微かすかな異音が耳に入る。イチノとカレンは腕うでを離して、お互い離はなれるように横っ跳とび。

　その瞬しゆん間かん、イチノたちが繫つないでいた腕を狙ねらうように銃じゆう弾だんが突き抜ける。

　目標に当たらなかった銃弾は壁かべに突き刺ささり、爆ばく発はつ。クリスタルの破は片へんが弾はじけ飛ぶ。

　跳んだ勢いのままふたりが振り返ると──背後にいた。同一の黒い装備、ブラックナイトシリーズと顔面を覆おおうように改造されたブラックヘルム。

　カップルを狙う、例の黒騎き士しだ。

「こいつ、キョウを女と見破ったくせに、俺たちが演技かどうかすら気付かないのか」

「いやいや、すごく恋こい人びとっぽかったじゃないですか！」

　合流したイチノとカレンがお互いに届く範囲エリアで喋しやべる。

　それを仲なか睦むつまじいと感じたか、黒騎士はマスケット銃をイチノたちへと向けた。

「シネ」

　再びマズルフラッシュと共に銃弾が射出され、イチノを襲う。

　イチノはそれをしゃがんで避よけた。背後の壁に突き刺さった銃弾は爆発。余波はここまで届かないが、この狭せまい中で戦うのは、イチノでもなかなかに神経を使う。

「目的は何だ！」

「………」

「こんな意味のないことに──」

「ダマレ」

　黒騎士がまたマスケット銃を上げ、イチノに狙いを定める。

　狭い通路で狙われ、動きが制限されているのがネックだった。

　その上、黒騎士の攻こう撃げきは爆発する。そのため相そう殺さいが使えない。

　さらに言えば、カレンが攻撃を喰くらえば強制ソウルアウトで消える可能性があるため、一撃でも彼女に攻撃を通すわけにはいかなかった。

　そして、黒騎士の殺意がついにカレンに向く。

「シネ」

　強制ソウルアウトもあり得る、その銃弾という名の攻撃判定──この世界で絶命させる可能性のある攻撃がカレンを襲った。

「カレンッ！」

　射線。位置関係。体勢。イチノは一瞬ですべてを演算。

　あの銃弾を、カレンはギリギリで避けられない。

　擦かすってしまう。

　本来であれば、カレンのレベルもあって、致ち命めい的てきなダメージにはならないが──。

　あの攻撃が普ふ通つうであるという確信はイチノにはない。

「おおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　イチノの真横を通過し、カレンを絶命させうるその攻撃判定。

　イチノはその射線に向かって、割り込むように剣けんを振ふり下ろした。

　剣は銃弾を真横から撫なで切りにして、轟ごう音おんと共に爆発させる。

　そして、イチノの身体からだには紅あかいエフェクト──〈アストラル・ガード〉が発生し、爆発ダメージを無効化した。

「カレン、奥に行ってろ！」

「そんな！　イチノさんを置いていけませんよ！」

「んなこと言ってる場合か！」

　そんなピンチに陥おちいった恋人同士のような言動をしていると、

「シネェ！」

　抑おさえきれない怒いかりを爆はぜた黒騎士の声が響ひびく。今までの無感情な声ではない。

　変声器では隠かくしきれない本音が周辺へと届いた。

　黒騎士はマスケット銃の銃口をイチノたちへと向ける。そして、銃弾は放たれた。

　──やるなら今しかない。

　イチノは銃弾を迎むかえ撃うつように、剣を右下から左上へと振る。

　相殺を狙うかのようなその剣先は寸すん分ぶん違たがわず、音速の銃弾を捕とらえた。

　この銃弾を相殺すれば爆発する。

　その爆発ダメージはイチノを一発で戦せん闘とう不能にするはずだ。

　だからこそ、〈アストラル・ガード〉でダメージを０にする必要があるのだが……。

　イチノは〈アストラル・ガード〉を発生させていない。

　そして、剣身に触ふれたはずの銃弾はまだ爆発しなかった。

　まるでイチノの剣先に誘さそわれるように、剣身を銃弾が滑っていく。銃弾は少しずつ少しずつその直線的な射線を変化させられていった。

「はっ！」

　そして、その銃弾が柄つかに届く前に峰みねの部分で銃弾を押しこんだ。

　射線が──逸それる。
















　逸れた銃弾はイチノの左を突き抜け、奥の壁へと突き刺さり、爆発。

「ウケナガシダト!?」

　感情を露あらわにしない黒騎士が、ついに驚きよう愕がくの声をあげた。

　受け流し。

　向かってくる相手の攻撃判定を受け流すためのシステムである。

　相手の攻撃判定に対して、自身の攻撃判定を逸らすように合わせることで処理される。

　規定速度で合わせる必要があり、規定の時間内、お互いの攻撃判定を接せつ触しよくさせる必要があった。相殺も高難度だが、受け流しはさらに高難度だ。

　相手の攻撃に速度や角度まで合わせること以上に、互いの攻撃判定を一定時間接触させながら、少しずつ逸らす必要があるのだから。

　一歩でも間ま違ちがえれば、ただダメージを喰らうだけの凄まじくシビアなものだ。そもそも受け流しは、剣や槍やり、斧おの相手に発揮されるものであり、決して銃弾を受け流すためのシステムではない。

　銃弾の攻撃判定のダメージ計算が物理計算で行われるからこそできる芸当だが、やろうと思う冒険者は物好きを通り越こしてただの変人と言ってもいいかもしれない。

　その上、実のところ相殺に比べると受け流しはメリットに欠ける。

　高難度な技術が要求される割に、その場をすぐに動けないというデメリットもあった。

　イチノも多人数に囲まれた時に同士討うちをさせる手段として使ったことはあるが、それ以外ではメリットは見み出いだせていない。

　速度を意識するイチノにとっては、相殺の方がやりやすいのだ。

　だが──。

「やっぱり爆発する銃弾なら、受け流す方がいいな」

　事も無げに言うイチノ。

「バカナ！」

　再び確かめるように銃弾を放つ黒騎士。

　だが、再び銃弾が来てもイチノはまったく意に介かいさない。

（銃口を構えてから、俺の剣先の攻撃判定に入るまでに15フレーム程度）

　すでに相手の癖くせは見み極きわめている。剣先に銃弾が乗せられ、またも剣身の上を滑すべっていく。

　そして、振り上げられた剣に押され、銃弾は天てん井じようを破は壊かいした。

　黒騎士は慌あわてて、銃に弾たまを込こめる。弾切れを起こしたらしい。

　その隙すきをイチノが見み逃のがすわけがなかった。

　イチノの剣が黒騎士の喉のど元もとを薙なぎ、クリティカルの星が散る。

（やっぱり星の散りが甘い……！）

　それでも、次々とウィークポイント弱点を薙いでいった。しかし、まだＨＰヒツトポイントが半分以上減ったような気配がない。相当ＤＰＳ時間当たりダメージが落ちてしまっているのを、改めて実感してしまう。

「はあっ！」

　カレンも隙を見てモーニングスターで黒騎士に攻撃をしたが、ダメージが入らない。

　攻撃力守備力の問題ではなく、ダメージそのものが発生しないのだ。

　ダメージが必ず１は入ることが保証されているにも拘かかわらず、だ。

　ダメージを０に抑えるスキルが発動したような気配もない。

「厄やつ介かいなヤツだ」

　銃弾を込め終わった黒騎士が、仕切り直すようにイチノたちから離れて攻こう勢せいに出る。

　何度も何度も発砲した。

　イチノはその銃弾をすべて受け流し、接近して作業のようにクリティカルを入れていく。

　だが、そうしている間も時間は過ぎていった。そして、十分が過ぎる。

「チッ」

　黒騎士は舌打ちをして、ふぅっと霧きりのように消えていった。

　クリスタルでできた通路に、イチノとカレンだけが残される。

　イチノは剣を鞘さやに納めて、柔じゆう軟なん体操をするように肩かたを回した。

「くそ、仕留めきれなかったか……」

「ですねぇ。というか、やっぱりカレンの攻撃、ダメージ入らなかったんですけど」

「俺の攻撃はダメージ入ったけどな。クリティカルじゃないとダメージ入らないのか？」

　だが、クリティカルじゃなければダメージが入らない……などというスキルは存在しない。ダメージを０にするには、属性のついた攻撃を耐たい性せいで無効化するか、あるいは〈アストラル・ガード〉と、ヘビィアーマーのロール職業で覚えるスキル〈アイアンウォール〉などしかない。しかし、まったく演出が表示されないというのは、あまりにもおかしい。

　カレンは納なつ得とくできない表情で、不満そうにモーニングスターをぐるぐると振り回す。

「でも、初めて襲おそわれた時は、反撃した時にこれでダメージ入りましたよ？」

「そうだったのか？」

「ええ。大したダメージじゃなかったと思いますけど。プリーストですからね。ちなみにクリティカルでも何でもなかったです」

　イチノはそれを聞いて肩を竦すくめる。現時点では、お手上げだ。

　まだまだ黒騎士には謎なぞが多い。それに数多くの違い和わ感かんがある。

　システム外の処理もそうだが、おかしなところが盛もり沢だく山さんだ。

「イチノさん、せっかくだから奥まで行きましょうよ」

　考え込むイチノの袖そでを、カレンが引っ張る。

「……了りよう解かい」

「ボス倒たおしたら告白してください。ジンクスが本当かどうか試ためしてみましょうよ」

「何言ってんだ」

　その後、カレンとふたりで洞どう窟くつ内を練り歩いて奥まで行ったものの、この日再び黒騎士が現れることはなかった。
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　次の日。朝から〈アストラル・イノベーター〉の中で、カレンとふたりで黒騎士を罠わなに掛かけるべく二時間ほど出歩いていたが、この時間も不発。

　その上、ソウルアウトして雑事を片付けている内に遅ち刻こく間ま際ぎわになってしまった。

　弌はじめは弁当を買う暇ひまもなく、本ほん鈴れいギリギリで教室の扉とびらを開けて中へと入る。

「野の上がみか。本来なら遅刻だぞ。まあ、今回はおまけしておこう」

「すいません……」

「では、ホームルームを始める。まず、連れん絡らく事じ項こうだが──」

　席に着いて間に合ったことに安あん堵どの息を吐はいていると、隣となりに座る咲さく良らが妙みように不安そうな顔を向けた。

「は、弌くん、どうしたの？　遅刻なんて、珍めずらしい……」

　弌を心配しているような声こわ色いろで、先生にばれないような小声で尋たずねる。

「いや、特に体調不良とかじゃないよ。朝色々とあってな。おかげでコンビニで飯を買う暇もなかった」

「……そっか。別にわたしと一いつ緒しよの登校が嫌いやってわけじゃなかったんだ……。で、でも昨日、御ご飯はん買ってこないでいいよって伝えたのに」

　昨日、カレンとの偽ぎ装そうデートが終わり、ソウルアウトした後の話だ。

　珍しく咲良からメッセージが来ていた。

　長々と書かれていたのだが、要約すると『明日あしたは弁当を持ってこなくてよい』ということだった。

「あー、そういやそうだったな。まあ、結果的に同じことになったけど」

　そのことに少し咲良は唇くちびるを尖とがらせて拗すねたような表情を浮うかべる。

　それを見て弌は気き後おくれした。彼女が拗ねるスイッチは多た岐きにわたるため、弌は把は握あくしきれていないのだ。

「……もう」

　そして咲良は、ぷいと顔を逸らした。

　結局、そのまま放置することになり、昼休みまできてしまう。

　授業の終しゆう了りようと同時に、咲良は教室を逃にげるように飛び出していった。

　そして、すぐさま弌の時計型ウェアラブルコンピューターが、極小のＬＥＤを光らせて着信を知らせた。咲良からである。

『今すぐ屋上に来て下さい』

　内容はそんな簡潔なメッセージだった。

「……飯はどうするんだ？」

　しかし、無用な返事は咲良の機き嫌げんを損そこねる要因になってしまう。弌はひとまず手ぶらで屋上へ向かった。今すぐと言われていなければ購こう買ばい部に寄るところだが、咲良を不機嫌にさせるのも忍しのびない。メンチカツパンが恋こいしかったが、さすがに今回は諦あきらめた。

　屋上の扉を開くと、数人の生徒たちで賑にぎわっている光景が目に入る。青空の下、楽しそうに昼御飯を食べている者もいた。今の弌のように男独りはいない。

　弌が周囲を見み渡わたすと、奥まった場所のベンチに咲良は座っていた。見れば膝ひざに手を当てて、ガチガチに固まっている。まるで何かに恐きよう怖ふしているかのように弌には見えた。

「どうした？　誰だれかに恐きよう喝かつでもされたか？」

　近寄って努めて優やさしく声をかけると、ギギギとロボットのように咲良の顔が向く。

「い、いらっしゃい。弌くん……。き、恐喝なんてされてないよ？」

「でも、何か顔色悪いような気がするぞ」

「そ、そんなことないから！」

　誤ご魔ま化かすようにぶんぶんと首を振ふって、慌てて咲良はベンチの脇わきに置いてあった茶ちや巾きん袋ぶくろに目をやる。

　弌は普ふ段だんから咲良の茶巾袋は見ているが、今日の茶巾袋は妙に大きい。

　すると、咲良は茶巾袋の中から三つの弁当箱を取り出した。一番上にいつも咲良の使っているピンク色の弁当箱がある。

「こ、これ……どう、ぞ」

　そして顔を真っ赤にして、丸みを帯びた長方形の弁当箱を弌にふたつ差し出した。

　青と緑の弁当箱が二段に重なっており、御ご丁てい寧ねいに箸はしも付いている。弁当箱はピンク色のものよりも一回り大きかった。

「べ、弁当？」

「あ、朝つ、作ったの……。弌くんの分……。い、いつも、助けてもらってたし……」

「えっと、いいの？」

「う、うん。ひ、ひとり分作るのもふたり分作るのも変わらないし……。いつもコンビニのお弁当だと飽あきるでしょ？」

　言われてみれば、その通りだった。弌はすでにコンビニ弁当を制せい覇はしてしまっている。

　学校の近くにあるコンビニは二軒だが、どちらの弁当も食べてないものはない。新商品が並ぶのを心待ちにしているぐらいだ。

「じゃ、じゃあ、ありがたく。というか、お前の弁当って手作りだったのか。すごいな」

　サクラの方はあまり料理しそうに見えないが、咲良は確かに料理をしそうだと、イチノはそんな感想を抱いだいたが、心の中だけに留とどめる。

「す、すごくないよ。そ、それに……ま、不味まずかったらごめんね」

　青い弁当箱の蓋ふたを開けると、海苔のりの載のった白米がぎっしりと詰つまっていた。

　緑の弁当箱の蓋を開けると、卵焼き、ウインナー、ハンバーグ、ポテトサラダ、きんぴらゴボウと色取り取りのおかずが入っている。

「これ、不味かったら詐さ欺ぎだろ……」

　そう漏もらしつつ、「いただきます」と言って、弌は箸を取りだして食べ始めた。

　そんな様子を咲良は不安そうに揺ゆれる瞳ひとみで見ている。

　見つめられているせいでとても気が散るが、弌は構わず一口ハンバーグを箸で摘つまむ。口に入れた瞬しゆん間かんにわかった。冷れい凍とう食品ではなく、手作りであることが。この味は冷凍では出せない。弁当で冷めているにもかかわらず、肉の旨うまさが損なわれていなかった。

「ど、どう？」

「美味うまいよ。いや、久しぶりに冷凍じゃないハンバーグ食べた気がする」

「そ、そう？　よかった……」

「いつも手作りしてるの？」

「と、時々、お総菜を詰めたりすることはあるよ？　今日は全部手作りだけど……」

「そうか。ありがとう」

「い、いいえ。ど、どういたしまして」

　弌は久しぶりの手作りに気をよくして、ちゃんと味わって食べる。特に卵焼きの甘さは程ほどよく絶品で、弌にしては珍しく褒ほめ殺しと思われるほど咲良の腕うでを褒めた。

　そんな言葉で咲良も満足そうに、

「じ、じゃあ、明日から毎日作ってくるね！」

　と、にこやかに宣言する。

「い、いや、迷めい惑わくじゃ……」

「迷惑じゃないよ！」

　最初は断ろうとした弌だったが、気合いの入った咲良に、つい「お願いします」と頼たのんでしまった。




「ごちそうさまでした」

「お、お粗そ末まつ様さまでした……」

　御飯を食べ終わり、胃が満足すると弌はベンチの背もたれに身体からだを倒して空を仰あおいだ。

〈アストラル・イノベーター〉の世界と変わらない空。

　雲の流れ方や形状、色合い、あらゆるすべてがまったく同じ。この空が〈アストラル・イノベーター〉の空と繫つながっているんじゃないかと思ってしまうほどだ。

「そ、そう言えば……昨日のか、カレンちゃんとのデート──」

「デートじゃないっての。まあ、偽装デートな。でも、ちゃんと黒騎士も出たぞ」

「あ、そ、そうなんだ。でも、その様子だと倒せてないんだよね？　報告聞く前に、私、ソウルアウトしちゃったけど」

「倒せないな……。現状じゃダメージ量が厳しすぎる。せめてあと二十分か、せめて十五分戦ってくれればいいんだが」

　すると、咲良はよいアイデアを思い付いたように手を叩たたいた。

「あ、アイテムを駆く使しすれば、弌くんならなんとかなるんじゃない？」

「……それは考えたけどな」

　イチノの技量は、黒騎士の技量を寄せ付けていない。マスケット銃じゆうの銃じゆう弾だんを見切り、受け流しが実じつ践せんできた以上、黒騎士の攻こう撃げきはほぼ完かん封ぷうできる。

　あの黒騎士に対して、アイテムを使えばさらに優位に進めることは可能だ。もちろん、相手の異常耐たい性せいにもよるが。

「それでも、十分以内となるとダメージが足りない。十分間カレンを守りながら攻せめたけど、あの様子じゃ四分の一も減っていないだろうな。カレンを守らずにやれたとしても、二分の一が限度だ」

「そう……」

　咲良は気落ちしたようにその身を縮こまらせる。

　ただ、問題はそれだけではない。

　現時点でイチノには関係のないことだが、ダメージを与あたえる方法もわからないのだ。

　これではイチノ以外の者が黒騎士に対処することができない。運営が動くまで黒騎士はやりたい放題、ということになる。

「カレンは初めて襲おそわれた時、ダメージを与えられたとか言ったけど……事実かどうかはわからないな」

「でも、カレンちゃんは噓うそは吐つかないんじゃないかな」

「……なんでそう思う？」

「勘かん……かな」

　咲良はしれっと言う。

　あまりそういうことを言いそうにないと思っていたため、弌としては意外だった。

「でも、黒騎士の噂うわさ、今少しずつ広まってるよ」

「……そうなると、運営に垢あかバンされるのも時間の問題か」

　垢バンとは、運営側にアカウントを剝はく奪だつ、あるいは停止されるという意味だ。

　何のエフェクトもなしにダメージを０にするのも。

　強制的にソウルアウトをさせるというのも。

　どう考えてもシステム外の処理である。

　強制ソウルアウトはキョウ以外に喰くらったものがいないため、一回だけならバグという可能性もある。とはいえ、何かしらのチートを使っている以上、アカウント停止処置は間ま違ちがいないだろう。

「でも最近、運営っておかしい気がする」

　咲良がふとそんなことを呟つぶやく。

「おかしい？」

「うん……。マシューっていたよね？　チート使った」

「ああ」

「前だったら、あんなチートとかはすぐに報告が行くものだと思ってた」

　確かに以前であればチートなど発覚し次し第だい、即そくアカウント削さく除じよ、停止をされていた。

　あそこまで明らかであればなおさらだ。

「だ、だから最初は弌くんのチートって疑ったあれも見過ごされてるのかと思って……。弌くんと会った頃ころには、チートの話を少し聞くようになってたから」

「……そもそも〈サウザンドブレイズ〉には黒い噂もあったからな。以前なら調査の手が即入っただろう」

　昔に比べると、確実に甘くなっていることをまざまざと感じている。

　マシューが知り合いに作ってもらったという特別な部屋、これもおかしな話だ。

　ログが残らないシステムから外れた空間など、すぐに見つけられるものなのではないかとも思っている。

　しかし、現実には違った。あの空間は未いまだに直っていないのだ。

〈ゴスペル・クァイア〉のギルドメンバーが封ふう鎖さしているため、何かの間違いで被ひ害がいに遭あうことはないが、それでも気味が悪いことには違いない。

　外からのシステム介かい入にゆうについても、中でのおかしな行動に対しても今の運営は緩ゆるい。

　対応する暇ひまがないのか、サボタージュしているのか、あるいは一部の人間が見み逃のがしているのか。それは一いつ介かいの冒険者でしかないイチノにはわからない。

「……とはいえ相手がチート使いであろうと、《メモリーフラグメント》は取り返す必要がある。垢バンされてどうなるかはわからないからな。さっさと取り返さないと……」

　すると、咲良は照れたように顔を赤らめた。

「じゃ、じゃあ……あ、あの、ね？」

「ん？」

「きょ、きょ、あ、いや。お、黒騎き士しを、お、誘おびき寄せるなら、こ、今度は、わた──」

　辿たど々たどしく何かを言おうとして……無情にもチャイムが鳴った。

「おっと。昼休み終わりか。そろそろ教室に戻もどらないと。……って、どうかしたのか？　咲良」

「な、なんでもない……」

　やりきれない顔をして、咲良は弌からぷいっと顔を逸そらした。
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　学校を終えて、イチノたちはソウルインして、雲雀ひばり工こう房ぼうの食堂に集まる。

　すでに食堂は大賑にぎわいだった。

　そんな中、カレンは今日も素す直なおに雲雀工房で待っていた。

「さて、今日も黒騎士を誘き出そうと思うんだが──」

「あ、今日はあたしがやる。魔ま法ほうで楽させてあげるから」

「いやいや、私がやるってば。〈リザルターナイン〉としてＰＫプレイヤーキルは許せないし」

「今日もカレンがやりますよ？」

「皆みなさん、イチノさんが困ってますよ。なのでわたしが」

　ひばりまで入って、なぜか誰だれがイチノとカップルを装よそおうかという論争が行われていた。

　イチノは「そんなに黒騎士と戦いたいのか？」と見けん当とう違ちがいな言葉を述べて、他ほかの皆に溜ため息いきを吐かせる。

　そんな彼女たちの示し合わせたかのような溜息にイチノは眉まゆを顰ひそめたが、彼女たちは理由をわざわざ教えようとはしなかった。

　四人がそれぞれ自分の言い分を主張していると、扉とびらの開く音が響ひびく。

「御ご免めん。失礼する」

　中に入ってきたのは、以前にも見た〈アマツマウラ〉の砲ほう兵へい大隊長、バルトロだった。

　以前カレンを助けた時に見たものと同じ装備である。穏おだやかそうな表情も前と同じだ。

　彼はイチノを見つけると、和なごやかな表情で手をあげる。

「おお、イチノ殿どの。この前ぶりです」

「バルトロ……だったよな。どうかしたのか？」

「何。少々、黒騎士について調べていると風の噂で聞いたもので」

　バルトロはイチノの座るテーブルに着いた。

　そのバルトロにイチノが思い出したかのように尋たずねる。

「そう言えば、〈アマツマウラ〉の自治するピストレイアはＰＫに対して厳しかったな」

「よくご存じで。ＰＫはゲームをやめてしまう要因になりますゆえ、ギルドとして放ほうっておくわけには参りますまい。〈ゴスペル・クァイア〉も同じでしょう。ギルドに与えられている特権を考えても、それは当然の話です」

「ＰＫ禁止エリア設定か……」

　五大街に限らないが、街を自治するギルドにはいくつかの特権が与えられる。

　そのひとつがＰＫ禁止エリア設定だ。

　その設定によって、街の好きな場所をＰＫ禁止にすることができる。

　ＰＫ禁止エリアとなった場所では、決けつ闘とう以外でダメージが発生しないようになるため、いくら剣けんを振ふっても魔法を使っても攻撃判定というものが発生しない。当たり判定でちょっとした衝しよう撃げきを与えることはできるが、それぐらいだ。

　また、ギルドのメンバー数によって禁止できるエリアを広げられるため、街の大きさに合わせてギルドメンバーを多くする必要もあった。

「ピストレイアは外がい壁へきまでがＰＫ禁止エリアだったっけ」

「ええ。拙せつ者しやも設定の変へん更こうができますから確かめましたが、外壁までですな」

「へぇ。随ずい分ぶんと信しん頼らいされてるんだな」

「〈アマツマウラ〉に入って長いですからね」

　ＰＫ禁止エリアの設定はギルドリーダーと、ギルドリーダーが認めた者しか扱あつかえない。

　それができるということは、ギルドリーダーから信頼を得ていることに他ならなかった。

「基本、街は外壁に合わせてＰＫ禁止にすることが多いですがね。だからこそ、ギルドの規模に合わせて外壁を作りますな」

「でも、中には街中なかに禁止エリアを設けずに、そこに闘とう技ぎ場を作って冒険者同士が戦うことができる場所を作っているギルドもあるだろ」

　イチノが指し摘てきすると、バルトロは「ああ」と思い出したように頷うなずく。

〈ローズリッター〉が自治するゴレスデンなどは、まさにその闘技場があり、毎日のように武ぶ闘とう大会が開かれているという。

　またそれ以外にも、五大街から外れた辺境の街にまったくＰＫ禁止エリアを設定しておらず、五秒に一度はＰＫが起こるような場所も存在している。

　そういう場所はスラムで、暗殺集団や盗とう賊ぞくがいるなど治安も悪い。

　ただ、そういった環かん境きようを好む冒険者も一定数いるのだ。

「我々は治安が悪くなることを望みませぬ。治安の悪化はゲームの衰すい退たいを招きますからな。だからこそ、ギルドは故意にＰＫをする連中を更こう生せいする、あるいは排はい除じよするために一定の人数を警備に回しておりますわけで」

「まあ、それはファルセリアでも同じだしな」

　街を歩けば、冒険者に混じって〈ゴスペル・クァイア〉のメンバーが三人一組スリーマンセルで歩き回っている。

「ＰＫはシステムで認められてるものですからな。中には必要悪と捉とらえる者もおりますが、それでも越こえてはいけないラインがあるのです……と、話が逸れましたな」

　仕切り直してバルトロは、イチノに尋ねる。

「黒騎士は特にピストレイアで多くのＰＫを重ねております。昨日今日だけでも報告が十件は来ておりますな。そこで何かわかったことがあれば教えていただきたいのですが」

　そんなバルトロの問いに、イチノは難しそうな顔で首を傾かしげた。

「カップルとか、男女同数のパーティを襲うことぐらいしかわかってないな」

「おお、ご存じでしたか。我々もつい昨日、ようやくわかったのですが。では、ダメージを与えられない理由などはどうでしょう？」

「いや、それはわからない」

「ふむ……。ですが、確かイチノ殿は黒騎士にダメージを与えておいででしたな」

「それでわかれば苦労はないだろう。案外、レベル１なら与えられるとか、そんな話かもしれないし」

「しかし、そんなスキルや防具は聞いたことありませんが」

「俺も聞いたことがないよ。ただ、何かしらおかしいことは感じてる」

　バルトロは「ふーむ」と唸うなって腕うでを組む。

「では、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの件については？」

「……まだ確証はないけど、リターンストーンじゃないか？　おそらくいくつかばらまいておいて、いつでも好きな場所に行けるようにしてるんだと思う。襲おそってくる場所は大体、カップル御ご用よう達たしな場所が多いし」

「おお、なるほど。では、黒騎士が出現して十分過ぎると消えるのは？」

「十分の理由はわからないな。黒騎士が定めた、何かしらのルール仕様かもしれないが。消える方法についてはスキルとアリアドネの結けつ晶しようの複合技わざだろうな」

「そこまで調べておいででしたか」

「さっきも言ったけど、確証はないぞ」

「いえ、充じゆう分ぶんですな」

　バルトロはそこでふぅと溜息を吐ついた。

「カップルを狙ねらうというのは、すでにピストレイア周辺では感じ取っている者も多く、最近では目立っていちゃつくカップルはとんと見なくなっておりましてな」

「まあ、それはそれで黒騎士の思う壺つぼなんだろうな……」

「悔くやしいですが、その通りですな。ですが……そろそろあの日が来ます」

「あの日？」

　イチノは曖あい昧まいな言葉を言われてピンと来ない。

　だが、女性陣じんたちは一発で気付いたようだった。

「ああ、そろそろ六月十二日ですもんね」

　ひばりが言うと、バルトロが「ええ」と頷いた。

「六月十二日に何かあるのか？」

　そうイチノが何の気なしに呟つぶやくと、女性陣たちに冷ややかな目を向けられる。

　イチノもそんな光景に失言をしたことを理解するが、いくら考えてもわからない。

　そんな様子のイチノに、バルトロは苦く笑しようした。

「な、なんだよ」

「もー。六月十二日は『恋こい人びとの日』ですよ、イチノさん」

　カレンが答えを口にする。

『恋人の日』。

　それは全国額がく縁ぶち組合連合会が持ち上げ、商業的な結びつきを経へて、恵え方ほう巻まきのように少しずつ名を広めた記念日のことだ。

　今ではバレンタインデー、ホワイトデーに次ぐ、第三の愛の記念日となっている。

〈アストラル・イノベーター〉の中では、カップルや恋人未満のふたり、男女の仲間同士という軽い関係の者たちまでが、広くアクセサリーを贈おくり合う習慣があった。

「ああ、確かに去年も何かやってたな」

「……気付いてなかったのね。道理でアクセサリー贈っても戸と惑まどうだけだと思ったら」

　ユリがブツブツと文句を呟き始める。

「どーせ、バレンタインデーと同じで商業と結びついてでっち上げられた記念日だろ。俺には関係ない」

「イチノさん、モテたことのない人しか言わないような僻ひがみですよ、それ」

「そりゃ、向こうでも〈アストラル・イノベーター〉でも、モテたことなんてないしな」

　少なくともイチノはそう感じている。

　周囲の女性陣は必死に溜息を吐くのを抑おさえていた。

「……まあ、それはともかく」

　バルトロが冷静に話を戻す。

「ああ。そんな記念日があるとしたら、何かしらのアクションは起こしそうだよな。カップルを狙う黒騎き士しとしては」

　居い心地ごこちの悪くなったイチノがそう語るものの、女性陣たちの冷ややかな目は変わることはなかった。

「できれば、その前に倒たおしておきたいところですな。しかし、そのためにはダメージを与あたえる方法を明らかにする必要があります」

「運営に報告した方が早いんじゃない？」

　ユリがそう言うとバルトロは首を振る。

「もちろん運営には報告済みなのですがね。ただ、ここ半年で運営のスタッフは大きく様変わりしておりますゆえ。特にメインスタッフが抜ぬけて以降、我らの陳ちん情じようが対処されたことがない。期待できないでしょうな」

「元々、介かい入にゆうすることの少ない運営ですけど、昔はこうした不正行こう為いにはすぐ対処していたのですけどねぇ」

　ひばりがしみじみと語ったとおり、以前の運営からすれば考えられない。

　イチノは、仁が抜けたからかと本人に軽く尋ねたことはあるが、元々仁は開発で、運営には関かかわっていないらしい。部下の栗くり林ばやしも同じくだ。

「どちらにしろ、相手はたったひとりです。イチノ殿に協力してもらえれば幸いですな」

「期待してもらって悪いが、今の俺には無理だ。三十分もらえればどうにかなるが、まるっきりダメージが足りない。せめて前の武器だったら、わからなかったが」

「なるほど。イチノ殿がネックとしているのは武器、ですか」

「ああ。前回の時に壊こわれちまったからな」

「完全破は壊かいというのも珍めずらしいですね。あの魔ま法ほうは、耐たい久きゆう度ど度外視の代しろ物ものだったというわけですか」

　剣や槍やり、あるいは鎧よろいや盾たてといった武具には耐久度が設定されている。

　この耐久度がなくなると、武具は壊れるのだ。

　もっとも、武具はそう簡単には壊れない。ガラスの剣という、切れ味抜ばつ群ぐんだが一回で壊れるような使い捨ての剣などもあるが、そのように極きよく端たんなものはあまりない。

　基本的には十回冒ぼう険けんして壊れるところまでいくかどうか、だ。

　そもそも耐久度が減っても鍛冶かじ屋やに行けば回復させることができるし、仮になくなって壊れたとしても、武器は直すことができる。サクラの装備している鎧、シルバードレスメイルは耐久度が低いため壊れやすいが、彼女はすぐに直していた。

　しかし、耐久度がなくなった状態──壊れた状態でさらに使い続ければ、二度と使い物にならなくなる。それが完全破壊とバルトロが言ったものだ。

　そもそも、壊れた状態の武器はとても使いにくい。

　折れた剣や折れた剣先を使って戦う者などいないのだ。

　だが、ヒルトの魔法は攻こう撃げきによる耐久度減少を、極限を超えた状態まで上げる。だからこそ、一回振っただけで修復不可能なまでに武器が壊れてしまったのだろう。

　イチノの話を聞いたバルトロは明るい笑えみを浮うかべた。

「武器が必要ということであれば、お力になれるでしょう」

「……俺の武器はレベル１でも装備できる代物じゃないとダメなんだが」

「それでも彼女なら、何かしらの案をくれるでしょう。〈アマツマウラ〉の伝説創世ジエネシス、ヤルシュカなら」

　バルトロが口にした、伝説創世ジエネシス、ヤルシュカ。

　それはバルトロの属する〈アマツマウラ〉のリーダー。

　そして、〈リザルターナイン〉のひとりであり──。

《オリジンウェポン》すら創つくり出すと言われる、伝説の鍛冶師だ。







　■第三章







「よう、イチノだったか。お前さんの話はよく聞いてるぜ」

　イチノの目の前には真っ赤な髪かみを逆立てたロッカーな髪型をした女性がいた。

　しかし、着ているものは真っ当だ。淡あわく明めい滅めつするローブに、指には豪ごう奢しやなリング。

　ローブは魔法を防ぎ、リングは形なきシールドを発生させる代しろ物もの。

　よほどの冒険者プレイヤーでなければ、ダメージ衝撃を与えることは困難だろう。

　彼女こそが〈リザルターナイン〉がひとり、ヤルシュカだ。

《オリジンウェポン》に相当する武器を作り出すことができるとされ、伝説創世ジエネシスの二つ名を背負う五大ギルド〈アマツマウラ〉のリーダーである。

「ま、楽にしてくれ。大したギルドホームじゃないがな」

　イチノとサクラはピストレイアにあるギルドホームへとやってきていた。

　ここは来客を歓かん迎げいするための部屋……にもかかわらず、なぜか鍛冶かじ台や作業台がある。

　話によれば、来た冒険者に対して、すぐに武器やアイテム道具を見せるため……ということらしい。

「イチノだ。ノービスやってる」

「初めまして、サクラです。ソードナイトです」

　遅おくれてふたりが名乗ると、ヤルシュカはさも楽しいことがあったように笑う。

「ああ、あんたが〈リザルターナイン〉になった〈アドベンドフェアリー〉か。いいねぇ。可愛かわいらしい二つ名で」

「いや、私は恥はずかしいと思ってて──」

「〈ジェネシス〉なんて名付けられてる方が、よっぽど恥ずかしいっての。アッハッハッハ！」

　豪ごう快かいな女性だった。

　だが、彼女の作る武具はきめ細やかに装そう飾しよくされ、その上、向上するステータス能力も高い。

　また冒険者が扱あつかいやすいように作られ、使い心地ごこちも素す晴ばらしいらしい。

《オリジンウェポン》に勝まさるとも劣おとらない武器を作ったことで有名になった彼女だが、今では依い頼らいが殺さつ到とうしすぎて一年先まで予定が埋うまっているという。

「《オリジンウェポン》を作れるんですか？」

　興味深そうにサクラが尋たずねる。

「素材がありゃあ、それに近いことはできる。もっともそれに近くするために、小細工したものばっかりだけどね。ぶっちゃけ、《オリジンウェポン》を超こえたもんは作ってない。それが目標だね。あたいの」

「でも、ヤルシュカさんの作った武器で有名なのって……」

「あたいが使う〈ホワイトサーペント〉と、獅子聖サンオブザリオンエリゼの使う〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉だろ」

「はい、それです」

「〈ホワイトサーペント〉は自信作だし、あたいの性しようにもあってるけど《オリジンウェポン》ってほどじゃないね。攻撃力そのものは大したものじゃない。あれは、変形機構があるからこそ有名になったんだ」

「じゃあ、〈天魔剣エクスブレード〉が？」

「ま、あたいを有名にして〈リザルターナイン〉に入る決定打にしたのはあの一本だね。ありゃあ、確かにいい素材を使ってる。が、あたいからすればあんなもの失敗作だ」

「そうなんですか？　でも、エリゼの使う〈聖せい光こう剣けんエクスカリバー〉と〈天魔剣エクスブレード〉の二振ふりは並ぶもののない究極の剣って言われてたような……」

　すると、途と端たんにヤルシュカは顔を顰ひそめた。

「あいつには別に《オリジンウェポン》なんて必要ないんだよ。〈天魔剣エクスブレード〉じゃなくて、竹たけ槍やりだったとしても似たようなものだっただろうさ」

　それはさすがに謙けん遜そんが過ぎる、とイチノは思ったが〈獅子聖サンオブザリオン〉エリゼの強さは誰だれもが知っている。

　エリゼが竹槍を装備したとして、それにサクラが勝てるかどうかといえば、難しいかもしれないのだ。何しろレベル68とレベル51。いい勝負はするとはイチノも思っているが、それでもサクラには荷が重い。

　レベルの差というものは、本来はそれほどまでに絶対的な壁かべになる。

「ま、それでも《オリジンウェポン》を鋳いつぶすぐらいはできるけどね」

　そう言ってヤルシュカはサクラの装備する剣に目をやった。

「サクラ、あんたの〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉も鋳つぶさせてくれねぇか？」

「な、何言ってんですか！　嫌いやですよ！」

　サクラは剣を守るように抱だき締しめる。

「アッハッハ！　冗じよう談だんだよ。まあ、もうちょい武器の性能を引き出して欲しいところだなぁ」

「というか、鋳つぶすなんて、そんなことできるんですか？」

「ああ、《オリジンウェポン》を鋳つぶすのは、あたいにしかできねぇけど。ヘーパイストスのロール職業じゃないと」

「ヘーパイストス？」

　サクラはその単語を知らなかったようで、そのロール名を呟つぶやいた。

「一説には炎ほのおと鍛冶を司つかさどるとされたギリシャ神話の神様の名前だな。彼女のオリジナルロールだ」

　イチノがサクラの質問に答える。

「そんなのあるの？　初めて聞いたけど……」

　サクラは知らなかったのか、ロールの話に食いついた。

「どういう条件でなれるのかは判明してないからな」

「適当にやってりゃ、こういうこともあるってこった。オリジナルロールなんてなり方がほとんど判明してないし、伝説創世ジエネシスの二つ名ばっかり広まっちまってなぁ」

　ヤルシュカはとても楽しそうな口調で語る。

　そして、表情も楽しそうにしてイチノに目を向けた。

「さて、脇わき道みちに逸それちまったが、本題に入ろうか。〈コンプリート・ノービス未経験者を極めた者〉のイチノ。バルトロから聞いたけど、あんた、自分の剣がほしいんだってな」

　イチノは頷うなずく。

　そもそもバルトロに提案されて、剣を作るためのヒントを得る目的でここへきたのだ。

「ああ。オリハルコンを集めて一から作るのもいいが、ちょっと時間が足りなくてな」

「ま、あんたにだったら、あたい手ずから作ってもいいが──」

　だが、ここでイチノは首を振る。

「それには及およばないな。俺はただ剣のためのヒントを貰もらいに来ただけだ」

「はぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげるヤルシュカ。

「俺の剣を扱えるヤツはひとりしかいないんでな」

「……へぇ、あたいの──〈リザルターナイン〉の鍛冶を断るだなんて……。お前、なかなか面おも白しろいこと言うじゃねぇか」

〈アストラル・イノベーター〉の中では、ヤルシュカはもはや伝説だ。

〈伝説創世ジエネシス〉という称しよう号ごう、〈リザルターナイン〉であり、五大ギルドでも特に鍛冶に強い〈アマツマウラ〉のリーダー。

　さらに言えば鍛冶職の《オリジナルロール》、ヘーパイストスでもある。

　断るような冒険者などいるはずもないし、そもそもヤルシュカは常に頼たのまれる側だ。

　それが気まぐれでも酔すい狂きようでも、自ら作ると公言した上で断られるなど、誰も想像できないだろう。

「すまないな。あんたの腕うでを疑ってるわけじゃないが──」

「いや、まあいいさ。そもそも、まだモノがあるわけでもないからな。せいぜいもうちょい考えて、天てん秤びんにかけるこった」

　ヤルシュカは気を取り直して、油断なくイチノを見み据すえる。

「なんにせよ、黒騎き士し野や郎ろうを倒たおすためには、あんたは剣の作製なり発見が急務なんだろうしな。あたいが出張ってもいいけど、一ＰＫプレイヤーキラーにギルドリーダーが……ってなると、大事になる。悪いが期待させてもらうぜ」

「それはこっちに任せてもらって構わない。ただ、早急にダメージソースを大おお幅はばに上げられる武器を作るためのヒントがほしい」

　しかし、ヤルシュカは残念そうな表情で首を振る。

「素材がなきゃどうにもできないぜ。あたいもさすがに無から金属を創つくり出すことはできないんでね」

「……そりゃそうだろうな」

「玉たま鋼はがね、隕いん鉄てつ、ミスリル、オリハルコン……まあ、金属にも色々とあるが、この中で金属の潜せん在ざい値が高いほどレアになる」

「金属の潜在値？」

　ヤルシュカの説明にサクラが聞き返した。

　説明好きなのか、ヤルシュカは機き嫌げんの良さそうな表情を浮うかべる。

「攻こう撃げき力とかステータスアップとか、特とく殊しゆな属性を付けるとか、追加ダメージを付けるとか、その辺りはこの金属の潜在値を割り振って決めるのさ。この辺りが鍛冶のいいところだな。そいつに合った武器を作れるってこった」

「……要するに攻撃力２００とＡＧＩアジリテイ＋５と、攻撃力１００とＡＧＩアジリテイ＋10を、自由に割り振れるってこと？」

「実際はもっと複雑だけどね。単純に言えばそういうこった。鍛冶屋によって武具に付けられるモノは変わってくる。あたいは便利なモノは大体取ってるから、どんな武器だって自由自在だ」

「それがブラックスミスとかのスキルなんですか？」

「そーそー。鍛冶スキルで炎属性付ふ与よとかそういうのを覚えていくわけよ。その上、あたいのロールであるヘーパイストスは、鍛冶スキルに関してはスロットの枠わくを超えて全部付けておくことができる。便利なもんだ」

　そこにイチノがつまらなそうな顔で横から口を挟はさむ。

「スキルの授業も結構だが。結局のところオリハルコンじゃ作る武器にも限界があるってこったろ。使用者がレベル１じゃ、上げられる攻撃力もたかがしれてる」

「まあねぇ。金属の潜在値は攻撃力やステータス上じよう昇しように割り振った分だけ、使用可能なレベルも上がっていくしな。強力な武具は、どうしたってレベルを対価にするもんさ」

　性能の高い武具はレベル１では使えない。

　それは〈アストラル・イノベーター〉でのルール仕様だ。

　あるいはそのルールを崩くずすような、そんなスキルはあるのかもしれないが、ヤルシュカはそれについて言げん及きゆうしない。

　つまり彼女は持っていないということだ。それでは期待もできそうにない。

「レベル、ね。俺にはまったく縁えんがない話だ」

　だが、そんな言葉にヤルシュカがニンマリと笑う。

「まあ、そう答えを焦あせんなよ。話はこっからさ」

「聞かせてくれ」

「イチノ、お前さん、〈ヒヒイロカネ〉って知ってっか？」

「名前だけなら」

　イチノは少し前に、キョウから名前だけは聞いていた。

『最近になって〈ヒヒイロカネ〉という金属が見つかったらしい』

『その〈伝説創世ジエネシス〉が《オリジンウェポン》を一本、鋳いつぶしたらしい』

　と、そんな台詞せりふを覚えている。

「それを持ってくれば作れるかもしれない。あんたの武器をな」

「……だが、〈ヒヒイロカネ〉なんて間ま違ちがいなく金属の潜在値は高いはずだろう。オリハルコンよりもだ。結局、それで作ったとしても俺には装備できないんじゃないのか？」

「かもしれない。が、〈ヒヒイロカネ〉までもがそうとは限らない。《オリジンウェポン》でも一個だけレベル１でも装備できるヤツがあっただろう」

「〈無む形けい鋼こうアモルファス〉か」

〈無形鋼アモルファス〉。

　どんな武具にも変化させられるという、《オリジンウェポン》のひとつだ。

　それは高い性能を持つが、レベルという制限を受けないという。

「そうそう。まあ、武器がどんなモノかなんてーのはどうでもいい。重要なのは、レベル１でも装備できるって、その性質だ」

「しかし、〈風精剣ゼフィランサス〉を始め、基本はレベル制限が付いているだろう」

「だから、あたいも絶対にいける、とは言えないのさ。ただ、〈ヒヒイロカネ〉にはレベル制限を持ち出さない何かが含ふくまれている……かもしれないってね。試ためす価値はあるかもってこった」

　イチノはその話を聞き終えて、少し口の端はしを吊つり上げた。

　面白がるような、誰が見ても興味を引かれているのがわかる表情をしている。

「〈ヒヒイロカネ〉を手に入れる方法は？」

　すると、ヤルシュカはイチノに負けず劣おとらず楽しそうな笑みを浮かべて、サクラの〈風精剣ゼフィランサス〉を指さした。

　サクラがまたも剣を抱きかかえて一歩下がる。

「さっきも言ったけど、《オリジンウェポン》を鋳つぶすせば出てくるぞ」

　イチノもサクラを見ると、首をブルブル振り始めた。

「こ、これは、その……イチノの頼みでも……う、で……も……」

　泣きそうな顔になっている。入手した時の経けい緯いを聞いたことはないが、それでもサクラが相当苦労して手に入れたことが窺うかがえた。

「頼まないっての」

　サクラの力は〈風精剣ゼフィランサス〉にもある。それを鋳つぶすのは、今がよくてもサクラとの今後を考えれば、ベストな手段とは言えない。

「ど、どうにもならなかった時の、最終手段でなら、使っていいから……」

「了りよう解かい了解」

　サクラを落ち着かせてから、イチノはヤルシュカに向き直る。

「とりあえず、《オリジンウェポン》を持ってこいってことか」

「それを持ってくりゃ、あんたに合った武器を作ってやれる。ただ、〈ヒヒイロカネ〉そのものがあるんなら、あたいに持ってくる必要はないがね。〈ヒヒイロカネ〉を使った鍛冶そのものはそれなりにレベルが高けりゃできるしな」

「てことは、別に〈ヒヒイロカネ〉を見つけりゃ、あんたに渡わたす必要はないってことか？」

「ぶっちゃけるとそうさね。ただ、〈ヒヒイロカネ〉そのものを作り出すことは別さ。あれはあたいにしかできない。ヘーパイストスのロールだけが可能にするもんだからね」

「……結局は《オリジンウェポン》か」

　言うほど簡単なことではない。

　そもそもどこにあるのかすら不明なのだ、《オリジンウェポン》は。

　現在、この世界ゲームで確かく認にんされている《オリジンウェポン》は十二個だけ。

　その十三個目を探すなど、何ヶ月かかるかわからない。

「ちなみに、こういうのもある」

　ヤルシュカがアイテム袋ぶくろから羊よう皮ひ紙しを取り出し、それをイチノへと放ほうり投げた。

　丸まったそれを広げる。

　そこにはいくつかのアイテムの名前と絵、簡単な合成の仕方が書かれていた。

　そして、その合成したアイテムの名前には金属らしき絵と、その名前が描かかれている。

「これは……。まさか〈ヒヒイロカネ〉の作り方？」

〈ヒュドラの肝きも〉。

〈オリハルコン〉。

〈魔ま力りよくの二双そう角かく〉。

　他ほかにも要求されているアイテムはあるが、市し販はん品以外はこの三つ。

〈オリハルコン〉と〈魔力の二双角〉は、敵のドロップアイテムだ。レアであり入手するのが面めん倒どうではあるものの、すでに知れ渡っている代しろ物ものである。

　ただ、〈ヒュドラの肝〉はイチノも聞いたことがなかった。

「その通り。つい最近、ある遺い跡せきで見つかった代物だ。うちのギルドでも見たことがあるやつがほとんどいない門外不出の資料だぜ」

「……なんで、俺に見せてくれたんだ？」

「ま、お前らはバラさないだろうなってのが、ひとつ。それと……いや、これは秘密にしておこう。楽しみはあとに取っておきたいからな」

　ヤルシュカは不敵な笑えみを浮かべた。

　それをサクラは獰どう猛もうな笑みだなと思い、少し身体からだを震ふるわせる。

「もちろん、あんたとも、な？」

　その笑みをサクラにも向けた。

　その表情に、サクラは睨にらみを利きかす。

　同じ〈リザルターナイン〉としての矜きよう恃じがあったのかもしれない。

「というわけで、素材を持ってきてくれれば喜んで〈ヒヒイロカネ〉を作ってやるぜ。〈ヒヒイロカネ〉を使った武具もな。あたいのギルドメンバーにも探させてるけど見つかる気配すらないから、気張って探してくれ。楽しみにしてる。あっはっはっは！」

　そして、イチノたちはヤルシュカの笑い声を背中に受けながら、〈アマツマウラ〉のギルドホームを出た。







　イチノが使う武器の金属として、〈ヒヒイロカネ〉が必ひつ須す。

　それに必要なものは、《オリジンウェポン》、あるいは〈ヒュドラの肝〉とその他諸もろ々もろ。

　そのどちらかひとつ……。しかし、簡単に手に入るわけはなかった。

　雲雀ひばり工こう房ぼうに戻もどったイチノたちは、たまたま出会えたアレスから〈ヒュドラの肝〉について情報を聞きだしたものの、そんな噂うわさは欠片かけらも聞いていないらしい。

「……ヒュドラというモンスター自体、オレも聞いたことがないからな」

　イチノ自身も聞いたことがない。名前からしてドラゴン系のモンスターであろうことはわかるが、そもそもアレスの耳に入ってくるような情報として出回っていないのだ。

《オリジンウェポン》も同様で、今はそれを得られるクエストも、それらしい巨きよ大だいなダンジョンも見つかっていない。

「……多少は意識して集めてみるが、期待はするな。一応、市場に出回っている〈オリハルコン〉は三つあるが、どれも高いぞ」

　そう言い残して、アレスは影かげとなって消えた。

「〈ヒヒイロカネ〉と〈オリハルコン〉１００個。どっちが早いか……」

「私、〈オリハルコン〉１００個とか、三年かかっても集められる気がしないんだけど」

　イチノの呟つぶやきに、同じテーブルに座っていたサクラが呆あきれたように返す。

「〈オリハルコン〉はいつかは誰だれにだって集められるさ。問題は時間なだけで。ただ、《オリジンウェポン》は、三年やっても見つからない人間の方が圧あつ倒とう的てき多数なんだぞ。三年かかってたった十二個しか見つかってないんだからな」

《オリジンウェポン》を入手する方法は、現時点ではほぼひとつだけ。《オリジンクエスト》をクリアすることだ。もっとも、《オリジンクエスト》において主人公として選ばれなければならないため、結局は偶ぐう然ぜんの産物だ。

「それはそうだけど……。〈オリハルコン〉を１００個集めてこいなんてクエストがあったら、私めげるんじゃないかな」

　サクラは溜ため息いきを吐つく。

　その後をカレンが引き継つぐように口を開いた。

「イチノさん、そもそも１００個集めるとしたら、どのぐらいかかるんですか？」

「運がよくても一日三つが限界だからな。最速で34日、約一ヶ月になる」

「メイガスの〈オリハルコン〉ドロップ率って１パーセント以下でしたよね……？」

「俺の場合、初心者救済でレアドロップ率の変化って恩おん恵けいで高くなってるからな。討とう伐ばつ推すい奨しようレベルの冒険者に比べれば、レアドロップ率は相当高い」

　隣となりでサクラが「そもそもレベル１でメイガスを倒たおすのがおかしいのよ……」と、呆れたように言うと、カレンが「確かに」と同意した。

「ちなみに高レベルの討伐パーティにイチノさんが入れば早くドロップできたりとか？」

「ギルドにいた時、一度やってみたことがあるんだが……どうも、ドロップ率は攻こう撃げきを与あたえたものの中で最もレベルの高い冒険者のものが参照されるらしい」

「そんなこと調べてたんですか？」

「そりゃ、〈オリハルコン〉は高く売れるし、便利だしな。簡単に手に入れられそうな方法は全部試したさ」

　それを聞いて、サクラもカレンも「はー」と溜息を吐いて妙みように感心していた。

　そんなふたりを無視して、イチノはアレスが残したメモを見み遣やる。

　そこに書かれていたのは、オリハルコンを売っている街や冒険者についての情報だ。しかし、どれも法外な値段だ。今の資金では、一個買うのが限界だろう。

「そもそも、一年半以上かけて集めてきたものを一日や二日で入手ってのも無茶な話だよな」

　イチノは改めて積み重ねてきた年月の大きさを実感する。

　そこへ情報を集めに出ていたユリが工房へと戻ってきた。

「うちのリーダーたちも知らないって」

「むしろ知ってたら入手する方に動くだろ。あいつなら」

「まあ、そうだね。でも、イチノが《オリジンウェポン》に興味を示すなんて珍めずらしいな、なんてリーダー言ってたよ」

「いらないと思ってたからな」

　ひばりも作業台から離はなれてイチノたちへと近づく。

　彼女は申し訳なさそうな顔をしていた。

「お客さんにお話は聞いてみますけど、期待できるかどうかは……」

「さすがにひばりさんに、そこまでは求めないから」

「イチノさんのお役に立ちたいのですけど」

「気持ちだけ受け取っておくよ」

　しかし、このままでは埒らちがあかないという思いがイチノを少しばかり焦あせらせる。

　今のまま十分以内で倒す手段を考えるが、どうしても上手うまい攻こう略りやく法ほうが浮うかばない。

　結局は、どうダメージを積み重ねるか、ということである。

（ヤツのＨＰヒツトポイントはおそらく８００に届くか届かないか）

　冒険者のＨＰはボスモンスターに比べれば著いちじるしく低い。

　そして、人同士の攻撃ではダメージが著しく減算される。

　それは仕様だ。モンスターと同じ計算式にすれば一撃で冒険者が死ぬようになってしまうから仕方ないのだろう。ＰｖＰにおいて、バランスを重要視した結果だ。

「………」

　イチノは目を瞑つぶり集中して、黒騎き士しへ与えられるダメージ構成を考える。

（一撃で与えられるダメージは、クリティカルでも５から６）

　次にダメージを与えられる時間の間かん隔かく。

（……誤差はあるだろうが、平均十秒に一度はダメージを入れられる）

　理想的に乱数が推移すると、６ダメージ×60回攻撃＝３６０。

　理想的に乱数が推移しなかったら、５ダメージ×60回攻撃＝３００。

　どっちにしても厳しい。

（アイテムを使っても、１００ダメージを加算できるかどうか）

　以前の〈ハンドレッドブレード〉であれば平均10から11ダメージは期待できた。

　武器の攻撃６６０ダメージとアイテムダメージ１００。残り40をなんとか捻ねん出しゆつすればいい。あとはカウンターを取れば……と考えたが、銃じゆうにはカウンターが入りそうもないことをイチノは何となく察している。

　あの攻撃力を捻出しているのは、拳けん銃じゆうそのものであって人の身体ではない。現実のカウンターアタックとは、相手の攻撃の勢いを利用するものだ。

　この世界では煩はん雑ざつな物理計算を無視して相手の攻撃力を利用することになっているものの、さすがに発生の原理が違ちがうのであればカウンターが成立するはずもない。拳銃には身体の勢いがないのだから。

（どっちにしろ、ない物ねだりをしても仕方ない）

　以前の武器を懐なつかしんだところで、武器は戻ってこないのだ。

　吹ふっ切るべきだな、と考えていたところで、

「……イチノ。お前に呼び出しだ」

　出て行ったはずのアレスが、珍しく雲雀工房の入り口から舞まい戻ってきた。

「呼び出しって……誰だよ」

「……この街で一番偉えらい人物だ」

　つまり、〈ゴスペル・クァイア〉のギルドリーダー、ヒルトのことである。




「ごめんなさいね、イチノ君。ご足労願っちゃって」

「いえ、ヒルトさんも忙いそがしいでしょうから」

　ふたりがいるのは、〈ゴスペル・クァイア〉のギルドホームの中、そのリーダーの部屋である。

　彼女とイチノがテーブルに着き、ヒルトの後ろにはギルドの副長が無言で控ひかえていた。

「それで、何の用ですか？」

「別に結論を急がなくてもよいのではなくて？」

「いや、忙しいから来てくれって言ったのヒルトさんでしょう」

「……ホントに行間を読むとかしない人ですね」

　イチノは謂いわれのない非難を受けている気がしたが、内心でやぶ蛇へびになりそうだと結論づけスルーした。

「まあいいでしょう。風の噂に聞きましたが、《オリジンウェポン》を探しているようですね」

　ヒルトは意味ありげな微笑ほほえみをイチノに向ける。

「お耳が早い」

「アレス君に聞いただけですけどね。先さき程ほど来て、質問されましたよ。《オリジンウェポン》を知らないか、と」

「あいつ、俺が探してるって言ったのか？」

　だとすれば、個人情報を漏もらしたことで契けい約やく違い反はんに等しい。

　ヒルトであればバレても特に問題があるわけではないが、それとこれとは話が別である。

「いえ、彼は誰とも言ってませんよ。でも、そんなものを具体的にアレス君経由で探すとすればイチノ君かな、と思いまして」

「……カマかけられたんですか」

「ふふ。まあ、彼が雲雀工房からここまで真まっ直すぐ来たというのもありますけどね」

「アレスのヤツも、案外脇わきが甘いな」

「許してあげてください。あの子はまだ小──小心者ですから。案外」

　ヒルトはわざとらしく咳せき払ばらいをして、話を続けた。

　イチノも特に追つい及きゆうはしない。

「《オリジンウェポン》に関してはわたくしも探しておりますからね。そうそう教えるわけにもいきませんし、そもそも知らないので教えられないのですが」

「が？」

「〈ヒュドラの肝きも〉を持つであろうヒュドラには、心当たりがあります」

「ホントですか!?」

　イチノは思わずテーブルに身を乗り出し、ヒルトに近づいた。

　急な接近にヒルトの頰ほおがほんのりと染まる。

「……近すぎですわ」

「あ、すいません」

　一いつ旦たん、イチノは椅い子すに座り直す。また咳払いをしてヒルトは平静を装よそおっているが、あまり隠かくし切れていなかった。若じやつ干かん、頰が赤く染まったままである。

「地図を見てください」

　テーブルに地図を広げた。その地図の隅すみっこに、黒い塗と料りようでバツ印が描かかれている。

「ここには洞どう窟くつがあるんですよ」

「え？　そんな話は聞いたことがないんですが」

「これを使わないと開かないので」

　そう言って彼女が見せたのは、小さな手の平サイズの壺つぼだった。

「特定の場所の水を吸い取る壺なんですけどね。これをこのダンジョンの近くで使うと水が抜ぬかれます。その間、ダンジョンの入り口が現れるんです。うちのギルドも少しずつ攻略を進めているんですけど、タイミングが合わずになかなかできなくて」

「……ここのボスが、ヒュドラ？」

「ええ。手て強ごわいですわよ。わたくしもやられてしまいましたし」

「ヒルトさんが？」

　それは何かの間違いでは、と言おうとしたら後ろにいた付き添そいの副長がフォローする。

「誤解なきよう。すでに周囲のギルドメンバーが瀕ひん死しまで追い込まれていたため、ヒルト様は彼らを守るために負けたのです。次にやれば負けません」

「負けは負けです。それにまた攻略の手て筈はずを整える必要もありましたしね」

「まったく。リターンストーンの欠片かけらを紛ふん失しつなど……弛たるんでるにもほどがある」

　話によればリターンストーンの欠片を置いてきたが、その片割れをメンバーがなくしてしまったとのことだった。

　なんにせよ、ここに来て唐とう突とつに話は進んだ。

　ヒルトが良いと言ってくれるのであれば、そのダンジョンを攻略するのにも支障はない。

　だが──。

「……なんで、教えてくれたんですか？」

　少しだけそこが気になった。

　情報というのは街を守るギルドにとって生命線でもある。新たなモンスターの脅きよう威いやＰＫプレイヤーキラーへの対処、アイテムの相場変動等々。そういったあらゆるものに情報は使われる。

　だからこそ、ヒルトもアレスのような外部の情報屋を使い、情報を集めているのだ。

　未攻略のダンジョンで、未発見のモンスターを倒たおしたとなれば、ギルドの名声はさらに確かなものになる。あまりその辺りにはこだわっていなそうなヒルトではあるが、それでも五大ギルドのリーダーである以上、はいどうぞ、というわけにもいかないはずだ。

　そう尋たずねると、ヒルトは少しばつの悪そうな表情を浮かべた。

「前回、貴方あなたの剣けんを壊こわしてしまいましたからね。その償つぐないです」

　どうやら前回の魔ま法ほうを使ったことを、まだ気にしていたらしい。

「気にしなくていいって言ったのに……」

「そうはいきません。あれは貴方にとって唯ゆい一いつ無二の武器だったはずですよ。責任は取らせて下さいな」

「そういうことなら、今度、個人的に頼たのみたいことがあるんですが」

「え。な、なんでしょう？」

　すると、ヒルトはほのかに頰を赤らめ、期待に満ちた瞳ひとみをイチノに向ける。

「あの時の魔法、時期が来たら、また使ってくれませんか？」

　繫つながった人たちのＳＰスキルポイントをすべて収束し、武器の攻こう撃げき力へと転化するあの魔法はチュートリアルダンジョン攻略における対ボス戦での切り札になり得る。

　何しろＨＰ５０００００００のケローネーを一撃で倒した代しろ物ものだ。前回はイチノ自身の剣を使ったが、市し販はんの剣を使ったとしても相当なダメージが期待できる。

　しかし、その言葉を聞いたヒルトはすぐに意い気き消しよう沈ちんした。まるで期待したのが馬ば鹿かだったと言わんばかりに。

「はぁ……。まあ、甘い話にはならないとは思ってましたけど……」

「甘い話？」

「イチノ君には関係なくてよ。まあ、〈アブソープションオールウェポン〉でしたら、わたくしに時間がある時であれば、いつでもどうぞ」

　若干投げやりな口調だった。

「あ、ありがとうございます」

「なんでしたら、ヒュドラを倒す時にも協力しますよ」

　そこでふとイチノは妙みようなことに気付く。

「……そう言えば、ヒルトさん。なんでヒュドラの話題を出したんですか？　アレスから聞いたんですか？」

　すると、ヒルトはふるふると首を振ふった。

　イチノはヒュドラにも〈ヒュドラの肝〉についても、ヒルトとの会話では一度も触ふれていない。

　確かに〈ヒヒイロカネ〉を作るのに〈ヒュドラの肝〉は必要だが、それは〈アマツマウラ〉が持つ極ごく秘ひ情報だ。

　だというのに、彼女は必要な素材の情報を知っていた。

「まあ、こちらも色々と情報は摑つかんでいるんですのよ？　《オリジンウェポン》のための素材とかは、ね」

　と、ヒルトはくすくすと笑う。

「イチノ君は《オリジンウェポン》を探しているということでしたから、何かあるのでしょう。イチノ君は少し前にピストレイアに行ったらしいじゃないですか」

「そこまで把は握あくしてるんですか」

「転送ゲートの履り歴れきの把握ぐらいはね。ＰＫの流入とかの問題もありますし。なんでもカレンさんとダンジョンデートもしたとか？」

　そこまで調べられてることに、さすがにイチノは顔の引きつりを隠せなかった。

「あら、これは転送ゲートの履歴を見たとかじゃなくてよ？　ピストレイアにいたうちのメンバーから聞いた話です」

「噂うわさ、好きそうですもんね……」

「大好きですわね。と言っても、件くだんのＰＫ黒騎き士しをあぶり出そうとしたんでしょう？」

「ええ、まあ」

「暇ひまがあればわたくしもイチノ君とふたりでダンジョンデートしたいのですけど」

「はは、お気持ちだけ受け取っておきます」

　ヒルトは一いつ瞬しゆんだけ顔を顰ひそめたものの、イチノに悟さとらせるような真似まねはしない。

　そもそも悟らせることができるかどうかは不明だが。

「ダンジョン初制せい覇ははお譲ゆずりします。頑がん張ばってくださいな」

　こうして、イチノは〈ヒュドラの肝〉の情報を入手した。







　この日、イチノがソウルインしてから、ほぼ二時間。

　ゲーム酔よいまで残り約六時間。

　まだ充じゆう分ぶんに時間がある。仮に攻こう略りやくできなくとも、〈リターンストーン〉さえ持っていれば、明日あしたも継けい続ぞくして攻略することは可能だ。

「すぐに攻略しに行く」

　と、雲雀ひばり工こう房ぼうに戻もどってから準備を整えていると、カレンとサクラが一いつ緒しよに行くと言い出した。

「元々、イチノさんと一緒に行くって決めてますから」

「私はイチノのダンジョン攻略にはついていくって決めてるから」

　今のイチノに断る理由もない。

　ただ、ユリは悔くやしそうな顔をしていた。

「あ、あたしも行きたいけど、さすがにギルドにもそろそろ顔出さないといけないし」

「まあ、向こうだってユリの力が必要なんだ。助けになってやってくれ」

　そして、イチノに謝ってから、ユリは雲雀工房を出て行った。

　それを見てカレンが不思議そうな顔をする。

「ユリさん、珍めずらしいですね」

「別にあいつの時間をあいつがどう使おうと自由だろ。そもそもギルドの方を優先するべきなのは事実だしな」

　ギルドをサボっても、システムとしてデメリットがあるわけではない。

　ただ、ギルド内における立場が悪くなるだけだ。その辺りは社会と大きく変わらない。

　イチノとユリが元いたギルド、〈グリムリーパー〉はそんなことで関係の崩くずれるような窮きゆう屈くつなギルドではないが、いつまでもギルドを抜けた人間に構っているのも問題だろう。

「さて、転送ゲートに行くか」

「はい、行ってらっしゃい。気をつけてくださいね」

　ひばりの見送りを受けて、イチノたちは雲雀工房を出る。

　転送ゲートに向かうと、そこに見知った顔を見つけた。〈アマツマウラ〉の砲ほう兵へい大隊長、バルトロだ。ふたりほどギルドメンバーらしき女性を引き連れている。

「どうも、昨日ぶりですな」

「どうかしたのか？」

「いえ、どこか冒ぼう険けんに行くのであれば、ヤルシュカに手伝ってこいと言われまして」

「なんでまた」

「まあ、彼女の目的はなんとなくはわかりますが……言うと怒おこられるでしょうから」

　バルトロは申し訳なさそうに苦く笑しようする。

「それに、そもそもイチノ殿どのが来てもよい、と言っていただければ、ですがね」

　そう言って、人の良さそうな表情を浮うかべた。

「いいんじゃないの、イチノ？　私は別に構わないし」

「……カレンも、いいですよ」

　サクラとカレンも特に不都合はなさそうだった。

「それに男性がもうひとりいれば、黒騎士が来るかもしれませんし」

「さすがに、今から行く場所には来ないと思うが……」

　そもそも、今回は完全にダンジョン攻略が目的だ。

「ではよろしくお願いしますぞ。足あし手で纏まといにならないように致いたします故ゆえ」

　バルトロが女性たちに「戻って良し」と言うと、彼女たちは「街中を見学していきます」と言って、ファルセリアの街中へと消えていった。

「イチノ殿がひとりであれば、こちらも女性をふたり付けて、黒騎士を誘おびき出す条件を整えようと思っていたのですが。その必要はなかったですね」

　バルトロがサクラとカレンを交こう互ごに見る。

「あんたも黒騎士が出ると思ってるのか？」

「さすがに拙せつ者しやもあり得ない、と思ってますが、備えあれば憂うれいなし、ですな」

　そして、イチノは三人を引き連れて、転送ゲートの中へと入った。




　転送ゲートのある小さな街から馬車で三十分ほど行くと、その洞どう窟くつはあった。

　四人は中へと入って、進む。

　サクラを先頭に、バルトロとカレンが二列目、最後列にイチノと、菱ひし形がたの陣じん形けいだ。

　相当広い洞窟で、通路というよりは円形の広場同士が繫がっているような洞窟だった。

　マシンズネスト。

　それがこの洞窟の名前である。

　時折現れる鋼鉄の小さなドラゴンはそれなりに強いものの、

「はあああああああああああああああっ！」「ファイエル！」

　サクラの剣とバルトロの拳けん銃じゆうの前に瞬またたく間にその屍しかばねを晒さらした。

　サクラの強さはいつもの通りだが、バルトロの銃じゆう撃げきも相当手て練だれの領域である。

「そう言えば、あんたガンナーだったんだな」

　イチノがバルトロの持つ拳銃を見ながら尋たずねる。

「ええ。以前は大たい剣けんを使ってたのですが、これから剣は厳しい時代になりそうですから。軍隊として兵を率いている時は大たい砲ほうですけどね」

「見るからに少なくなってるからな。剣使いは」

「ええ、あっという間です」

　そして、バルトロは意味ありげにイチノを見み遣やる。

「老ろう婆ば心しんながら。拙者の拳銃の扱あつかいを見ておくとよろしいかと」

「ん？　……ああ、そういうことか」

　イチノには拳銃を使って戦うつもりはない。それはバルトロも察しているだろう。

　人の持つ拳銃の扱いを見ておけというのは、イチノ自身が使うためではなく、

「今後、拳銃使いと相対する時には役に立ちましょう」

　敵の攻撃が、どんなような形で行われるのか……。

　相手の攻撃を知れば、相そう殺さいも受け流しも、飛ひ躍やく的にやりやすくなるというものだ。

　もっともバルトロの言い分には、別の意図が隠かくされていそうだが。

「遠えん慮りよなく、そうさせてもらうさ」

　そう言ってさらに進んでしばらくすると、背後から微かすかに足音が響ひびき渡わたる。

　イチノはすぐに反転して警けい戒かい態勢を取った。視界に鼻が拳銃の形になった、アルマジロのような鋼鉄の塊かたまりが五匹ひきほど現れる。

　その五匹の鼻から、ほぼ同時に銃じゆう弾だんが放たれた。

　サクラは最前列。バルトロもカレンもその攻こう撃げきを防ぼう御ぎよするには間に合わない。

　しかし、イチノは動じていなかった。

　放たれた時の火花を見て、イチノは放たれた銃弾が一発ずつ三フレームから四フレームほど遅おくれていると瞬時に判断。

（距きよ離りは十五メートルから十七メートル。銃弾の速度がバルトロの銃撃と同程度と考えれば──）

　イチノはすぐに飛んでくる銃弾に頭の中で番号を振る。

　頭に二発、胸に三発。

　向かって来る順番は、胸、胸、頭、胸、頭。

「はっ！」

　それを瞬時に判断したイチノは飛んでくる銃弾に合わせ、剣を振った。

　ほぼ逆風──下から上への切り上げだ。

　弾丸に合わせて、軌き道どうを調整。

　三回、鉄と鉄が削けずり合うような音が響いた。

　次いで銃弾だったものが、三つとも上へと弾はじき飛ばされる。胸への二発と頭への一発を相殺したのだ。

「せいっ！」

　さらに返す刀で、ほぼ唐から竹たけのような袈け裟さ切りを放つ。

　二回、また同じ音が響き、地面へと銃弾が叩たたきつけられた。頭への一発と胸への一発も無事に相殺。

　銃弾の着弾時間から逆算し、それに合わせて剣を振ふっての相殺。一直線に飛んでくる銃弾など、すでにイチノは見切っている。

　今のイチノの相殺に、さすがにバルトロも眼を丸くした。

「はああっ！」

　息を吐はく間もなくイチノがアルマジロに向かって駆かける。

　アルマジロ型モンスターの弱点は主に耳。

　そこを三匹同時に当たるように軌道をイメージし、剣を振る。

　剣一いつ閃せんではアルマジロは倒たおれない。だが、二回三回と剣を振ると、クリティカルの星を散らしながらモンスターは倒れた。

　後列にいた二匹が弾たまの装そう塡てんを終え、イチノに向かって再び銃弾を放つ。

　だが、放った先から相殺され、もはや打つ手なし。

　二匹は前の三匹と同じように何度も耳を斬きられ、星を散らして敢あえなく倒れた。

「……凄すさまじいの一言ですな」

「これでも剣が弱くなってるんですよね」

　今のイチノの動きを見ていたバルトロとサクラが呆あきれたような声を出す。

　事実、剣が以前と同じであれば、最初の一撃でアルマジロは倒れていたはずだ。少なくとも三回も剣を振らずともよかったはずである。そうであれば、二発目の銃弾すら許さなかっただろう。

「でも、やっぱり弾丸を相殺するって……イチノってばどんな反射神経なんだか」

「反復の賜たま物ものだ。第一、黒騎き士し相手に相殺は役に立たないからな。受け流しも便利だが、やっぱり避よけられるようになっておいた方がいい」

　サクラもカレンも、呆れたような目を向けていた。

　それ以上、どんな化け物になるつもりだ、と言いたげな目である。

　バルトロの表情は温和そのものでいまいちわからないが。

「……先を急ごう」

　イチノが言うと、四人は再び陣形を組んでさらに奥へと進んだ。







　少し拓ひらけた場所へイチノたちは到とう着ちやく。順調なペースで来ている。

　ダンジョンのかなり奥までやってきて、ボスのいる場所も間近……というところで、カレンが音ねを上げた。

「少し休みませんか？」

「……スタミナ設定があるわけでもないのに、なんで疲つかれてるんだ」

「気疲れ的な？」

　そこでサクラがカレンのフォローに回る。

「三時間ぐらい戦ってたし、回復もしてくれたからね。プリーストって神経使いそうだし」

「うーん……」

「まあ、少しぐらいならいいではないですか」

　と、そこでバルトロまでもが賛同した。

「拙者もゲーム酔よいの時間がまだですし、焦あせることはありますまい」

　三対一となれば、さすがにイチノも何も言えない。

「そういう風にがむしゃらに突つき進むのはイチノの悪い癖くせだと思うんだけどな」

　サクラが少し不満そうに言う。

「……性しよう分ぶんなんだよ」

　カレンが壁かべに背にして「ふぇ～……」と気の抜ぬけた声を出してべったりとしゃがみ込むと、サクラもその隣となりに腰こしを下ろした。

　それを見たイチノは、ふたりに背を向ける。

「少し先まで罠わながないかどうか見てくる」

「では、拙者もお付き合いしましょう」

　すると、バルトロもそれに付いてきた。

　特に罠らしきものも見当たらないが、注意深く進んでいるとバルトロがイチノを呼び止める。

「イチノ殿はなぜレベルを上げないのですか？」

「低レベルクリアが好きだからだよ」

　簡潔に答えた。もちろん、それは間ま違ちがっていない。

　ただ、今のイチノには「レベル１でないと入れないダンジョンで、強制イベントによる敗北確定のボスモンスターを倒すため」という理由もある。

　今、集めている武器、アイテム、あらゆるすべてが、そのモンスターを倒すためという形で動いている。

〈ゴスペル・クァイア〉、開発科リーダーのウルスに〈アミドプルバー〉について聞いたのも、例の爆ばく弾だんが大きなダメージソースとなり得るとわかっているからだ。

　件くだんのボスモンスターのＨＰは５０００００。

　ケローネーに比べれば大したことのない数値だが、それでも攻撃方法なども含ふくめれば苦戦は必ひつ至し。そもそもレベル１で倒すことなど、欠片かけらも想定されていない相手だ。

　自動回復などの存在も確かく認にんされていることもあり、未いまだに演算上では勝てていない。

　しかし、バルトロは、さらに遠慮もなく言葉を重ねる。

「貴方あなたがレベル１でいるメリットは、〈アストラル・ガード〉ぐらいでしょう。相殺ができるのであればレベルを上げてもいいはずですが。〈アストラル・ガード〉で防げる回数と、それを意識せずとも攻撃を耐たえる防御力とＨＰがあればいいわけですし」

「レベルには興味がない」

「ふむ……ですが、貴方あなたの今のレベルには興味がありますな」

　バルトロがその目に好こう奇き心しんを宿らせる。

　その目に、イチノは少しうすら寒い感覚を抱いだいた。

「……俺の今のレベル？」

「ええ。街中の教会で経験値をオフにできますが、その後も内部では経験値を加算しているという話はご存じですよね？」

「ああ。知ってるさ」

　元々、事情があって経験値をオフにしていた者たちが、経験値の獲かく得とくをオンにした瞬しゆん間かん、一気にレベルが上がったという事例があった。

　もちろん、その経験値の獲得を拒きよ否ひもできたが、大体の冒険者は溜たまっていた経験値を手に入れる。

「イチノ殿どのほどの冒険者であれば……レベル70すら夢ではないと思います」

「冗じよう談だん。この世界で最もレベルが高くなるって意味だろう、それは。獅子聖サンオブザリオンエリゼですら68のはずだ」

「エリゼ殿は最近、レベル70になったという噂うわさですな」

「いつの間に……」

　そもそもレベルはアイテムを使わない限り、相手にはわからない。

　イチノは装備や雰ふん囲い気き、与あたえたダメージによる反応で見み極きわめることができるが、レベルの正しい数値は本人しかわからないのだ。だからこそ、イチノの知らないうちに、エリゼもレベル69を越こえて、70になっているのだろう。

　エリゼはソロゆえに、仲間らしき冒険者もいない。

「ただ拙せつ者しやはイチノ殿も、レベル70になれるだろうと、そう思っております」

「馬ば鹿かを言うなよ。そもそも経験値獲得の計算式すらいまいちわかってないんだ。レベル70なんて夢のまた夢だ」

「経験値獲得ですか。一説に依よれば、『どれだけこの世界に馴な染じんでいるか』で決まるとも言われておりますね。イチノ殿なら──」

「随ずい分ぶんと詳くわしいな」

「……その手の情報収集が嫌きらいではないもので」

　バルトロは顎あごに手を当てて苦く笑しようする。

「ですが、レベル70まで行かずともレベル60もあれば、イチノ殿であればあのような黒騎士、余よ裕ゆうで倒せたでしょうに」

「……かもしれないな。だが、それは俺の攻撃がたまたまダメージとして入っているだけで、ダメージさえ通れば、サクラやあんただって勝てるはずだろう」

「ごもっとも。あのダメージの通らない理由さえわかればいいんですけどね」

「どっちにしろ、レベルを上げることには興味がない。レベルは上げることはできても、下げることはできないんだからな」

　そして、イチノは元来た道を引き返す。

「罠もなかったし敵もいないし、問題はないだろう。カレンが回復したら出発しよう」

　その背中にバルトロは声をかけた。

「人を助けるためなら信念を捨てるのも手なのですぞ」

　しかし、イチノはそれに答えない。

　イチノの中では優先度が決まっている。その信念を捨てるわけにはいかなかった。







　一いつ旦たん戻もどってサクラとカレンに合流した後、イチノたちは先へと進んだ。

　ボスの間へと辿たどり着くと、そこは突とつ然ぜんくり抜かれたように大きく拓ひらけていた。

　水の流れる轟ごう音おんが響ひびいている。

　見れば岩の壁をすべて覆おおうように水が滝たきのように勢いよく流れ落ちていた。

　一面、滝、滝、滝、といった様相だ。イチノたちが立っている場所よりも遥はるかに高い位置から水が流れ落ちている。

　そんな滝に囲まれるようにして、中央には真下から迫せり出したスペースがあった。サッカーコート三つ分ぐらいの広さだ。

　イチノたちのいる入り口からひとり分しか通れない迫り出した細い石道が、その中央へと続いている。その細い石道に柵さくや摑つかまるものは何もない。中央の広場や道は端はしが絶ぜつ壁ぺきとなっており、落ちれば間違いなく落下死となるだろう。下が水とはいえ、助かる高さとも思えない。

　ただ、周囲をすべて滝が囲むこの光景は、目に焼き付けておきたいほど壮そう大だいだった。

「綺き麗れい……」

　そうサクラが無意識に呟つぶやくのも無理からぬことである。

　だが、感動に浸ひたっている暇ひまはない。

「各おの々おの方。来ますぞ」

　バルトロが注意を促うながした。

　中央のスペースに赤で描えがかれた魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がる。

　最初は薄うすかった赤色が、少しずつ真っ赤な血の色のようにどす黒く変色していった。

　そして、色の変化が止まる。

　瞬間──魔法陣から黒い煙けむりのような影かげが浮かび上がった。形を持たない不定形の暗黒は、徐じよ々じよに象かたどられていく。

　影の変化が終わり、形が完全に固まったところで、その影が割れた。まるで卵の殻からが剝はがれるように、パキパキと乾かわいた音を立てて影はすべて消える。

　魔法陣の中央にいたのは、巨きよ大だいな恐きよう竜りゆう姿のモンスター。

　家ほども大きな胴どう体たいを持っており、その身体からだは鱗うろこではなく鋼鉄で覆われてた。

　その上、その胴体からは九つの首を生やしている。首は長く、その先せん端たんには蛇へびのような頭が付いていた。

　胴体からそれに見合った巨大な蛇が九匹ひき生えているのだ。それらもまた鋼鉄でできており、鈍にぶく光を反射させていた。

　この威い容よう。間違いなくヒュドラだろう。

　それも、機械でできたモンスターだ。

「シュルルルルルルルルルルルルルルル……」

　ヒュドラの獲え物ものを狙ねらい定めているかのような、あるいは警告のような鳴き声がその場に響き渡わたった。

　そして、ヒュドラの首が、口が、目がすべてイチノたちへと向く。

　口を開けると、そこには舌ではなく、機き関かん銃じゆうのような代しろ物ものがついており……。

「……っ！」

　掛かけ声はいらなかった。

　陣じん形けいを保っていたイチノたちはすぐさま各々が分かれるように横へと回かい避ひする。

　そこへ口から放たれたマシンガンが、制圧射しや撃げきのように降り注いだ。

　放たれた銃じゆう弾だんは地面を穿うがっている。

　爆ばく発はつしたわけでもないのに、地面が抉えぐられていた。

「せいっ！」

　バルトロが中ちゆう距きよ離りから銃弾を放つ。

　その銃弾は九本ある内の一本に命中。

　その首が突然、胴体から切り離はなされたかのように崩くずれ落ちる。

「ギャアッ！」

　断だん末まつ魔まを上げて、頭が地面へと落ちた。

　見た目に比して、首の先にある頭はとても落ちやすいようだった。

「うわっ、えぐっ」

　カレンが眉まゆ根ねを寄せて嫌いやそうな顔をするが、嫌がっている場合ではなかった。

　切り落として地面に落ちた頭が霧きりのように消え、切り離された首からすぐさま新たな頭が生えてくる。

「自動回復!?　それとも、首毎ごとに個別のＨＰを持ってるの!?」

「違う！　この手のモンスターはＨＰバーをひとつしか持ってない！」

　サクラの叫さけびに、イチノがすぐさま叫び返す。

　イチノは横目でちらりとヒュドラが銃弾で抉った地面を見た。

　抉られ方や抉られた尺を頭の中に入れ、演算。

　それで把は握あくできる攻こう撃げき力と、類るい似じモンスターのステータスなどを記き憶おくから引き出して、頭の中で相手のステータスを判明させる。

　相手の各種情報を知るためのアイテム──〈エグザマインストーン〉を使う必要もない。

「ＨＰはおそらく単体で８０００００前後！　単純に首を落としても再生されるだけだ」

「じゃあ、首を落としても無む駄だってこと!?」

「いや、然しかるべき形で切り落としてやればいい」

　そして、イチノはカレンに視線を向ける。

「カレン。〈ファイア・マジック〉は使えるな？」

　それはプリーストが持つ火属性付ふ与よの基本魔法。近くにいる冒険者が装備している物理攻撃用の武器に火属性を付与するものだ。

　攻撃力を増加させ、魔力計算に変換コンバートする〈マーシナリー・マジック〉の下位魔法とも言える。

「はい！　サクラさんにかけるんですね！」

「話が早いな。その通りだ」

　そうしている間に、ヒュドラの首がすべてイチノへ向けられた。

　その銃口も当然、狙いはイチノだ。

　放たれる幾いく多たもの銃弾。

　イチノは全速力で横へ跳ちよう躍やくして回避。

　相そう殺さいするのもいいが、さすがに数が多すぎて剣けんの振ふり方をイメージするのも骨だ。避よけられるのであれば避けた方がいい。そんな判断を下して、イチノは銃弾を避け続けた。

　避けたイチノに対して脇わき目めも振らず、ヒュドラはまたもその首をイチノにすべて向ける。

　完全にイチノをターゲッティング標的にしていた。

「へぇ……」

　イチノが小さく唇くちびるを舐なめる。

　モンスターはほとんどダメージを与あたえる冒険者に対してヘイトを溜ためて、その相手をターゲッティングする。それはボスでも同じ仕様だ。

　しかし、例外というものはどこにでも存在する。

　以前戦ったケートス、あのモンスターなどがそうだ。優先的にユリを──ソーサラーを狙う思考ルーチンを持っている。

　そして、このヒュドラも似たような性質のＡＩを持つらしい。

　おそらくはＨＰが一番低い冒険者を狙っている。

　だが、それこそイチノとしては願ったり叶かなったりだ。

　イチノは再び放たれた銃弾を走って避ける。しかし、ヒュドラから目線は外さない。

　目線を外せば戦せん闘とう意い欲よく喪そう失しつとみなされ、ヒュドラの標的は別の冒険者へと変わるだろう。

　そうなればまた面めん倒どうだ。ことイチノが防ぼう御ぎよに徹てつする限り、そして、ヒュドラが標的を何らかの理由で変えない限り、ヒュドラは無駄な攻撃を続けることになる。

「〈ファイア・マジック〉完かん了りようです！」

「よし、サクラ。ヒュドラの首を切り落とせ！」

　その指示を受けて、すぐにサクラが跳とぶ。

「はあっ！」

　そして、落ちた勢いを利用するように剣を振り下ろした。剣が元々持つ緑と、炎ほのおの赤い軌き跡せきが螺ら旋せんを描いて、軌跡をなぞる。

　剣は見事、首を切り落とした。

「ギャアッ！」

　再び断末魔を上げて、地面へと落ちる首。

　そして、切り落とされた断面の方は炎に燃え、爛ただれていった。

「こ、これって？」

　サクラが理解できないように、驚おどろきの声をあげる。

「ヒュドラは首の切り口を松明たいまつの炎で焼き焦こがせば戻もどらないって話が、ギリシア神話にあるんだよ」

　イチノがしれっと答えた。

　事実、爛れた断面は回復せず、そこから首も復活しない。

「そ、そっか！　だから、炎属性を！」

　すると、今度はバルトロが動く。

「ならば拙せつ者しやも！」

　特に何の工く夫ふうもなく銃弾を放った。

　しかし、そこに工夫はなくとも、銃弾にはあったらしい。

　一本の首に着弾。

　そこでいきなり燃え広がった。

　銃弾に炎の属性を付けていたらしい。

「こういう汎はん用よう性もガンナーの強みのひとつですな」

　炎の属性を付与されたらしい弾丸を指で持ちながら、そう呟く。

　そして、撃うたれたヒュドラの首が一本落ち、その断面が焼かれていた。

　ここまであからさまに弱点が露ろ呈ていされると、もはやヒュドラには為なす術すべもない。

　その上、ひとりずつ減らそうにも、最初のひとりはもはや冒険者ではなく一己の壁かべだ。

　時間はかかったが、ヒュドラは呆あつ気けなくそのＨＰを０にした。







　ヒュドラは無事に〈ヒュドラの肝きも〉を落とし、目的を達成。
















「あっさりと入手できましたね」

　カレンが緊きん張ちよう感かんを解いて、顔を弛し緩かんさせて笑えみを浮かべる。

「今回は相あい性しようがよかったからな。炎属性の魔法が使えるユリがいればもっと楽にいけたかもしれないけど」

「ま、まあ、炎に弱かったみたいだしね」

　サクラがユリの名前が出た途と端たん、不ふ機き嫌げんな顔になった。

　イチノは「何でいきなり不機嫌な顔になってんだ……」とサクラを気き遣づかいながら、〈ヒュドラの肝〉を拾い──銃声。

　唐とう突とつな銃声に、イチノの身体はすぐさま反応した。

　音から発射座標を察知。

　振り向く前に、視界に銃弾がカレンへと向かっているのがイチノにはイメージできていた。

　振り向くと同時に剣を抜ぬき、横に薙なぐ。

　銃弾は剣に当たり、相殺され、攻撃判定を失った。

　しかし、その瞬しゆん間かんに爆発が起こる。

　それは爆発の属性を付与された銃弾だった。

　イチノは爆発の攻撃判定に合わせて〈アストラル・ガード〉を使用、赤いエフェクトを身体に張り、ダメージを０にする。

「あ、ありがとうございます、イチノさん！」

「お礼なんて言ってる暇ひまはないぞ！」

　イチノたちは銃弾の発射された方へと視線を向けた。

「黒騎き士し！」

　バルトロが叫ぶ。

　そこにはイチノたちの目の先に、カレンを狙ねらった銃弾を放った黒騎士がいた。

　寡か黙もくで、何も喋しやべらず、佇たたずむようにして、自然な様子でそこに立っている。

　いつも通り、黒で統一された防具を装備し、その手にはマスケット銃を持っていた。

「こんな場所に来るなんて……なんでこんな神しん出しゆつ鬼き没ぼつなの……？」

　サクラが納なつ得とくできなそうに言う。

　だが、それに応こたえることなく黒騎士はマスケット銃の銃口を上げた。

「はああああああああああああああああああああああああっ！」

　サクラは一いつ切さい合がつ切さいの疑問を一いつ旦たん置いて、動く。

　今するべきことは疑問を解くことではない。

　いきなりＰＫプレイヤーキルをしようと、カレンに銃弾を放ったこの黒騎士を排はい除じよすることだ。

「行くよ、ゼフィランサス！」

　サクラが黒騎士に接近し、その剣を横に薙ぐ。

　未いまだに炎属性を付与されていたカノジョの剣は、緑と赤の軌跡が螺旋を描えがいて、黒騎士へと牙きばのように襲おそいかかった。

　黒騎士はまるで気にすることなくその攻撃を受け入れる。

　剣が首に当たり、命中。クリティカルヒット──のはずだった。

　しかし、サクラの剣によるダメージはまったく発生しない。鎧よろいと剣が当たった時のエフェクトもなく、音すら鳴らなかった。完全に回転や移動による勢いがなくされたかのようにサクラの剣は止まっている。

　以前と同じだ。

　サクラの攻撃ではダメージを与えられないのだ。

「ふんっ！」

　バルトロも銃じゆう弾だんを放つ。

　だが、その攻撃を黒騎士は避け、反はん撃げき。

　カレンに向けて銃弾を放ってきた。彼女はすぐに横っ飛びでそれを躱かわす。

　イチノはカレンを守るべく、近くへと駆かけ寄った。

　その間にもバルトロは銃撃を続けるものの、それはすべて躱されている。

「サクラ！　カレンを頼たのむ！」

　イチノはそう言って黒騎士へと肉にく薄はく。

「了りよう解かい！」

　サクラとスイッチしてイチノが前へと出る。

　イチノは走りながら銃弾から身を守るように身構えていると、黒騎士がもう片方の腕うでをアイテム袋ぶくろの中に入れ、そこから槍やりを取り出すのが見えた。

　その槍でイチノを振り払はらうように薙ぐ。

「こっちの方がありがたいねっ！」

　しかし、イチノが剣を振るうとその槍の穂ほ先さきにあった攻撃判定は相殺された。

　イチノは黒騎士の懐ふところに入り、そのまま首を薙ぐ。

　クリティカルヒット。星が散ってダメージが入る。

　やはりイチノの攻撃ではダメージが入っていた。

「!?」

　その瞬間、黒騎士が僅わずかに動どう揺ようしたのをイチノは感じ取った。

　しかし、それも一瞬。

「シネ」

　黒騎士はイチノに向かって槍を突つき出す。

　だが、その攻撃判定をまたもイチノは相殺。首を狙う隙すきが生まれ、イチノは間かん髪はつを容いれずにそこを薙ぐ。ウィークポイント弱点に入り、星のエフェクトが散った。

「………」

　黒騎士は不利を悟さとったのか、斬きられた勢いを利用して後ろへと大きく跳ちよう躍やく。イチノと距きよ離りを取った。

　そして、マスケット銃を構え、銃弾を放つ。

　だが、イチノはそれを避よけた。

　守るべき対象がなければ避けるのは容易たやすい。

　黒騎士は狙う場所に顔を向けるし、銃口も素す直なおなのだ。

　イチノからすれば、避けてくれと言っているようなものである。

「シネ」

　何度も避けられ、黒騎士は苛いらついたようにイチノに向けて銃弾を何度も放った。

　イチノはそれを横へ走りながら避けていった。

　そのせいで、サクラやカレンと距離が開いてしまう。

「まさか？」

　それが黒騎士の狙いだったのだ。

　黒騎士はイチノを標的から外し、一気にサクラたちへ距離を詰つめる。

　さすがにイチノは間に合わない。

「サクラ！」

「任せて！」

　黒騎士の槍がカレンを襲う。

　しかし、その前にはサクラが立ち塞ふさがった。

　サクラは黒騎士にダメージを与あたえられないが、黒騎士の攻撃は防げるようでカレンに向かう攻撃はすべてその身で防いでいた。

　幸い、強制ソウルアウトさせられることもない。

「ＰＫして何になるっていうのよ！　そんなことしたっていいことがあるわけでもないでしょう！」

「ダマレ」

　黒騎士の槍と銃弾を、サクラはタンク防御役となって防ぎきる。

　元々タンクなどほとんどやったことがないだろうに、さすがに〈リザルターナイン〉といったところか。ちょっとやそっとの攻撃では崩くずれない。

「回復します！」

「ありがとっ！」

　さらに、その後ろでカレンも回復魔ま法ほうを使ってサクラを援えん護ごする。

「喰くらうべしっ！」

　横合いからバルトロの銃弾が黒騎士へと命中──するかと思われたが、ギリギリで避けられた。

「チッ」

　バルトロが舌打ちをする。

　黒騎士はバルトロを無視し、さらにサクラに攻撃を加えようとするが、

「こっちも忘れるなよッ！」

　イチノが背後から黒騎士に斬りかかる。

　後頭部を斬られた黒騎士はクリティカルを喰らい、ダメージを負った。

　かなりのダメージになったのをイチノは確信する。

　これを続けることができれば、倒たおせるであろうことも。

　だが──。

　しかし、それでも黒騎士には届かない。

　黒騎士が現れてから十分が経過。

　黒騎士は大きく後ろへ跳とんでイチノたちから距離を取る。

　すぐに黒い霧きりと共に黒騎士の身体は消えてしまった。

　これで、戦せん闘とうが終しゆう了りようする。

「……また逃にがしちまったか」

　イチノが溜ため息いきと共に言った。

「ダメージさえ入れば……口くち惜おしい」

　バルトロも悔くやしそうに歯は嚙がみしている。

「もーっ！　なんでダメージ入らないのよ！　当たってるじゃないの！」

　サクラは入らないダメージに相当不満なようで、露ろ骨こつに不機嫌な顔になっていた。

「まあ、な……」

　もはやダメージが入らないなどというのはエフェクトが出ない以上、チートであろう代しろ物ものだ。

　それはいい。元から黒騎士と戦う上で想定の中にあったことだ。

　だが、それよりもイチノには気になることがあった。

「あの動き……」

　見たことがある動き、あるいは見慣れた動きといった話ではない。

　ただ、今の戦闘で違い和わ感かんはほぼ確信に変わっていた。

「イチノさん」

　そこへカレンがイチノへと近づき、口を寄せて小さな声で話しかける。

「あの黒騎士、おかしくありませんでした？」

　カレンも違和感を抱いだいていたらしい。

「おかしいって、どう？」

「ゲーム酔よいでもしてたんでしょうか？　動きが変だったというか」

「……ゲーム酔いは違ちがうだろうが、お前の言わんとしてることはなんとなくわかった」

　おそらくそのカレンの違和感は合っている。

「それと……」

　カレンはさらに口をイチノの耳に寄せ、

「あのバルトロさんには気を許さない方がいいと思います」

　そんなことを囁ささやいた。







　■第四章







「１００００００００リタ!?」

　招き入れられた〈アマツマウラ〉のギルドホームの一室で、ヤルシュカを前にイチノは驚おどろきの声をあげた。

　ひとまず無事に〈ヒュドラの肝きも〉を入手したイチノたちは、〈アマツマウラ〉のギルドホームへと直行したものの、ヤルシュカは無理難題をふっかけてきたのである。

　１００００００００リタは、〈アストラル・イノベーター〉だとそれこそ冗じよう談だんとして提示されるような金額だ。１００００００リタで家が買えるし、〈オリハルコン〉一個でも同じぐらいになる。

　それが突とつ然ぜん、百倍だ。しかも、素材自体はすべてイチノたちが持ってきたものである。

　隣となりにいるサクラとカレンも目を見開き、口をぽかんと開けていた。

　そして、幹部でもあるバルトロはというと、「やっぱり始まったか」と溜ため息いきを吐つく。まるで最初からそうなるのがわかっていたかのような口ぶりだ。

〈ヒュドラの肝〉。〈オリハルコン〉。〈魔ま力りよくの二双そう角かく〉。その他市し販はん品諸もろ々もろ。

　すべてを揃そろえてきて、〈ヒヒイロカネ〉の製作を依い頼らいしたイチノだが、突然こんな法外な金額を請せい求きゆうされるとは思ってもみなかった。

　冒ぼう険けんをするのに困らないぐらいにはイチノもお金を所持しているが、さすがにここまで異常な金額は持っていない。持っているとすれば、五大ギルドのリーダーぐらいだろう。

「ま、そういうこった。〈ヒヒイロカネ〉とか、そんな簡単に作りたくねーのよ」

　ヤルシュカはにやつきながらも、何か感情を抑おさえるようにそう宣のたまう。

　確かに金銭についての交こう渉しようはしなかった。

　それはイチノのミスではある。ただ、そもそもヤルシュカがこんな真似まねをするような者とは思っていなかったということもあった。

「ここまで法外な値段を請求するのは初のことですな。エリゼ殿どのの剣けんは、大した金額ではないと聞きましたが」

「黙だまってろ、バルトロ。今、面おも白しろいところ何だからよ」

　そんな様子のヤルシュカに、イチノは不ふ機き嫌げんな表情を隠かくさない。

「こっちは面白くも何ともないんだが」

「まあ、こっちも払えないだろうってことを前提に言ってるからな。だが、これをタダにしてもいい」

　そう言ってヤルシュカは「くくっ」と楽しそうに小さく笑う。

「何が目的だ」

「簡単なことさ。あたいと決けつ闘とうしようぜ、イチノ。お前さんが勝てばロハ──要は無料でやってやる」

　それは、まるで最初から用意していたかのような、演技がかった台詞せりふだった。

「……あんた、最初からそれが目的か」

「そうよ」

　ヤルシュカは立ち上がり、作業台に手をつく。

　その腕うではまるで押さえきれないかのように震ふるえていた。

「強い冒険者プレイヤーとは戦いたい。あたいはそれが目的で鍛冶かじ屋ややってるようなもんだからな」

「相手に武器を渡わたして、強化するためか」

「ご名答。あたいはな、元々このゲーム初の戦士としての〈リザルターナイン〉だったわけよ。で、あたいは一時期世界ゲーム最強を誇ほこってた。それで戦う相手もいなくなって暇ひまになっちまったわけだ」

「それで強い武器を創つくり出すための鍛冶屋、か」

「まあ、そういうわけだ。もっとも今じゃ世界最強はエリゼが出てきたし、あたいも鍛冶が本職になったから世界最強の興味は失ってる」

　そう言いつつも、ヤルシュカの表情から滲にじみ出る獰どう猛もうな笑えみは消えない。

「それでも強いヤツと戦いたいって欲よつ求きゆうは残ってるんだな。あんたが武器を作りたいなんてここに来た時には、もう鴨かもが葱ねぎしょってるように見えるぐらい惚ほれ込んだね。叩たたきのめしてやりたくて仕方なかった。その澄すました面つらをどれだけ歪ゆがませられるか、ってな」

　武器を作り、相手を強くしてなお、その相手を叩きのめす。

　それは強くなるために……というよりも。

「あたいは戦いたい。強いヤツと。そのためならあたいが見み初そめたヤツだったら誰だれに対しても武器を作る。理由はそれだけだぜ。それができなきゃ、武器なんて作りたくもねぇ。さあ、今すぐでもいい。やろうぜ、イチノぉ。血が滾たぎるような決闘をよぉ……！」

　媚こびるような声で、ヤルシュカはイチノを誘さそう。

　こんな戦せん闘とう凶きよう、イチノは今まで見たことがなかった。

　ＰＫプレイヤーキラーをするでもなく、強くなりたいというわけでもなく。

　ただただ、強い冒険者と戦いたい。

　それが、伝説の鍛冶師と呼ばれた、〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカの性質なのだ。

「ど、どうするの、イチノ」

　隣でサクラは不安そうにイチノを見た。

　イチノは変わらず無表情でヤルシュカを睨にらむ。

「……〈ヒヒイロカネ〉を使った剣で戦った方が、あんたにとってもいいと思うがな」

「ああ、あたいもそう思ってた。あんたと完かん璧ぺきな状態で戦うために、戦闘を滅め茶ちや苦く茶ちや我が慢まんしてきたんだぜ。でも、もうダメだ。今すぐ戦いたくてしょうがねぇ。もう戦いたくて戦いたくて手が震えてるんだ」

　そこにこれ見よがしなバルトロの溜息。

「強そうな相手を見ると、いつもこのように腕が震えてしまって、まともに鎚つちも打てなくなるのですよ」

「バトルジャンキーかよ」

　イチノもこんな余興に付き合うような真似はしたくない。

　だが、〈ヒヒイロカネ〉はやはり必要だ。

「それにあんたの武器が劣おとってても、あたいも本来のものとは違う武器を使うんだ。あれの試ためし撃うちにも丁度いいしな」

「違う武器、だと？」

「今回、〈ホワイトサーペント〉はお休みだ。今回はこの」

　そして、ヤルシュカは袋ふくろの中から拳けん銃じゆうを取り出した。

　リボルバー式の黒く、重そうな銃がヤルシュカの手には握にぎられている。キョウの持っていたものよりも一回りは大きい。

　もし、現実に在あったとしても、撃ったら、反動から一発で肩かたが外れそうな代物だ。

「〈ハンマーリボルバー〉。ちょいと〈オリハルコン〉を使って作った、今この世界で最も優すぐれてるであろう拳銃さ」

　ヤルシュカはそう言ってニヤリと笑う。

「……いいだろう」

　そして、イチノも諦あきらめたように嘆たん息そくし、睨み返した。




　ふたりと、彼らの仲間たちは部屋から移動する。

　ギルドホームにある壁かべに隠し扉とびらが仕込まれており、そこが地下へと繫つながっているらしい。

「地下なんてあるんですね」

　両りよう脇わきに備え付けられた蠟ろう燭そくしか光がない薄うす暗ぐらい階段を降りながら、カレンは少しワクワクした様子だ。その瞳ひとみは期待に満ちあふれている。

「まあ、上にデカくすると周りにギャーギャー言われるしな。日が当たらなくなるからどうのこうのって。日照権みたいなリアル持ち出すなっての」

　ヤルシュカが思い出すようにブツブツ愚ぐ痴ちを吐はいた。

　それをバルトロが補足する。

「以前、二十階ぐらい増築したのですが、周囲にやめろと言われましてね。日の光が当たらないのは嫌いやだ、と」

「まったく。家の天てん井じようをガラスにするとか上手うまく光を取り入れるとかやればいいものを、どいつもこいつも想像力ってもんが足りねぇよ」

　そんな愚痴を聞いているうちに地下室へ到とう着ちやく。

　鉄製の扉を開けると、途と端たんに視界が開けた。

　地下室とは思えないほど広い。

　野球をするにはうってつけと言えるほど広いここは、まさに中世のコロシアムのような形を真似ていた。

　周囲は石の壁でできており、そのさらに外そと枠わくが観客席となっている。観客は戦いを見下ろせるようにできているのだ。

　そして、イチノたちの奥にはもうひとつ、別の出入り口もあった。本来であれば、こちら側とあちら側から、それぞれ戦う者たちが入ってくるのだろう。

「元々、ゴレスデンじゃ武ぶ闘とう大会もあるらしいからな。ちょっとそれを真似したわけよ。あんな面白いことをひとつの街だけでやるなんてもったいないからな。ここはそのうち稼か働どうさせる予定の場所ってことだ」

　イチノはまったく興味がなさそうに聞いている。

　すでに脇わき目めも振ふらず、ヤルシュカを見み据すえて集中していた。

「ふん。もう戦闘態勢ってか。いいぜいいぜいいぜ！　そういうのを求めてたんだよ、あたいは！」

　それからヤルシュカとイチノは無言で中央へ向かう。

　サクラとカレン、バルトロは観客席へ登り、最前列でふたりを見守るように座った。

「ほらよ」

　ふたりが中央に到着すると、ヤルシュカは一枚の羊よう皮ひ紙しをイチノへ放ほうり投げる。

　決闘に使う魔法の羊皮紙。それにイチノは目を通す。

　戦闘形式。剣、魔法。アイテム道具、使用不可。

　賭かけるもの。特になし。

　決着。降参、または戦闘不能。

「オーケーだ」

　イチノはその羊皮紙に指を押しつけた。すると、魔法によって指し紋もんが浮うかび上がる。

　契けい約やく完かん了りよう。

　これで決闘の準備は整った。ＰＫ禁止エリア内ゾーンと言えど、お互たがいにダメージが入るように処理される。

　そして、ふたりは構えた。

　ヤルシュカはホルスターに入れている銃に手をやり、イチノは剣を丁度自分を守るように前に出す。

「………………」

「………………」

　しかし、そのまま睨み合って動かない。

　ふたりの間は歩数にして十歩に満たない距きよ離り。

　ヤルシュカはまるでガンマンのように。

　イチノはいつでも剣を振れるように。

　観客席では、一言も発さずにふたりを緊きん張ちよう感かんのある眼まな差ざしが見守っていた。

〈伝説創世ジエネシス〉ヤルシュカ。

　五大街ピストレイアを統治する五大ギルド。その〈アマツマウラ〉のリーダー。

　人の身で最強の武器を作り出す、ヘーパイストスというロール職業をやっている。

　彼女のロールは鍛冶職だ。

　鍛冶職は武器を作り、洗練し、鍛たん錬れんし、皆みなに戦う力を分け与あたえるロールだ。戦闘ができなくもないが、本職に比べればステータス能力は劣る。

　サクラのソードナイトは、こと直接戦闘に関するロールとしては最適解のひとつであると言える。そう珍めずらしいものではないが、それ故ゆえに戦闘に関する多様なスキルを扱あつかうことが可能だ。

　しかし、そのソードナイトであり、〈リザルターナイン〉のサクラをもってしてなお、ヤルシュカと戦ってどうなるかはやってみなければ、イチノにも結果はわからなかった。

　なぜならば、彼女はそこらの本職などよりも遥はるかに強いからだ。

　レベルが高いのももちろんだが、ヘーパイストスというロールは鍛冶スキルをスキルスロットにセットしていなくても、鍛冶スキルを持ってさえいればスロットにセットされているとみなされる。

　本来鍛冶スキルを入れるはずのスロットに、何も入れなくてもスキルを持っているとみなされるのだ。

　当然、空いたスロットには何を入れてもいい。ヤルシュカは、そこに戦闘に使うスキルをすべて入れているだろう。深く考えなくても、わかる事実だ。

　故に、空いたスロットに入れているスキル次し第だいで、彼女は如何いか様ようにも戦うことができる。回かい避ひ重視、ダメージ軽減重視、あるいは超ちよう攻こう撃げき的にするのでもいいし、トリッキーなものにしてもいい。そこには彼女の自由がある。

　だからこそ、イチノもどんなスキルを持っているか、という部分も含ふくめて考えなくてはならなかった。一いつ般ぱん的なロールであれば使い勝手のいいスキルや性能の高いスキルなどで想像はつくが、オリジナルロールが相手となると一ひと筋すじ縄なわに可能性を絞しぼれない。

「……動かないのか？　ま、売った喧けん嘩かだ。こっちから──」

　ヤルシュカが気が抜ぬけたように呟つぶやいて──その隙すきを狙ねらって、イチノが動く。まるで居合いのように最短で剣けんを振ると、その軌き道どうは寸すん分ぶん違たがわずヤルシュカの首を襲おそった。

　ヤルシュカは反応が遅おくれ、防ぼう御ぎよにも躱かわすことにも失敗。クリティカルヒットする。星のエフェクトが燦きらめいた。

「ちっ！　こっちが喋しやべってるってのに！」

「卑ひ怯きようとは言わないよな。喋るような隙があると思ったあんたが悪い」

　イチノは容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもせずにヤルシュカに肉にく薄はく。

　畳たたみかけて、剣を振るう。

　手首、足首、首、心臓。人の急所──ウィークポイント弱点を防がれないように斬きりつけた。相手が防御しにくい場所、できない場所を、斬って欲しくない場所を寸分違わず。

　銃身ですべてを防ぎきることは適かなわず、彼女はなされるがままだ。

「チッ！」

　ヤルシュカが舌打ちをして、その身を突とつ然ぜん消す。

　影かげとなったヤルシュカは、突然離はなれた場所に現れた。

　シーフがよく持つスキル〈シャドウムーブ〉だ。アレスもよく使っている。

　彼女もまた所持していたということだ。これで移動関連のスキルは、〈シャドウムーブ〉であることがわかった。

「今度はこっちの番だよ！」

　ヤルシュカが拳銃を構え、銃口をイチノに向ける。

　マズルフラッシュと共に銃じゆう弾だんが放たれた。

　イチノは余よ裕ゆうを持って躱す。離れた場所から音速の音が通り抜けていった。

「あんた、ホントにフレームが見えるのかい！」

　楽しそうにヤルシュカはトリガーを引いて次の銃弾を放つ。

「なるほど」

　イチノは一発目でヤルシュカの放つ銃弾の速度を見た。

　一度見れば、演算は可能だ。

　銃弾の到とう達たつ速度と、角度、それに合わせた相そう殺さいができる。

　幸い、バルトロやキョウの拳銃に比べて、弾速が著いちじるしく速いということもない。

「はあっ！」

　銃弾に向かって剣を横に一いつ閃せん。

　銃弾は刃はに当たり、その攻こう撃げき判定を無効化した。

　イチノの視線の先で、「こいつマジかよ」みたいな顔をしたヤルシュカがいる。

「銃弾を相殺ってお前、ヤバいな！」

「今いま更さらだな」

　さらにヤルシュカは三発目四発目と放った。

　イチノはその銃弾を剣で薙ないで相殺しながら前進し、その銃の主へと接近。

　まるで簡単な作業と言わんばかりに彼女の首を横に薙いで切りつける。

　クリティカルが発生。

　ヤルシュカは再び〈シャドウムーブ〉で逃にげ、距離を開ける。

「あんた、本気でどれだけやってんだ。マニュアル操作とか、趣しゆ味みの領域じゃねぇか！」

「趣味で結構」

　ヤルシュカの銃撃を相殺しながら、イチノは剣の攻撃判定をヤルシュカにぶつける。

　ヤルシュカの攻撃は当たる気配がない。ヤルシュカの攻撃も、まだ慣れていないのかワンパターンだ。

　だが、ヤルシュカの表情に焦あせりなど何ひとつない。この戦いを楽しんでいる様子が、そこから窺うかがえた。

「だが、セミオートにだって利点はあるんだぜ！」

　距離を取ったヤルシュカは、イチノに向かって銃口を向ける。

　離れた場所から一直線で狙ったところで、イチノは相殺をするだけだ。

　拳けん銃じゆうが世界に生み出されて間もないとはいえ、すでに何度もやってきたし例外はない。

　観客席にいたサクラとカレンですら、また相殺されるだけだろうと考えていた。

「くたばれ！」

　ヤルシュカが不敵に、にぃと笑って──銃撃。

　馬ば鹿かのひとつ覚えのような弾丸がイチノを襲う。

　イチノはいつも通り、銃弾の相殺タイミングを演算。

　しかし、その刹せつ那な──一気に嫌な予感が膨ふくれあがる。

　耳が捉とらえた微かすかな違い和わ感かん。

　ヤルシュカの過か剰じような自信。

　その不安が、イチノの演算に即そく座ざに修正を求める。

（何かおかしい！）

　銃弾は確実にイチノの身体からだを狙っていた。

　その銃弾が──突とつ如じよとしてイチノが思い描えがいていた本来の軌道から外れる。

　軌道を変えた弾は、イチノの頭へと襲いかかり……そして、さらにもうひとつの弾丸が、イチノの足を狙った。

「う、おおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　イチノは無理矢理体勢を横へと崩くずしながら、倒たおれるようにして弾たまを避よける。

　一発目の銃弾が頰ほおを掠かすめるように過ぎていった。

　ホッとする余裕などない。

　二発目の銃弾に合わせ、剣の軌道を修正する。

　タイミング、角度、剣けん戟げきのスピード。ひとつでも間ま違ちがったら終わり。銃弾は右足を貫つらぬいて、容赦なくイチノのＨＰヒツトポイントをすべて奪うばうだろう。

　イチノは倒れながら剣を振り上げる。その剣先は二発目の銃弾をすくい上げるようにして、銃弾による攻撃判定を完全に相殺した。

「んな……」

　ヤルシュカは驚おどろきの声をあげる。

　イチノとしても間かん一いつ髪ぱつだった。

　一フレームでも遅れていたら回避も相殺も失敗し、頭か足に銃弾が当たっていた。

　そうなれば当然、一発で戦せん闘とう不能だ。

〈アストラル・ガード〉を使ってもよかったが、回避や相殺ができるのなら、そちらを優先したいという気持ちがある。また、相手が次の行動に移っていなかったというのもあった。次じ弾だんを放たれていたら、間違いなく〈アストラル・ガード〉でしか防げない。

　初見の技を見切られたヤルシュカは驚きよう愕がくの顔から一転、抑おさえきれないように楽しそうな笑えみを浮かべる。そして、楽しそうに身を震ふるわせた。

「これまで見切るのかよ！」

「銃弾の音が重なって聞こえた気がしたからな。二発撃うったんじゃないかと予想した」

「ちっ。バレたか」

「銃弾の速度を変えて、先に発はつ砲ぽうされた弾に後に発砲した弾をぶつけて方向修正したってところだろう」

「ご名答。銃弾のスピードを変えたのは〈ブレットシフト〉っつースキルだ。もっとも、遅おそくしすぎるとそもそも飛ばないがな」

　しかし、弾丸の速度を変えられるとしても、先に放った銃弾に後から放った銃弾を当てるなど、人間業わざではない。

　だが、ヤルシュカはまるで大したものじゃないと言わんばかりに種明かしをする。

「セミオートってのは決められた動きしかできない。だけど、言い換かえれば必ず同じ動きをするんだ。そうなりゃ、同じ軌道で銃弾を撃つなんてわけはねぇ」

　ヤルシュカは、不敵な笑みをイチノに向けた。

「マニュアルじゃこうはいかねぇだろう」

　しかし、イチノはまったく物もの怖おじしない。

「種がわかれば怖こわくはない」

　そして、剣を構え、ヤルシュカに向かって駆かけた。

「へっ、言うじゃねぇか！　種がわかったところで──もうひとつ趣しゆ向こうを凝こらしてやるぜ！」

　ヤルシュカが銃をイチノへ向けた。

　そして、もう片方の腕うでにも同じ銃が握にぎられている。

　二丁拳銃だ。

「こういう肉にく弾だん戦はどうよ！」

　向かってくるイチノに、ヤルシュカまでもが向かってきた。

　拳銃の利点──敵の間合いの外から一方的に攻撃を可能とするそれを捨てた行動に、一いつ瞬しゆんイチノは動どう揺ようするが、すぐに立て直す。

　イチノは相手が肉薄してきたのをいいことに、何度もヤルシュカを斬りつける。その度たびに星が瞬またたいた。

「そらそらそらそらァ！」

　対してヤルシュカは、攻撃を喰らうのも構わずイチノに向けてふたつの拳銃から何度も銃弾を放つ。

　目の前に銃口が現れると、さすがのイチノも肝きもを冷やしたが、それでもきっちりと避け続けた。

　タイミングさえ間違えなければ、致ち命めい的てきな問題は浮ふ上じようしない。

「マジ、かよ……！」

　何発も放たれる銃弾。
















〈ブレットシフト〉で弾速を変えられ、ある時は弾丸同士が当たり軌道を変え、イチノへと襲いかかる。

　だが、イチノはそれをすべて避け続け、ヤルシュカに小さなダメージを与あたえ続けた。

「一発ぐらい……！」

　その焦りは何も生まない。

　淡たん々たんと。

　ヤルシュカはＨＰを削けずられ続ける。

　大したダメージではない。

　だが、小さなダメージは何度も何度も、凄すさまじい速度で積み重なっていく。

「うああああああああああああおおおおおおおおおおおお！」

　叫さけんでも何も変わらない。

「一発だけでも、なんて志こころざしじゃ俺への勝ち筋は作れない」

　イチノはいつもと同じように、ヤルシュカの首に最後の一撃を叩たたき込んだ。







　決けつ闘とうで戦闘不能になってもＨＰは必ず１残るようになっているため、拠きよ点てんへの転送は起こらない。

「くっそ───────────────────！　負けたッ！」

　闘とう技ぎ場の大地に大の字になりながらヤルシュカは楽しそうに悔くやしがっていた。

「あー、もう、もお、もー。くっやしいなー。何で避けられるんだよー。相殺されるんだよー。もぅ、反則ぢゃねーの」

　駄だ々だをこねるように手足をじたばたさせている。

　その姿に〈リザルターナイン〉の威い厳げんも、〈アマツマウラ〉のリーダーとしての貫かん禄ろくもない。そこで駄々をこねているのは、ひとりの少女だった。

　イチノが倒れているヤルシュカに歩み寄ると、彼女は身体を起こす。

「イチノ。あんた、つええな。歯が立たなかった。戦闘職じゃないって言っても、あたいは〈リザルターナイン〉なんだぜ？　それがこうもあっさりやられるとは……。なるほど。〈リザルターテン〉ってのもあながち噓うそじゃなさそうだ」

「それ、こっちまで広まってるのかよ……」

〈リザルターテン〉は、ユリやその近しい人間が撒まいている噂うわさとしか思っていなかった。

　イチノは少し気き恥はずかしそうに鼻を搔かく。

「この前のケローネー騒さわぎで相当広まったぜ。五大ギルドのリーダーは全員知ってるだろうし、たぶん他ほかの〈リザルターナイン〉も、な」

「というか、あんた本来の武器は〈ホワイトサーペント〉だろ。生まれて間もなく、研究も未いまだ途と上じような拳銃じゃ、勝った気がしないっての」

「馬鹿言うなよ。これでも現状じゃ世界最強のガンナーにだって勝てる自負があったんだぞ。それがレベル１に手も足も出ないとはね。チート使ってないか？」

「チートは使ってないが……褒ほめ言葉として受け取っておく」

　第一、これでまたチートを暴あばくために付きまとう！　なんて言われた日にはまた気苦労が増えてしまう。

「ま、何にせよ……うん、楽しかった」

　ヤルシュカは満足そうな笑みを浮うかべて立ち上がり、イチノに手を差し出す。

「次は負けないぜ？」

「俺は負けるわけにはいかないから負けないがな」

　差し出された手を、イチノはそっと握り返した。







　戦いを終えたイチノたちは鍛冶かじをするための部屋に戻もどる。

　ヤルシュカに続いて、イチノとサクラ、そして、カレンが中へと入った。一いつ緒しよにいたバルトロは警備科に請こわれて、そちらへ行っている。

　そして、素材用のアイテムをヤルシュカに手て渡わたした。

　すると、あっという間に〈ヒヒイロカネ〉は出来上がる。

　ほのかに明めい滅めつする金色の塊かたまり。

　光を反射するその色しき彩さいはダイヤモンドのように虹にじ色いろ。

　見ているだけで不思議と引き込まれそうな──現実にはない、そんな金属だ。

「ほらよ、イチノ」

　その〈ヒヒイロカネ〉をヤルシュカはイチノに手渡す。

「これが……〈ヒヒイロカネ〉か」

「おうよ。素材から作ったのは初めてだが、上手うまくいくもんだな。成功率72パーセントとか頭ん中に出た時は、ちょっとビビったけど。かっかっかっかっかっかっ」

　楽しそうに笑うヤルシュカ。その対ついになるようにイチノは眉まゆを顰ひそめる。

　ここまで来て失敗などされたら堪たまらない。

　だが、ヤルシュカは悪びれることなく、作業台をこんこんと叩く。

　ここにその素材を置けと言わんばかりに。

「さて。もう一度問うが、本当にあたいが打たなくていいのか？　こっちは無料で構わない。〈伝説創世ジエネシス〉の名に賭かけて、あんたにとって最高の剣けんを打たせてもらうぜ。むしろ、打たせろ」

　冒険者からすれば、垂すい涎ぜんの申し出。〈ホワイトサーペント〉や〈天てん魔ま剣けんエクスブレード〉といった有名な剣を作りだした彼女であれば、《オリジンウェポン》に勝まさるとも劣おとらない剣を作り上げることだろう。

〈ハンドレッドブレード〉を超こえる武器だって夢ではない。

　しかし──。

「答えは変わらない。俺は〈ヒヒイロカネ〉が欲ほしいだけだったからな」

　イチノは首を振ふる。

　するとヤルシュカは口を尖とがらせる。

「んー、なんだよー。もー。打たせろ」

　そして、椅い子すに座って足をバタバタやり始めた。

　さっきまで戦っていた戦せん闘とう凶きようと同一人物とは思えないような仕草である。

　断られたヤルシュカはイチノに無念そうな視線を向けた。

「これでも世界一の鍛冶屋って自負はあったんだけどねぇ」

「いや、前も言ったが、あんたの腕を疑ってるわけじゃない。あんたは世界一の鍛冶屋だろう。それは間ま違ちがいないさ」

　だが、「でも」と言ってイチノは続ける。

「俺の唯ゆい一いつの鍛冶屋は、もう決まってるんだ」

「そうかよ……。ま、そういうことなら仕方ねぇ。だが！」

　ヤルシュカがイチノに指を突つき付けた。

「いつか、打ってもらいたいと言わせてやるぜ！」

　そんなヤルシュカにイチノは小さく笑う。

「楽しみにしてる」

　そして、改めてといったようにヤルシュカはイチノに手を差し出した。

「で、新しい剣ができたら、あたいもホワイトサーペント使うからまた戦おうぜ」

「……事が全部終わったらな」

　イチノも手を差し出して、彼女の手を握り返す。

「ま、あたいも差し当たっては黒騎き士しをどうにかしないといけないからな。そんな暇ひまはもうねぇけど」

「……それについて、ちょっと一案がある。それと黒騎士の……正体と言えばいいのか、そっちについてもな。丁度、あいつもいない」

　イチノはヤルシュカの呟つぶやきに、そんな言葉を返した。







〈ヒヒイロカネ〉を入手して、ヤルシュカに対黒騎士対策を伝えたイチノたちはファルセリアに戻り、すぐにキョウの元に向かった。

　そして、挨あい拶さつもそこそこに「〈ヒヒイロカネ〉を持ってきたから、剣を頼たのむ」と言ったら、「どこで手に入れたんだ？」と、そこからすべてを説明させられ、ヤルシュカの鍛冶を断ったことも伝えると、

「馬ば鹿かか、君は!?」

　という一言で一刀両断された。

　何となくこうなることを予想していたサクラとカレンは苦く笑しようする。

「どう考えてもヤルシュカに頼んだ方がいいだろう！　ボクの持ってる鍛冶スキルと彼女の持ってる鍛冶スキルにどれだけの差があると思っているんだい!?」

「と言ってもな。俺の剣のことはお前にしかわからない。手に持つ感かん触しよく、重さ、長さ……俺はずっとあの剣に合わせた戦いをしてきた。お前以外の剣じゃ格段に弱くなる。相そう殺さいミスって事故もありえそうだしな」

　すると、キョウが〈ヒヒイロカネ〉を持ったまま俯うつむく。

「まったく。本当に馬鹿だね、君は……。呆あきれて、ものも言えないよ」

　キョウは背中を向けて、作業台に〈ヒヒイロカネ〉を置いた。

　その虹色の金属に手を合わせ、何事か呟いている。

　恐おそらくは自分の中で、これでどんなものが作れるのかを吟ぎん味みしているのだろう。

　そして、それがどんな力を持つことになるのかを、だ。

「とんでもない金属だな。〈オリハルコン〉よりも遥はるかに凄すごい。《オリジンウェポン》がこれでできているというのも納なつ得とくだよ。〈ヒヒイロカネ〉と〈オリハルコン〉は、同一のものだって話もあるのにおかしなことだ」

　そう言って、キョウはイチノを振り返る。

「重さ、握にぎり心地ごこち、長さや大きさ、これらはこれまでの依い頼らい通り、すべて同一になるようにしよう」

「ああ、よろしく頼む」

「金属の潜せん在ざい値ちが尋じん常じようじゃないからね。攻こう撃げき力はレベル１で装備できるまでの数値で抑おさえておく。切れ味は限界まであげるが……何か他に要望はあるか？」

「他に何かあるのか？」

「特性を付けることが可能だってことだよ」

　すると、そこでサクラが手を上げる。

「特性って何？」

「君とてある程度は知ってるだろうが、炎ほのお属性やドラゴンに対するダメージ増加、そういった要素だね。この辺りが鍛冶屋によって最も大きく変わる部分になるわけだ。君の〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉にも風属性が付いてるだろう。あとオリジナルスキルも」

　だが、イチノは興味のなさそうな表情を浮かべる。

「特性ねぇ……」

「マイナスの特性を付けることで、金属の潜在値を増やし、切れ味に回すって手もある」

「マイナスの特性って……アンデッドにはダメージを与あたえられないとかですか？」

　カレンの質問にキョウは頷うなずく。

　それは狙ねらった相手に特化させるという意味でもある。

　ドラゴンと今後絶対に戦わないということであれば、『ドラゴンへの攻撃無効』のマイナス特性を付けることで、素すの攻撃力や上じよう昇しようするステータスを上げることもできるのだ。

　ひとによっては、『制約』という名めい称しようで呼ぶ者もいた。

　それに限らず、その他様々なマイナス特性とプラス特性があり、それは鍛冶師によって大きく変わる。

「……いや、万能に使えるようにしてくれ」

「そうか。わかった」

　キョウはそれで話を終えた。

　だが──。

「ひとつ考えているものがある」

「何をだ？」

「君にぴったりの特性を付けるためのスキルを、もしかしたら得られるかもしれない。ホントに、君以外には使えないような代しろ物ものだがね。君が今後、そのスタイルを変えないのならば……」

「任せるわ」

　まったく躊ちゆう躇ちよなく、キョウの言葉を最後まで聞かずにイチノは答える。

「……君は適当だな」

「信用してるだけだ。お前の剣は俺を裏切ったことがない。だから、今回も信用するさ」

　すると、キョウはほんのりと頰ほおを赤くした。

「ま、まったく人たらしめ。真顔でそんな恥はずかしいこと言うんじゃないっ」

　ぷいと顔を背そむけてしまう。

「……どう思います？　サクラさん」

「ど、どうって」

　カレンがサクラにこそこそと耳打ち。

「姿は男ですが、何気に女子力高い気がしますよ？　元は女性ですから当然かもですが」

「い、いや、で、でも……そ、それ別に……か、関係ないし？」

「持ってかれちゃうかも？　ここでは男の人でもイチノさんは信用しているそうですし」

　そこまで言われて、サクラはイチノに不ふ審しんそうな目を向ける。

　だが、そんなことを露つゆ知しらず、キョウはどっかりと作業台に座った。

「まあ、君の信しん頼らいには応こたえるとしよう」

　そして、作る剣をイメージするから、とイチノたちは追い出され、鍛冶かじ屋に掛かけられている看板が『Ｃｌｏｓｅｄ』になる。

　完成はいつになるかは不明。

「どんな剣ができるかな」

　だが、イチノは久々に楽しみなことができたためか、表情が普ふ段だんに比べて明るい。

　新しい武器というのは、いつだってワクワクするものだ。




　　　　◇　◇　◇




　次の日。

　キョウの剣はまだできていない。

　何か考えているようだが、しばらく時間がかかるとのことだった。

「さて。〈パラライズストーン〉、〈煙けむり玉だま〉……爆ばく弾だん系も持っていくか」

　イチノはこの日も、黒騎士を誘さそい込むための準備をしていた。

　新しい剣がなくとも、別の手段で倒たおせればいい。

　何かしら強きよう烈れつな一手があれば、黒騎士を倒すに至る。

「イチノさーん。今日どこに行きますか？」

　食堂に降りると、カレンはいつもと同じようにテーブルに着いていた。

　イチノを見つけるとすぐに立ち上がって、駆かけ寄よってくる。

「カップル御ご用よう達たしのダンジョンなんか俺は知らないからな。お前に任せる」

「ラジャりました」

「ラジャりましたってお前……何語だよ」

「えへへ～」

　そんな様子を見て、一いつ緒しよのテーブルに座っていたサクラはとても複雑な顔をしていた。




　恋こい人びとの振りをしながらフィールドへ出たふたりだったが、

「もっとカップルらしくしましょう」

　というカレンの発案で、カレンはイチノの腕うでに抱だきついた。

　胸の感触がかなり直じかに腕へと伝わってくる。

　周囲は草原。冒険者は誰だれもおらずノンアクティブ受動的モンスターがいるだけだが、イチノとしては気き恥はずかしかった。

「おい、さすがにくっつきすぎだ！　歩きにくい！」

　相手からくっついてきているため、乱行罪には当たらない。

　この状じよう況きようであればイチノの方から手を伸のばして胸を触さわっても、妨ぼう害がいするようなものもなく、鷲わし摑づかみにもできるだろう。

　本来であれば触ふれる時に見えない壁かべのようなものに当たって女性の胸には触れられないし、仮に触ったとしてもその時にカレンが嫌いやがれば弾はじかれる。

　男側は胸を押しつけられて嫌がっても相手が弾かれることはない。この辺りのセクシャルハラスメントにおけるボーダーの定義は曖あい昧まいなところもあった。もっとも誰であろうと、心の底から嫌がる反応が出れば運営が飛んでくる。

　ただ、その運営もここ最近はどうにもサボっているように思えるが。

　そんなことに悩なやむイチノのことを気にすることもなく、カレンは遠えん慮りよせずに腕と一緒にその胸を押しつけた。

「えー、イチノさんってば、これぐらいしないとカップルに見えませんよー。胸の感触ぐらいで恋人は離はなれたりしません」

「……そうなのか？」

　生まれてこの方、ゲーム一筋だったイチノは恋人のできた例ためしなどない。

　そんなカレンの話が疑わしくて仕方がないが、それでもカレンの話を信じる他ほかなかった。

　再び、デジタルとは思えないリアルな胸の感触が布越ごしに伝わってくる。

「つーか、そういうことをどこで知るんだよ」

「マンガとかアニメとかですよ」

「マンガにアニメ……？」

　マンガやアニメはこの世界に生きる人々は知らない単語だ。

　それを口にする冒険者は現実からソウルインしてくる人間に他ならない。

　だが、それだとカレンは二四時間ソウルインしている人間ということになる。

　イチノは彼女が人間かＮＰＣか、再びわからなくなっていた。

「にへへー」

　カレンはイチノの肩かたに頭まで乗っけてくる。

「これも恋人同士でやるのか？」

「うーん、なんとなく置くのによさげだったので」

「お前な……」

　これだけベタベタしていれば、より一層、恋人同士に見えるだろう。

　だが、この時のイチノはむしろ少し懐なつかしい思いに囚とらわれた。

　妹の恋れんもまた出で掛かける時は、ベタベタとくっついてきたものだ。現実であろうと、〈アストラル・イノベーター〉の中であろうとお構いなしに。

　特にこの頭を肩に置く仕草など、恋そっくりである。思えば身長も恋に近い。

　イチノも、そして、恋の〈アストラル・イノベーター〉のアバターとなるレナも、現実と同じ身長にしているためか、並んで歩いていると本当に兄妹きようだいのように見えた。

　もっとも胸の形はまるで違ちがったため、イチノも恋がひっついてくるのを拒きよ否ひしたりすることもなかったが。

「さて。今日はこのダンジョンですよ」

　そして、今日挑いどむダンジョンの入り口へと辿たどり着く。

　そこは石造りの教会だった。五階建てと、一いつ般ぱんの教会から比べるととても高い。

　一番上の部分には十じゆう字じ架かが張り付けられている。

　ここもクリスタルホールのダンジョンと同じような場所になってるとはカレンの弁だ。

「ここもカップル御用達ですよ。ただ、ここはレベルが高くないとすぐに倒されるんで、あんまり来ないんですよね。人が」

「よく知ってるな、そういうこと」

「乙女おとめはこういうのに憧あこがれるんです。イチノさんもちゃんと来たるべき時のために覚えておいてくださいね」

「なんだ。来たるべき時のためって」

「そこまで教えてあげませーん。ささ、入りましょう。カレンたちの明るい未来のために」

　後半は演技のように若じやつ干かんわざとらしく、周囲に聞こえるように言った。

　もっとも、目に見える範囲エリアには誰もいなかったが。

　イチノは小声でカレンに尋たずねる。

「……お前、〈サーチアイ〉のスキル、持ってる？」

「いえ？」

「周囲に聞いてるヤツはいなそうだけど」

　気配の察知は、〈サーチアイ〉のスキルによって大きく向上する。

　その目は様々な気配を感じ取り、モンスターや他の冒険者の居場所や様子まで探さぐれる優すぐれもので、パーティにはひとりは持つ者がいた方がいいし、ソロであれば最優先に取ってもいいスキルだ。

　しかし、〈サーチアイ〉は気配の察知能力を向上させるもので、持ってなくても熟練者であれば気配は察知できる。もちろん〈サーチアイ〉に比べたら、微かすかなものだが。

　イチノはソロでスキルは〈アストラル・ガード〉だけのため、微かなサーチに関しては得意としていた。

「うーん。これは今回は出ないんですかねぇ……」

　しばらく歩き回ったものの黒騎き士しは出てこない。

　カレンは残念そうに言いつつも、イチノを引っ張るようにして教会の中へと入る。

「まあ、出てこないと困るけど……。ＰＫプレイヤーキラーが出ない方が平和ではあるんだよな」

「そうですねぇ」

　ふたりはひっつきながら進んだ。

　モンスターもあまりおらず、黒騎士が出てくるような気配もない。

　もっとも黒騎士は神しん出しゆつ鬼き没ぼつなため、油断はできないが。

「でも、ＰＫプレイヤーキルをするべき必要があったら、やりますか？　イチノさんは」

　前もカレンがした問い。

　イチノはその問いに首を振ふった。

「やっぱり、ＰＫしなきゃ手に入れられないと言ってもな。決けつ闘とうで事足りるんだから決闘で済ませるさ」

「不意打ちでしか倒せないような相手だったら？　獅子聖サンオブザリオンエリゼが持ってるとか」

「不意打ちして倒しても意味はないさ。そんな最強には興味はない。やるなら正々堂々と、ルール仕様の中でやるのがいい。ルールの中でなら、いくらでも卑ひ怯きようなことをやるけど」

　決闘の中では反則じみた真似まねもできることはできる。

　周囲からの助すけっ人とや決闘場に予あらかじめ罠わなを仕し掛かけておくといった、有利にする手段はいくらでもあった。

「あははっ。やっぱりイチノさんはイチノさんですね」

「なんだ、そりゃ」

「でも、それで取り逃のがしたりしたらどうするんですか？」

「そうしないように立ち回るだけさ。後ろめたい気分になってゲームをするのはまっぴらだからな」

「いいですね。ゲームで楽しんでるって感じがします」

　そんなことを言って、カレンは満面の笑えみを浮うかべた。




　しかし、この日はボスのいるスペースまで行ってダンジョンを攻こう略りやくしても、目的だった黒騎士が出てくることはなかった。




　　　　◇　◇　◇




　次の日の土曜日。

　学校の授業が午前中で終わり、あとは家に帰るだけだ。

　もっとも弌はじめは土曜日の場合、家に帰ってもすぐにソウルインできるわけではない。

　少し間を置く必要があった。最近は特にソウルインをしている時間が多かったため、すぐにゲーム酔よいの時間が来てしまう。

　万全に〈アストラル・イノベーター〉ができるまで四時間近く。それまで何をしていようか、と頭を悩ませる。

　晴れたいい天気ということもあり、出掛けるのでもいいが、生あい憎にくと特に外に出る用事はない。

「ネットで情報収集でもしてるかな……」

　久しぶりにそうするかと昇しよう降こう口で考えていると──。

「ね、ねえ……弌くん……。こ、この後、暇ひま？」

　いつの間にか隣となりにいた咲さく良らが、身体からだを縮こませてもじもじとさせていた。

　頰ほおも少し赤くなっており、心なしか目を逸そらしている。

「まあ、暇と言えば暇だけど」

「じゃ、じゃあ、その……ゆ、遊園地、行かない？」

「は？　遊園地？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに、弌は真顔で聞き返す。

　咲良はそんな反応にうっと尻しり込ごみをしたが、踏ふみ止とどまった。

「き、昨日、か、カレンちゃんと、恋こい人びと、装よそおって、動き回ったのに……。く、黒騎士、出てこなかったんでしょ？」

「あ、ああ。まあ」

「そ、それって……こ、恋人同士に見えなかったからじゃないの？」

「む……」

　恋人らしさなど弌にわかるはずもない。

　しかし、黒騎士が出てこなかったことは事実だ。

　昨日はカレンとベタベタしすぎていたのではないか……という気もしている。

「……それで、なんで遊園地が」

「そ、そこなら！　き、きっと恋人、らしさみたいなものを……み、身に付けられると思うから……。だ、だから、わ…………私と特訓、するの」

　というのが咲良の提案だった。

　特に理由もなく、遊園地に誘ったわけではないらしい。

　確かに遊園地と言えば、デートの定番である……といったことを弌は妹の恋から聞いたことがあった。

「誘おびき出しやすくなるのなら、俺としては願ったり叶かなったりだけど……咲良はいいのか？」

「も、もちろん！」

　拳こぶしを握にぎって気合い充じゆう分ぶんな様子を見せる。

「了りよう解かい。じゃあ……行くか」

　そして、咲良はパアッと笑顔を輝かがやかせた。何気に普ふ段だんは見せない笑顔だ。

　無む邪じや気きに満面の笑みを向けてくる咲良に、弌は少し照れくさくなる。

　そんな照れる弌の腕うでに咲良がぺったりと寄り掛かかってきた。

「お、おい……。遊園地はまだだろう。ここで恋人を装う必要は……」

「だ、ダメだよ。もう特訓は始まってるから……」

　周囲にはまだ残っている生徒がいる。

　しかし、咲良には周りが見えていないのか、その手を離はなさない。

　ただ、顔は強こわ張ばっている上に、緊きん張ちようしているのが身体の震ふるえでバレバレだった。







　デジタイズデジタル化のシステムが生まれて以降、スリルのあることはデジタルの中でやればいいという風潮ができあがっていた。

　何しろ、データ上ではあらゆることが可能なのだ。その上、事故で死ぬような心配もない。マッハを越こえるジェットコースターや宇宙からの落下など思いの儘ままである。

〈アストラル・イノベーター〉ほど緻ち密みつに作られた世界はなかったが、それでもＦ１の体験や乗馬体験、鳥のように空を飛ぶなど、そういったことが体感できるデジタイズの世界は、すでにいくつか存在している。

　しかし、その作り物では得られないリアルな体感という名目で、現実の遊園地がここに来て見直されている。昔ながらのアトラクションは、ノスタルジアからか少しずつ復刻してきているのだ。

　それが、デートスポットとして──ということに、弌自身には実感がない。咲良も読んでいた雑誌でそんな情報を得ていただけだ。

　何にせよ、事実として土曜日の午後でも結構な人の入り様だ。親子連れや、女子の集団、またカップルも見られる。

　開園から三十年以上経たつここの遊園地も、一度リニューアルをしてから、またいくつか元のアトラクションを復刻させている。未来志向の都市型立体遊園地という元々のテーマはもはや名を成していないが、それでも日本ジヤパンではすでに数少ない生き残りの遊園地である。

　すでに大きさ世界一の座は明け渡わたして久しいが、ここの大観覧車は昔から遊園地のメインアトラクションのひとつにも数えられていた。

　そんな遊園地に、ふたりは私服に着き替がえてからやって来た。

　弌の服装はベージュのスラックスに薄うす手でのジャケットと普段着のような格好。

　咲良の方はというと白のフリルブラウスにシースルーのブラウンのカーディガン、ピンクの花はな柄がらスカートと、かなり気合いが入っていることが窺うかがえた。

　しかし、そんな私服が霞かすむほど、咲良は遊園地の中に入ってから目を輝かせている。

　初めて来たせいなのか口を開けっ放しにしてきょろきょろしている姿は、誰だれが見てもワクワクしているのがわかるだろう。

「す、すごいね……」

「いや、俺は前に恋と来たことがあるから……」

「そ、そうなんだ……。な、何がオススメ？」

「あの、ローラーコースターとか」

　弌が指さすと、そこには曲がりくねった長大なレールがある。

　上に上がり、下に高速で落ち、グニャグニャと曲がっては回転している列車が走っていた。その列車は乗客の悲鳴と共に水の中へと突とつ入にゆうし、いずこかへ消える。

　咲良はそれを見て、一気に顔を青ざめさせた。

「なにあれ？　……死ぬの？」

「死ぬわけないだろ……。大問題じゃん」

　しかし、咲良はお気に召めさないようで首をブルブル振っていた。

「あとは幽ゆう霊れい堂どうとかいったっけかな。あれは前行ったけど、結構リアルだったぞ。新技術のホログラフィーでの表現が凄すごくて、恋もギャーギャー言ってた」

「幽霊……お化け……!?」

　また首をブルブル振る咲良。

　弌の腕にしがみついて、身体を震わせている。

「お、お化け、やだ……」

「……いや、お前。〈アストラル・イノベーター〉に幽霊のモンスターだっているだろう」

　半はん透とう明めいで足のない影かげのようなモンスターは、実態が摑つかみにくく結構苦戦する。

　魔ま法ほうがよく効くが、武器で戦えないわけでもない。ただ、暗くら闇やみの中に浮かび上がる半透明の形なきモンスターは、むしろ心臓の方に悪かった。

「〈アストラル・イノベーター〉と現実のお化けは違ちがうもん……！」

「こっちの幽霊だって、光線で作られた代しろ物ものだって」

　そこまで説明してもなお、咲良はそちらに目を向けようとはしなかった。

　その他、絶ぜつ叫きよう系のアトラクションに行こうとしても、咲良は弌にひっついて動こうとしない。

　それはそれでカップルらしい姿であったが、ここまで来て何もしないというのも特訓の意味がない。

「じゃあ、あそこでいいか」

　弌が指し示したのはひとつの建物だ。

「……怖こわくない？」

「怖くないっての」

　お金を払はらって中に入ると、そこには雪の世界が広がっていた。

　中は冷たく通路は狭せまいが、そこかしこに氷で作ったオブジェが置いてあり、光で照らされてファンタジックな雰ふん囲い気きになっている。

「綺き麗れい……すごい、すごーい」

　学校では考えられないはしゃぎっぷりだ。それでも腕から手を離さないのは、目的を忘れていない故ゆえか。

「あ、雪だるま！　可愛かわいい！　持って帰りたい！」

「持って帰るなよ」

　咲良は終始、上じよう機き嫌げんでひとまずは男役として成功……といったところだろう。弌は小さく安あん堵どの息を吐はく。

　大満足な様子の咲良を連れて、その雪の国を出た。

　ところが、次に行くべきアトラクションが思い浮うかばない。咲良に絶叫系をダメと言われると、乗れるアトラクションは少なかった。

　だが、それでも遊園地の中を歩いている分には咲良は上機嫌だ。

　その動き回っている時である。

「あれ？」「え、委員長？」「隣にいるのって……」

　複数の女子の声がふたりの後ろから届いた。

　どこかで聞いたような声。普段なんとなく耳にしているような声だ。

　恐おそる恐る咲良と弌が振ふり返る。三人の顔を見た咲良は、顔が引き攣つった。

「ほら、やっぱり委員長だった！」「予想通り、相手も野の上がみじゃん？」「偶ぐう然ぜんだねー！」

　私服ではあるが、まぎれもなくクラスメイトたちだ。

「あ、あのっ、これはちがっ──」

　咲良が即そく座ざに弁明に走るものの、弌の腕を摑んでいる上に離そうともしない時点で説得力などまるでない。

「ごめんね、デート中に邪じや魔ましちゃって」「すぐに消えるから！」「どぞ、ごゆっくり～」

「いや、そういうんじゃなくてだな!?」

　弌の反論も虚むなしく、三人はそそくさと誤解したまま足早に去って行く。

　もっとも弁明できる要素は何ひとつなかった。

「ご、ごめんね……」

　シュンとした様子で謝る咲良。

「ま、まあ、いいんじゃないか。休日明けに弁明できりゃいいし。むしろ、お前の方は大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「……何が？」

「俺と一いつ緒しよで誤解されていいのかって話だよ」

　すると、咲良は頰ほおを染めて、プイと顔を逸そらす。

「ひ、秘密だもん……」

　そんなことを言って、咲良は弌の腕を引っ張って歩き出した。







　時折、咲良の乗れそうなアトラクションに乗ったり、色々と歩き回ったりして、一段落したところで。

　この遊園地のメインとなる大観覧車へとふたりで乗り込んだ。

　誰も見ていなそうではあったが、ここでも向かい合うようなことはせず、隣となり同どう士しで座っている。

　何気にひっついている咲良の体温が直じかのように伝わってくるために、弌も緊張してたが、少しずつ慣れてきたような気がしていた。

　特訓の甲か斐いがあったか？　と思っていたところで、

「こ、恋こい人びと同士に見えてたかな？」

　横から上うわ目め遣づかいで咲良が尋たずねてくる。

「まあクラスメイトが誤解してたんだし、見えてたんじゃないのか？」

　すると、咲良は嬉うれしそうながらも、少し不満そうな、複雑な表情になった。

　観覧車はゆっくりと回り、遊園地の喧けん騒そうを遠ざけていく。

　ゴンドラの中で、何もしない静かな、ふたりだけの時間が続く。

　海に浮かぶ夕日を眺ながめて、無言の時は過ぎていった。

　一周約十五分の観覧車はまだ五分と経っていない。

　まだ十分あるというのが嬉しいのか、咲良は頰を赤らめながらも嬉しそうにしている。

「なんだか……、少し疲つかれちゃったかも……」

「結構、歩き回ったからな。向こうだと、まったく疲れないし」

「な、なんか特訓になってたかどうかわかんないというか……私だけはしゃいじゃってごめんね……」

「まあ、最近は根を詰つめっぱなしだったから、こういうのもいいんじゃないか。ありがとうな。誘さそってくれて」

「そ、そっか……えへへ……」

　咲良は甘えるように頭を弌の肩かたに置く。

　弌もクラスメイトの普ふ段だん見ないような仕草に少し緊きん張ちようしていたが、これは演技これは演技と心に言い聞かせていた。

　そんな折、ズボンのポケットの中に入れた手に硬かたいものが当たる。

　弌は忘れていたことを思い出し、そのポケットから平たい箱を取りだした。

「咲良。これ」

　隣でべったりとくっついている咲良の方を見ずに手て渡わたす。

　受け取った箱を見て、「開けていい？」と尋ねる咲良。

　弌が頷うなずいてから咲良は箱の蓋ふたを開ける。

「これ……ストレージカード？」

　手渡された咲良はそのシルバーのチェーンが付いた小さな磁気カードに見入った。

　この磁気カードを読み取らせることでストレージの中にあるアクセサリーデータは認にん証しようされる。そうすれば咲良は〈アストラル・イノベーター〉の中で、このアクセサリーを受け取れるのだ。

　ネットワーク上でデータをプレゼントするのでも構わないのだが、「物理のストレージデータにアクセサリーデータを入れて贈おくる」というやり方もあるということを、以前小耳に挟はさんだことを実行したのである。

「学校じゃ周りの目もあって渡せなかったからな」

「あ、ありがとう……。えっと、これって……？」

　今日は六月十一日。恋人の日の前日だ。

　その事実に、咲良は上目遣いで弌に問う。どこか期待したような瞳ひとみだった。

「今まで結構、世話になったからな。弁当も貰もらったし、ただのプレゼントだよ」

　弌はあっけらかんとそう答える。

　この顔は間違いなく恋人の日とか、そういうものとは関係ない。

　それがありありとわかる顔だ。

　だが、プレゼントされたこと自体、咲良はとても嬉しく思っている。

　咲良は嬉しいような、がっかりしたような複雑な表情を浮かべた。

「ん？　もしかして、迷めい惑わくだったか？」
















　すると、咲良はぶんぶんと首を振る。

「は、弌君のくれたものなら何だって嬉しいよ……！」

　そして、強調するように言う。

「か、返せって言われても……も、もう返さないからね」

「いや、プレゼントだって」

　咲良は大事そうにそのストレージを握にぎった。

　その顔は茹ゆで蛸だこのように真っ赤だ。

「こ、こういうのも、恋人っぽいよね。きっと、これだったら黒騎き士しも襲おそってくるかな？」

「……ここで襲われたらたまらんけどな」

「あはは、そうだね」

　そこから結局、ふたりの話題は〈アストラル・イノベーター〉の話になっていく。

「そう言えば、黒騎士にダメージを与あたえる方法って何なんだろうね。私の攻こう撃げき、まったく入らなかったけど」

「まだ確証はないな。システムの制限をまったく考こう慮りよしなければ、レベル１だけとかかもしれないが。でも、それだとカレンがダメージ与えたっていうのと矛む盾じゆんしてるんだけど」

「でも、バルトロさんはダメージ与えてたよ？」

　その言葉に、弌の顔つきが変わる。

〈アストラル・イノベーター〉の中のイチノが見せるような表情だ。

「バルトロの攻撃が？　どこのタイミングだ？」

「か、カレンちゃんが回復魔法使ったタイミングだったかな」

　弌はあの滝たきが囲む広場で行われた黒騎士との戦いを思い出す。

　カレンがサクラに対して回復魔法を使ったタイミング──確かにあの時のバルトロは銃じゆう弾だんを撃うっていた。

　サクラとカレンの身体からだで命中かどうかは見えなかったが、少なくともほとんど避よけられていたに等しいはずだ。だからこそ、バルトロが舌打ちした──そう思えてくる。

　だが、そのバルトロの舌打ちが別の意味だとすればどうだろうか？

「当たってはいなかったと思ったが……」

「う、うん。擦かすっただけ……だと思うよ？　大したダメージじゃないと思う……。でも、エフェクトは見えたし、ダメージ入ったように見えたけど……見み間ま違ちがいかな？」

　それを聞いて弌は少し考え込み始めた。

　かなり長い間、弌は目を瞑つぶる。

　何か粗そ相そうでもしたかのように、咲良は不安そうな顔をした。

「……まさか、そういうことなのか？」

　時間にして一分も経たたないうちに、弌はそう小さく呟つぶやく。

　咲良は何が何だかわからない。

「な、何かわかったの？」

「……なあ、咲良」

　弌は咲良の質問を無視して、咲良の名前を呟いた。

　そして、何かを強く決心したかのように弌は咲良の目を見つめる。

「な、何？」

　咲良は少し照れながら問い返した。

　すると、弌は大おお真ま面じ目めな顔で口を開く。

「決けつ闘とう……しないか？」

　そして、観覧車の中では場違いな言葉を静かに告げた。




　　　　◇　◇　◇




　そして、六月十二日の日曜日──恋人の日、当日。

　イチノはいつものようにソウルインして、雲雀ひばり工こう房ぼうの食堂へと降りると、そこにはひばりが機き嫌げんの良さそうな顔で待っていた。

「あら、こんにちは。イチノさん」

「どーも、ひばりさん」

　サクラが来るのを待つ間、食堂のテーブルに着くと、ひばりはその対面に座った。

「そう言えば、昨日はサクラさんとふたりで冒ぼう険けんしてたみたいですけど、どうだったんですか？」

　昨日、イチノとサクラは遊園地を一ひと頻しきり楽しんだ後、すぐにソウルインしていた。

　だが、今のイチノは少し浮うかない顔になった。

「残念なことに目的は果たせなかったですね」

　ソウルインした後、イチノとサクラはふたりでダンジョンに行き、恋人を装よそおっていたが、黒騎士が襲ってくることはなかった。

「サクラさんは昨日、帰ってきた時、上機嫌だったんですけどねぇ」

　ソウルアウトする時間がずれたため、サクラは先に雲雀工房へ戻もどったのだろう。

　イチノは何で上機嫌だったのか首を傾かしげてしまうが、帰り道に何かいいことでもあったのだろう、と勝手に納なつ得とくした。

「さて、と。今のうちに、はい、どうぞ」

　そう言ってひばりが微笑ほほえんで見せてきたのは装備用のアクセサリー。綺き麗れいな細波さざなみがうっすらと描えがかれた銀細工の腕うで輪わだ。

「今日は恋人の日ですから。御ご利り益やくありますよ？」

「ま、恋人の日と言っても恋人でしかやっちゃいけないわけじゃないみたいですけどね」

　恋人の日のことを聞かされて以来、イチノは多少ネット上で情報収集をしている。

　恋人の日と言いつつも、基本的には友人同士でアクセサリーや武具を贈り合う日なのだ。別に恋人でなければならないというものではない。

　もっとも、これにかこつけて告白をしたりする冒険者も多いが。結局のところ、雰ふん囲い気きはバレンタインデーと似たような日である。

　この日はアクセサリーを贈り合う習慣のある日だ。

　それを見て、イチノも袋ふくろからかんざしを取り出す。

「じゃあ、こっちも。はいどうぞ」

　もっともイチノはこの日のことを聞かされるまで、それにまったく感知せずに生きてきており、アクセサリーを渡わたされても不思議そうな顔をするだけだったのだ。

　さすがに今年は黒騎士の一件もあり、この日のことを覚えていてちゃんとひばりたちにも用意していた。もっとも、現実の咲良と遊園地に行った時は忘れていたが。

「じゃあ、装備させてくださいな」

　ひばりが頭をずずいっとイチノへと差し出した。

　イチノも何かしらの理由があることを察したが、なんで？　と言える雰囲気ではない。

　おそらくは能力上じよう昇しようなり何なりの恩おん恵けいがあるからだろうとイチノは勝手に結論づけ、イチノはひばりの頭にかんざしをくっつける。

　すると、ひばりはとても満足そうな笑えみを浮かべた。

「はい。じゃあ、イチノさんもどうぞ」

　ひばりの差し出してきた腕輪に腕を通す。

　だが、得意げに装備させたにもかかわらず、特に能力値に変化はなかった。

「これは？」

「うふふ。傑けつ作さくですよ」

「ひばりさんの傑作って……嫌いやな予感しかしないんだけど……」

　今までＳＰスキルポイントを半分にしてヘイトの溜たまる指輪や、五割の確率でＨＰが回復するＳＰ回復アイテム、他ほかにも魔ま法ほうを別の誰だれかに弾はじき返す盾たてや、最大ＳＰを十倍にするけど、時折身体が麻ま痺ひする腕輪など、枚挙に暇いとまがない。

「いえいえ、今回は会心の装備品です。スキルでＳＰを使用した時に、20パーセントの確率でＳＰ消費をゼロにするんですよ」

　それはもちろん、〈アストラル・ガード〉を使用した時にも反映される。イチノのＳＰは初期値の18。確率をそこまで信用していないイチノだが、平均的に推移すれば３回ないし４回は〈アストラル・ガード〉を使用できる回数が増えると言うことだ。

「マジで？　ＳＰ消費がゼロになった時にＨＰ半分減るとか、副作用ないんですか？」

「ありませんよっ。失礼ですね。だから会心の作だって言ったじゃないですか」

　珍めずらしくひばりが頰ほおを膨ふくらませて怒おこる。

「す、すいません……」

　いつも失敗作ばかり押しつけてくるものだから、今回も似たようなものだとイチノは思い込んでいた。

　しかし、今日は恋こい人びとの日だ。そんな失敗作を渡す人がいるわけもない。

　だからこそ、この日のためにひばりも真しん剣けんに作ったのだ。

「それにしても、ＳＰ消費ゼロの特性をレベル１でも装備できるようにするなんて……それこそどんなチートを使ったんですか」

　有用なものほど、やはりレベル制限があるため、装備できない物が多くなる。

　一定確率でのＳＰ消費ゼロというものは、特性の中でもかなり破格だ。中には70パーセントの確率でＳＰ消費をゼロにするものもあるが、20パーセントといえどかなり上級の部類に入る特性となる。

　それがレベル１で使えるような装備品になるとはとても思えなかった。

「剣けんを装備している時、盾を装備していない時、頭に何も装備していない時……その他諸もろ々もろのマイナス特性を全部イチノさんに合わせて調整して、その分浮いたプラス特性で入れたんです。だから、その制約を破ったら発動しませんので注意してくださいね。徒と手しゆ空くう拳けんで戦っててもアウトですよ」

「ひばりさん……。サンキュー。俺のかんざしはそこまでいいものじゃないけど、もらっちゃっていいの？」

「もちろんです。わたしはイチノさんからもらえただけで満足ですから」

　ひばりは嬉うれしそうにかんざしを撫なでていた。

「イッチノー！　いるー!?」

　そこへ騒さわがしく音を立てて、ユリが工房の中へと入ってくる。

「イチノ、もう来てる？」

　そして、サクラもソウルインしてきたようで食堂へと降りてきた。

　サクラとユリはイチノを挟はさみ込むように接近し、

「はい、これ」「イチノに、これあげる！」

　と、アクセサリーを差し出してくる。

　サクラは指輪。ユリも指輪だ。

「ああ、サンキュ」

　イチノは袋からひとつの指輪を取り出す。そして、ごく自然な動作でユリの左手を取り、その指にはめ込んだ。システムでアシストされ、ピタリと薬指に収まる。

「あ」「あ」「あ」

　サクラとユリ、そしてひばりまでもがそんな声をあげた。

　ユリはじわじわと頰を赤くして、顔全体が真っ赤になってしまう。

「何してるの、イチノ!?」「何やってるんですか、イチノさん！」

「え……？」

　イチノはふたりの様子に一歩引く。明らかにふたりは怒っていた。

「何で忘れちゃうんですか！　サクラさんの時にも言ったでしょう！」

「……い、いやでも。ちゃんとひばりさんにも俺がつけたじゃないですか」

「え？　ひばりさんの頭のそれ、イチノが付けたの？」
















　突とつ然ぜん、サクラが横から割り込む。

「え、ちょっと、どういうこと!?」

　ユリまで顔が今度は怒いかりで真っ赤になっていた。

「そ、それはどうでもいいんです！　そういうことを言ってるんじゃありません！　指輪ですよ、指輪！　薬指ですよ、薬指！　なんで重要なことが伝わってないんですかっ！」

「す、すいません……」

　イチノは未いまだにピンときていなかったが、とにかく謝る。

　他意はないのだ。『新品のアクセサリーを異性がつけると装備品の効果が一日アップ』というシステムを利用しただけで。ただ婚こん約やく指輪を元にしたシステムということがイチノには伝わっていない。

「もうっ！　もうっ！　もうっ！　愚ぐ鈍どんさん！」

　そんな女性たちにイチノが責められる様子は、最近雲雀工房の名物になりつつあった。







　イチノたちは部屋から降りてきたカレンと合流し、転送ゲートからピストレイアに向かった。なお、ユリは今回もギルド側の方での用事があり、こちらには来られない。

　ピストレイアに来た理由は簡単。

　前回のアップデート以来、ピストレイアには多くの冒険者が集つどい始めている。

　黒騎き士しが街を襲おそうとしたらここだろうと当たりをつけたのだ。

　特に黒騎士の被ひ害がいは、ここが飛び抜ぬけて多いこともある。

　ヤルシュカの指示の下もと、『恋人の日』のアクセサリーの贈おくり合いは街中でやることが推すい奨しようされた。街の外でやるとＰＫプレイヤーキル安全圏けんを出てしまうため、襲われてしまう可能性が高い。

　それ故ゆえか街中では多くの男女がアクセサリーを贈り合って安心していちゃついていた。

「無事で済めばいいんだけどねぇ」

　頭の後ろで手を組みながら、怠だるそうにヤルシュカが言う。

　黒騎士を迎むかえ撃うつために来ていたイチノはヤルシュカに力を貸すために彼女とも合流していた。近くにはバルトロも控ひかえている。

「まあ、街中から出ないようにすれば、襲われることはないだろう。街中のＰＫ安全圏の範囲変えてないんだろ？」

「当然だよ。外がい壁へきを広くしたわけでもないから、変える必要もないしな。面めん倒どうくさいし」

「設定をちょっと弄いじるだけって聞いたが」

「面倒なもんは面倒なんだよ」

　ヤルシュカはぶっきらぼうに言う。

「でも、これだと黒騎士はどうしようもないような……」

　サクラが不思議そうな声で呟つぶやいた。

「そうですよねぇ」

　カレンもそれに同意する。

　だが──。

「……おいでなすったようだぜ」

　ヤルシュカがニヤリと口の端はしを吊つり上げた。

　大通りのど真ん中。

　そこに〈リターンストーン〉の出現エフェクトが演出される。

「なんで……街中に？」

「さあな」

　サクラの言葉に、イチノは冷静に返す。

　そして、その出現エフェクトはひとつだけではなかった。

　ふたつ、三つ、四つ……次々と増えていく。

　それは三桁けたに届こうという数になっていた。

　そこから、ゆっくりと黒騎士が現れる。装備はすべて黒騎士シリーズ。体格もすべて同じ。全員が同じだった。

「な、なんだ？　黒騎士!?」「なんでこんなに!?」「ひとりじゃなかったのかよ！」

　街中にいた人々は、複数の黒騎士が現れたことに慌あわて始める。

　しかし、ヤルシュカやイチノたちは冷静に黒騎士たちを見み据すえている。

「マジで複数人いたとはな。イチノ、お前さんの言ったとおりだったな」

　ヤルシュカがヒュゥと口笛を吹ふいてイチノを称たたえた。

「まあ、な。何度も戦えばさすがにわかる」

　黒騎士を見た者たちの証言では、出現時間は被かぶらない。

　また、活動時間は十六時から二十四時という八時間。

　その上、装備は変わらず、体格も同じ。

　これによって、誰もが黒騎士はひとりによる犯行であると思い込んでいた。

　おそらくは黒騎士たちもそう思わせるようにしていたはずだ。

　しかし、イチノは途と中ちゆうから不思議に思っていたのだ。

　ダメージを与あたえられない。強制ソウルアウトさせる攻こう撃げき。

　そういった類たぐいの疑問や違い和わ感かんではない。

　相手の動きの癖くせや技量の僅わずかな差。

　常にそこに気を配るイチノの目も、そして剣の感かん触しよくも誤ご魔ま化かせはしない。

　レベル１で生きるイチノにとって、敵の動きの癖や技量は生き残るために演算に組み込まれる貴重な情報なのだから。

　何度も黒騎士と相対して、渡わたり合ったからこそ戦うたびに確信していったのである。

　ヤルシュカとの決けつ闘とう終しゆう了りよう後ごに、イチノはそれを彼女に伝えていた。

　そして、そんなイチノの技量を信じたヤルシュカがギルドメンバーを総動員して街の警護にあたらせたのだ。

　もっとも──。

「こ、ここじゃＰＫはできないはずだ！」

　街中の冒険者のひとりが叫さけぶ。

　その通りだった。

　彼らがここに来たところで何もできない。剣を振ふる、銃じゆう口こうを向けるなどの嫌いやがらせ行こう為いは可能だが、それではダメージにならないのだ。

　だからこそ、ヤルシュカはこの街中に現れて、嫌がらせをしてくるものだと考えていた。それこそカップルを強制的に引き離はなすような、そんな行為だ。

　ＰＫ安全圏内であるということに、街中の誰だれもがホッとしたのも束つかの間──。

　その隙すきを縫ぬうかのように、ひとりの黒騎士が手近にいたカップルに無造作にマスケット銃を向け──発はつ砲ぽう。

　本来であれば。

　それはＰＫ禁止圏内と判定され、その銃は発射されることはない。銃口が向けられるだけで終わりだ。それは誰もが知っている。そして、それが決して破られるようなことがないということも、今までの経験から絶対的に信しん頼らいをしているのだ。

　そして、銃口を向けられるという嫌がらせを受けた方には運営への通報コマンドを使用できるようになる──はずだった。

　そのカップルたちは銃じゆう弾だんの音と共にダメージを負い、その場に倒たおれ、消えた。それは拠きよ点てんへと送られるエフェクトだ。レベルの低い冒険者が一撃でやられてしまったのだろう。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　街中で多くの悲鳴が轟とどろく。

　それを合図にしたかのように、黒騎士たちは動き出した。

「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」「シネ」

　そんな共通の合い言葉みたいな台詞せりふを口にして、彼らは周囲のカップルたちを無差別に攻撃する。もはや相手が本当にカップルであるかどうかなど関係ない。

　異性同士が近くにいれば、とにかく撃つ。

　恨うらみ、怒り──そういった感情を持って、黒騎士たちは銃弾を撃ちまくった。

　一方的な虐ぎやく殺さつ。そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが展開される。

　ここでの死は冒険者にとっての死ではない。痛みがあるわけでもない。リアルな血が飛び散るような演出があるわけでもない。

　だが、この街中で人が人を撃ちまくるこの絵え面づらはトラウマレベルになりかねなかった。

　事実、人から武器を当てられた時のショックが抜けずに〈アストラル・イノベーター〉をやめてしまったプレイヤーもいるのだ。

「おい！　ここ、ＰＫ禁止エリアじゃないのかよ!?」

　逃にげ惑まどう冒険者たちが異口同音に叫ぶ。

　ここは街中だ。ＰＫ禁止エリアであるかどうかが一目でわかるわけではないが、普ふ通つうはそう設定されているはずだった。

　イチノがヤルシュカに目を向ける。どうなんだ？　と問うように。

「い、いや、設定はしてるはずだ！　なんだ？　バグか？　それとも誰か弄ったのか!?」

「何が起こってるか知らんが、ここは俺らに任せて設定を見直してこい」

　ギルドホームでなければ設定はできないため、それが可能な冒険者が戻もどる必要があった。

「おい、バルトロ、お前に任せ──って、あいつどこに行きやがった!?」

　バルトロは別の場所へ行ってしまったのか見当たらない。

「いいから、あんたが行け」

「わ、わかった……！　野や郎ろうども！　ちょっと頼たのんだよ！　街の人たちを守ってくれ！」

　本気で戸と惑まどっていたヤルシュカを送り出し、イチノたちも〈アマツマウラ〉のギルドメンバーと共に事態の収拾に当たった。

　ヤルシュカが去った後も、戦せん闘とうは激化していく。

　だが、激化と言ってもこれは一方的な虐殺だ。

　何しろ、周囲の冒険者たちは黒騎士にダメージを与えられない。

　黒騎士に相対した冒険者たちは何もできないのだ。

　その上、黒騎士は複数人いる。多少、腕うでに覚えがあったところでどうにもならない。

　イチノがどうにか立ち回ってカップルたちを守っても、別のカップルたちが次々と銃殺されていくのだ。

　サクラやカレン、そして〈アマツマウラ〉のギルドメンバーたちもどうにか守っているが、黒騎士たちの技量はとても高い。

　経験の浅いギルドメンバーはカップルを守る役目を果たせずに拠点送りにされてしまう。

　今もまた、ひとりの冒険者が女性を守って攻撃を加えられようとしていた。

　イチノはすぐさまそちらの救きゆう援えんに向かう。黒騎士から放たれる銃弾を、女性に当たる前に受け流して上空へと逸そらす。逸らされた銃弾は離れた家の屋根を吹き飛ばした。

「くそぉっ！」

　悔くやしそうに〈アマツマウラ〉のメンバーが叫ぶ。

　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに、彼らは浮うき足立っていた。もはややられるしかない、と言わんばかりに。

　だが、守ること自体はそう難しくはないのだ。

「十分だ！　十分耐たえろ！　そうすれば、こいつらは消える！」

　イチノが周囲を鼓こ舞ぶするように熱く、そして、安心させるように冷静に叫ぶ。

　十分経たてば、黒騎士は勝手に消えるのだ。

　この黒騎士たちをイチノひとりで倒すのは不可能だが、人数だけで言えば守り手の方が多い。黒騎士の攻撃を耐えることは充分可能だ。

「黒騎士ひとりには三人で当たってくれ！　銃弾を放つのには時間がかかる。銃口を向けられたら、すぐに横に避よければいい！」

　ヤルシュカがおらず、バルトロもおらず、〈アマツマウラ〉の指揮系統はおかしくなっている。こういった指揮はイチノ本来の役回りではない。だが、それでも〈アマツマウラ〉のメンバーたちはヤルシュカとの決けつ闘とうで勝ったと喧けん伝でんされたイチノの言葉を受け入れ、指示に従った。

　そして、ようやく場が均きん衡こうし始める。熟練のギルドメンバーたちは防ぼう御ぎよに徹てつすれば簡単にはやられない。黒騎士たちは攻せめあぐね、カップルを倒すことができていなかった。

「十分経ったぞ！」

　誰かが叫ぶ。

　黒騎士は本来ならば撤てつ退たいする。今までと同じであれば。

　しかし、今回の黒騎士はこれまでとは違ちがった。

　撤退しない。

　今まで必ず十分後には消えていた彼らは、消えることなくカップルを襲おそい続けている。

「これを最後にしようってことか？」

　イチノの呟きは、剣けん戟げきの響ひびきの中へと消えた。

　そして、消えないことと共に、もうひとつのおかしなことが露ろ呈ていする。

「黒騎士が弱くなってる!?」「ダメージも入るぞ！」「やり返せ！」

　黒騎士の弱体化だ。

　百発百中だった銃撃は逸れ始め。

　不可視のノーダメージバリアのようなものも解けていた。

　それを知った〈アマツマウラ〉のギルドメンバーたちは反撃に出る。

　黒騎士たちの技量は、すでに並の冒険者かそれの少し上程度。

　こうなれば、〈アマツマウラ〉のギルドメンバーたちが負ける理由もない。そして、イチノたちもまともに立ち回ることができる。

　逃げない黒騎士たちは、次々と捕ほ縛ばくされ、縄なわで縛しばられ転がされた。

　数で負け、圧あつ倒とう的てきな強さのなくなった黒騎士たちに、もはや為なす術すべはない。

「シネ！」

　自棄やけになったかのように放たれた黒騎士の銃弾が、イチノへと襲いかかる。

　だが、その銃弾は簡単に見切れた。

　銃口を向ける速度、発射するまでの動作、それらすべてが明らかに遅おそいのだ。一連の動作内で行う決断が遅くなっているように。魔ま法ほうが解けたかのようだった。

「イチノ、加勢するわ！」

「カレンも行きます！」

　そんなイチノの横にサクラとカレンもやってくる。

「コイビトナンゾ、ハベラセヤガッテ」

　黒騎士は不気味な声で、殺意の籠こもった声をイチノへ放つ。久々に「シネ」と「ダマレ」以外の言葉をイチノは聞いた気がした。

「恋こい人びとじゃないし、侍はべらせてるわけでもない！」

　イチノが反論しても黒騎士の怒いかりは収まらない。

「シネ！」

　しかし、もはや残った黒騎士は彼ひとり。

　サクラとカレンの援えん護ごもあり、イチノの敵ではなかった。

　そして、最後のひとりもどうにか捕縛に成功。

　街の襲撃は多大な犠ぎ牲せいを出したものの、呆あつ気けなく終結した。







「さーて。色々と吐はいてもらおうか」

　ＰＫプレイヤーキル安全圏けんの再設定を終えたらしいヤルシュカが戻ってきて、捕縛した黒騎士たちを前に中ちゆう腰ごしになって凄すごむ。

　百人近い黒騎士たちが並んで縄で縛られている光景はいっそ不気味ではあったが、それでも戦った冒険者たちは黒騎士たちから目を逸らさない。

「こんなことをした目的は？　お前らの異常な強さの秘密は何だ？」

　黒騎士は誰も喋しやべろうとしなかった。

　代表らしき人物が名乗りを上げることもない。

　あの超ちよう人じんじみた強さが消えたら、烏う合ごうの衆しゆうとなっていた。

「……チッ。あんまりやりたかないけど」

　ヤルシュカが黒騎士のひとりが持つアイテムを入れる袋ふくろの中に手を入れる。

　本来であれば、その行こう為い自体できることではない。

　ただ〈リザルターナイン〉に限り、人の道具袋の中に手を入れて、キーアイテム以外のアイテムを強制的に出させることができるのだ。

　もっとも、現在の〈リザルターナイン〉はそういうことを率先してやろうとはしないが。人の信用を失えば、〈リザルターナイン〉の称しよう号ごうを失う可能性も高いからだ。

　肩かた書がきを笠かさに着て、人のアイテムを奪うばう行為など本来であれば下げ劣れつな行為。

　しかし、こういった異常事態でやむを得ない時のために、こうした特権が許されていた。

〈リザルターナイン〉は清せい廉れん潔けつ白ぱくでなければ得られない称号とも言える。

「ん？」

　そして、ヤルシュカがひとつアイテムを取り出した。

　ブリリアントカットされた指先大の真っ黒い石。その表面は不気味に淡あわく明めい滅めつし、吸い込まれそうな魅み力りよくを放っている。

「ね、ねえ、イチノ……あれって」

「ああ、似てるな」

　以前、サクラを狙ねらった〈サウザンドブレイズ〉のリーダー、マシューが使ったあの石によく似ていた。

　元は精神を高こう揚ようさせる電子ドラッグをさらに改造し、ステータスを超こえた動きをすることができるようにした代しろ物ものだ。

　電気信号の出力と入力の歪ゆがみに指向性を持たせて、〈アストラル・イノベーター〉の限界に近い、あるいは超えた速度と攻こう撃げき力を使用者にもたらす。

　あの時のマシューはその限界を超えた力を手にしていたはずだ。

「だけど、あの石は歪いびつだっただろ。この石は綺き麗れいにカットされてる」

　ただ、この石があの電子ドラッグと同一のものであれば、彼らの強かった理由にも納なつ得とくがいく。

　そして、あの限界を超えたような強さが失われたのが、制限時間だとも考えられた。

「その石……見せてください」

　そう言ってカレンがヤルシュカから受け取った。

　カレンがその石をしげしげと眺ながめながら、

「例外処理経由でのステータスの上じよう昇しようと電気信号パケットを極小化して速度の高速化、さらに条件外の攻撃無効化……効果は十分。そういった効果を持ってますね」

　と、そんな説明を始める。

「……お前に何でそんなことがわかるんだ？」

「なんとなく？」

　極きわめて怪あやしい上に、それを信じていいものかイチノは迷ったものの、今はカレンを追つい及きゆうしている場合ではない。

　そもそもカレンが言ったことは内容はともかく、語った効果はすべて事実だ。

「貸してくれ」

　カレンから電子ドラッグを受け取ったイチノは、縛られて動けないひとりの黒騎士の前にしゃがんだ。その隣となりにサクラもしゃがむ。

「何でこんなものを持ってる？　そもそも、なぜこんなことをした？」

「そうよ、こんなことをして何になったって言うの？」

　そんなイチノとサクラの様子を見て、目の前にいる黒騎士とは別の黒騎士が叫さけぶ。

「お前らみたいなのがいるから、制裁するべきなんだッ！」

　叫んだ黒騎士は続けて喚わめいた。

「俺たちはただ楽しく冒ぼう険けんをしたいだけなんだ！　それなのに、お前らみたいなカップルがイチャイチャとウザったいんだよ！　冒険ってのはもっと硬こう派はで、緊きん張ちよう感かんのあるものなんだ！　それを何だ!?　ダンジョンの中で緊張感の欠片かけらもなくいちゃつきやがって！」

　それに続けて他ほかの黒騎士たちも己おのれの心の内を語り始める。

「そうだ。この世界は戦せん闘とう不能になっても死ぬわけじゃない！　でも、こんなリアルなファンタジーの中に、現実持ちこまれたら興ざめするんだよ！」「アイテム収集に割のいい狩かり場にずらずらと行列を作ってるのもおかしい！　俺たちにとってこの世界はゲームじゃなくて本物なんだ！」「いちゃつくなら現実でやれよ！　お前らにとってダンジョンはお化け屋や敷しき程度でしかないのかもしれないけど、こっちは真しん剣けんなんだ！」

　口々にそう吐と露ろして、黒騎士の誰だれも彼もがその声を止めようとしない。

　すでに自棄になっているのだろう。

「だから、俺たちはバレないように狩りを始めたのさ！　元々、この狩りは少人数でやられていったものだが、俺たちに共感してくれる冒険者はたくさんいた。それで少しずつ大きくなっていったに過ぎない。それに入りたいと思ってるヤツは他にも大勢いる！」

「メンバー全員で、カップルの集まりそうな場所にリターンストーンを置いて、連れん絡らくを取り合いながら黒騎士をひとりでやってるように見せかけてな！」

「霧きりのように姿を消すスキルとアイテムを併へい用ようすれば、消えたように思わせることもできるしな！」

「もっとも、それはごく小規模だったせいで、まったく目立たなかった。俺たちの活動の意味もなかったんだ！」

「だけど、その黒い石のおかげで俺たちは十分間の最強を手に入れたことで、事態は進展した！　俺たちのことが噂うわさされるようになるぐらいにはな！」

「それでも〈アストラル・イノベーター〉の世界は変わらない。緊張感なくゲームをプレイする連中がはびこった。それで俺たちはもうこのゲームをやめることにしたんだ。で、最後に花火になって散ってやると考えて、この襲しゆう撃げき計画を立てた！」

　これが、ここ最近における黒騎士襲撃事件と、この恋人の日の強きよう襲しゆうの顚てん末まつということだ。

　指し摘てきするべき部分は幾いくつかある。

　だが、その質問を彼らはさせてくれなかった。それほど興奮している。

「なんで、俺たちに冒険をさせてくれないんだよ！」

「俺たちは同じように金を払はらって平等のはずだろう！　なんでこうも格差があるんだ!?」

「ぼっちで冒険するしかなくて、でも、周りは楽しそうに！」

「それでも緊張感があればよかったよ！　でも、そんな緊張感もなく、俺たちの世界観を壊こわすだけで！」

　彼らの言い分を、イチノはわからなくもない。

　この世界はゲームだ。

　しかし、現実とほぼ同じ感かん触しよくを得られる世界。

　だからこそ、初めて入った時はその風景に圧あつ倒とうされ、モンスターの息いき遣づかいを感じられ、まるで異世界へ入り込んだのだと感動することができた。

　あたかも、自分はナイトである、ソーサラーである、あるいは勇者である……といった具合にだ。

　だが、データで緻ち密みつに構築されたその世界の雰ふん囲い気きを、現実は容よう赦しやなく崩ほう壊かいさせる。

　必死で剣で戦っている横で、今日のテストどうだったとか、そういうことが耳に入ったら緊張感も何もない。

　難易度の高いダンジョンほど人の往来は少ないが、それが丁度いい案配のダンジョンになると人で溢あふれかえる。まるで順番待ちをしているかのように。

　それもまた世界観を阻そ害がいする要因だろう。世界が危機に陥おちいっているのに、お前ら何をのんきにしてるんだ、と心の奥底で醒さめたとしてもおかしくはないだろう。

　しかし、

「誰だって似たような不満は抱かかえてる。それをお前らだけが鬱うつ憤ぷん晴ばらしして、いいわけがないだろう」

　イチノがそう指摘する。

「自分なりの冒険の仕方を探せばいい。この世界は冒険だけが楽しいってわけじゃない」

「お前みたいな恵めぐまれた奴やつが言うな！」

　兜かぶとの隙すき間まから器用に唾つばを吐く。

　サービス開始からすでに凝こり固まった感情が、そんな言葉で納得するわけがない。

　好きだからこそ、彼らは二年以上もこのゲームに浸ひたってきた。

　それでも、人が流入するにつれ、本当の冒険がただのゲームに成り代わる瞬しゆん間かんが増えてしまっている。言うなれば、彼らはここにまで現実を持ち込まれることに失望したのだ。

「誰もがお前みたいに、女を侍らせてるわけじゃないんだ！」

　黒騎士は泣きながら叫ぶ。

　彼らが夢見ていたのは、まさに物語的な冒険譚たんだろう。

　竜りゆう退治。姫ひめの救出。魔ま王おうの打だ倒とう。もたらされる困難。協力してくれる仲間。

　だが、それはできなかった。

　この異世界は、現実で作られたもうひとつの世界。

　どうしたって現実からは逃にげられない。

　彼らにとって現実は、ゲームの楽しさ面おも白しろさを阻害する要因でしかなかった。

「俺だって、街を守る英えい雄ゆうになれるもんならなりたかったさ！」

　そんな好き勝手に喚く黒騎士に、

「イチノは別にそういう人間じゃない！」

　サクラが立ち上がって叫んだ。

「イチノは別に女の人を侍らせてるわけでも、楽しいってだけで冒険をしてる人間でもない！　ただ一いつ生しよう懸けん命めいにやって、周りが見えなくなるほど自分が強くなることに腐ふ心しんしてるだけなのよ！」

「だ、だからって……」

　黒騎士の反論を、サクラはそれよりも大きな声で搔かき消すように言う。

「助けたいって思わせるほど頑がん張ばってるから彼の周りには人が集まるのよ！　彼の傍そばにいれば、自分だって頑張れるから。一いつ緒しよに強くなっていけるから。他の人を上のレベルに上げるでもなく、嫉しつ妬とや不満で落として憂うさ晴らしして満足するような人に、人が惹ひかれるわけないでしょ！　そんなのが英雄だなんて言わないで！」

　サクラは強く、怯ひるむことなく黒騎士たちに言い放っていた。

　黒騎士たちが好き勝手言った分を、まとめて返したかのように。

　そんなサクラを周りの冒険者たちは「よく言った」「さすが〈リザルターナイン〉」と褒ほめ称たたえた。

「え……」

　サクラはいきなりしゃがんで顔を隠かくす。

　相当大だい胆たんなことを言ってしまったことを自覚したようで、顔が真っ赤になっていた。

「……嫉妬や不満で人を落とすドロツプような真似まねをする人に、人が惹かれるわけない……か」

　ひとりの黒騎士がそんなことをぽつりと漏もらす。

　サクラの言いたいことが伝わったかどうかはわからない。

　ただ、心打たれた者は多少はいるのかもしれない。

　呆あきれなのか、納得なのか。

　すでに彼らは、サクラの言い分に反はん抗こうをしなかった。

「要するに現実でもゲームでもモテないから、このゲームはイヤだって話か？」

　それをヤルシュカがぶち壊す。まるでわかっていない口調だった。

　もっとも、それもまた彼らにとっては、こんな真似をした要因のひとつだろう。

「とりあえず、あんたは黙だまっていた方がいい」

　それから黒騎士の処しよ遇ぐうについて協議していると、

「終わりましたかな」

　と、そこへ、どこに行っていたのか、のんきな様子でバルトロが現れる。

　いつもと同じく穏おだやかで……そして、何食わぬ顔だった。

　バルトロを見たひとりの黒騎士が突とつ然ぜん立ち上がる。

　そして、バルトロを指さした。

「お前！　この石を持ち込んだ男！」

　その黒騎士の言葉は周囲に響ひびき渡わたる。

　そして、周囲がざわついた。

　しかし、そんな非難を受けても、バルトロはまったく表情を変えない。

「やれやれ……言いがかりはよしていただきましょうか」

　しかし、黒騎士たちの言げん及きゆうは止まらない。

「いや、間ま違ちがいなくこいつだ！　この石を持ち込んで、十分間の最強になってみないかって！　街のＰＫプレイヤーキル安全圏けんの範囲はこちらが消すから、この街で存分に暴れ回れって！」

　さすがにその言葉だけは看過できなかったらしい。

　ヤルシュカが立ち上がる。

「……この街のＰＫ安全圏の範囲は、あんたにも弄いじれるようにしてたね、バルトロ」

「疑いますか？」

「あんまり信じたくはねぇが、噓うそを言うならもっとマシな噓を吐つくだろうしな。……悪いけどちょいとお前の持ってる袋ふくろの中、改めさせてもらおうか。それで疑いを晴らしてくれりゃいい」

　おもむろにヤルシュカが近づこうとすると、バルトロが手で制する。

　そして、肩かた慣ならしをするように首を左右に動かした。

「まあ、充じゆう分ぶん目的は果たせましたし、茶番はこれで終わりとしますかな」

　今までとまったく変わらない言動。

　しかし、その言葉を終えた直後、バルトロは取り出した銃じゆうをヤルシュカに向ける。

　瞬またたく間に発射された銃じゆう弾だんはヤルシュカの肩かたを抉えぐった。

「ば、馬ば鹿かな？　ＰＫ安全圏の範囲は再設定したはず……！」

「拙せつ者しやにＰＫ安全圏の範囲なんて関係ないのですよ。……まあ、こんな芸当もできますがね」

　バルトロが見えない何かに向かって指先を動かす。

　すると、

「がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ヤルシュカが突然、大きな声で呻うめきだした。

　右肩を押さえ、その表情は今までの彼女からは考えられないほど歪ゆがみ、耐たえるように瞑つぶった目からは涙なみだが大量に流れ出している。

　誰だれの目にも、それは痛がっているように見えた。

　まるで、本当に銃弾を喰らったかのように。

　その光景に、誰もが言葉を失っていた。

「て、てめ、え、なんだこれは……！」

　気き丈じようにもヤルシュカは歯を食いしばって耐えながら、バルトロを睨にらみ据すえる。

「簡易のデバッグモードでペインコントロールを操作したまで。本来、伝わらないデータですが、フラグを少し弄るだけで現実と同じようにできます」

　バルトロがさらに指で何かを弄った。

　すると、今度は街中にいる冒険者たちと黒騎士たちが苦しみ、呻きだす。

　ある者は傷を押さえ、ある者は膝ひざをつき、ある者は完全に倒たおれ……。

　それはダメージを喰らっていたまま、ＨＰを回復せずにいた者たちだった。

　黒騎士たちと、〈アマツマウラ〉のギルドメンバーたちだ。

「い、いてぇ……」「骨が折れたみたいだ」「何、これ！」「腹がなくなってないか？」

　まともに立っていられない者が多く、そこら中に蹲うずくまってしまう。

　無傷だったイチノには痛覚は来ていないが、その光景に背筋に冷たいものが走った。

　サクラとカレンがダメージを負っていないのは不幸中の幸いだが、この幸運はバルトロが動けばすぐに終わる。

　イチノはバルトロへと剣を向けた。

「あんた、怪あやしいとは思っていたが……何者だ」

「おやおや、最初から怪しいと思っていましたか。まあ、もう隠す必要もありませんし、名乗っておきましょう。ギルド〈八や咫た烏がらす〉幹部のバルトロです。故ゆえあって、〈アマツマウラ〉に潜せん伏ぷくしておりました」

「スパイってことか」

「如何いかにも。色々と目的はありましたし、今回のことで実験は大体終わりましたのでバラしてもいいでしょう。茶番を演じるのも好きではありませんしね」

　バルトロが自身の袋から〈リターンストーン〉の欠片かけらを取り出す。

「逃げるつもりか!?」

「まさか。もう少しやりたいことがありますし」

　それを地面へ投げつけると、そこにエフェクトと共に黒い甲かつ冑ちゆうを着込んだ騎士がひとり。

　ブラックナイトシリーズを装備し、改造されたブラックヘルムを被かぶる、そこで呻いている黒騎士らとまったく変わらない黒騎士が現れた。

　しかし、その雰ふん囲い気きは他ほかの者に比べれば明らかに異なっている。以前は少ししか感じさせなかったその圧あつ倒とう的てきな雰囲気を、今は隠そうとしていなかった。

「こいつが、カレンを襲おそってアレを奪うばった黒騎士か」

「ご名答。すでにお気づきのようですな」

「……キョウを強制ソウルアウトさせたヤツでもあるだろう。こいつだけは実力や体たい捌さばきが段違いだったからな」

「ええ。攻こう撃げきを当てた者を強制ソウルアウトさせる〈トランセンドアタック〉を持つ者です。そこに転がってる黒騎士たちとはわけが違いますぞ。そこらにいる紛まがい物どもに合わせて実力を多少抑おさえさせてましたが、もうそんなことをする必要もありません」

　恐おそらくはシステム外の参照もできるのだろうとイチノは確信した。

　キョウの現実での性別が女であることを見破るのは、こんな規格外のことをできるような者以外には不可能だったはずだ。

　イチノは黒騎き士しの一挙一動を見み逃のがすまいと集中しながら、バルトロへと質問を投げる。

「……お前、何をどこまで知ってる？」

　イチノの主語を伏ふせたその問いに対して、バルトロは不敵に笑う。

「拙者の目的はもちろんＰＫなどではありません。この黒騎士を連中に紛まぎれ込ませながら、確かく認にんと回収をしていたのですよ。貴方あなたが渇かつ望ぼうするアイテム──《メモリーフラグメント》をね」

　そして、バルトロはイチノに向かって、指を指した。

「さあ、実験体十六号。冒険者名はイチノ、だ。どれだけ成長したか、やれるだけやってみるがいい」

　指示された黒騎士は無む駄だなく斧おのを構え、

「ギアアアアアアアアアアアエエエエエエエエエエエエエエエェェェェェェェェ!!」

　猛もう然ぜんと人間とは思えないような雄お叫たけびを上げる。

　そして、獣けもののような俊しゆん敏びんさでカレンへと襲いかかった。

　一足飛びで、カレンへと肉にく薄はくする。

　装備していた斧で、カレンを引き裂さかんと振ふり下ろした。

「カレンッ！」

　イチノは咄とつ嗟さに振り下ろされた斧に向かって相そう殺さいを仕し掛かける。

　すると、その斧は爆ばく発はつを引き起こした。

　その爆発に気付いたイチノはすぐさま〈アストラル・ガード〉を使用。

　攻撃が当たる瞬しゆん間かん、紅あかいエフェクトに包まれ、ダメージを無効化する。

　どうにかカレンへのダメージの無効化に成功したが油断はできなかった。もし、ＮＰＣかもしれないカレンが強制ソウルアウトの攻撃を喰らったらどうなってしまうのか、予測がつかない。

　楽観的に考えれば何も起こらないということも考えられる。だが、最悪のケースとして消しよう滅めつという事態が待っているのだ。

　カレンが如何に怪しいとはいえ、見捨てるわけにはいかない。

「はあああああああっ！」

　イチノが黒騎士の首筋を襲い、クリティカルを叩たたき出した。

　そして、イチノは追撃せずに黒騎士へ肉薄し、その懐ふところに入り右肩を入れる。

　勢いのまま黒騎士の身体からだを押した。黒騎士はノックバックして、その場から離はなれる。

　ノックバック回かい避ひスキル、〈ヘビィアーマー〉は入っていなかったようで、ホッとするイチノ。

「この爆発……」

「ふふ、些さ事じを気にしているとやられますよ！」

　バルトロが面おも白しろそうに笑う。

　まるで、この場をどう切り抜ぬけるのか、楽しんでいるかのようだった。

「イチノ！　加勢するぜ」

　ヤルシュカが右肩を押さえながら、左手で黒騎士へ銃口を向ける。

　だが、

「困りますな、ヤルシュカ殿どの。勝手なことをされては」

「てめぇ……すっかり騙だまされてたよ！」

「まあ、あなたを騙すのはそこまで難しくはありませんでしたからね。しかし、右肩の痛覚は完全に銃で撃うたれた痛みと同じなんですが……よく動けるものです」

「こっちゃ現実でも荒あら事ごとにゃ慣れっこなんでな！　そこをどきな、バルトロ！　邪じや魔まするってんなら、てめぇから倒してやらぁ！」

「ご随ずい意いに」

　そして、ヤルシュカとバルトロの戦いも、イチノたちの横で始まった。

　イチノとしても加勢をしたいが、この黒騎士の技量はそれを許さない。

　少しでも気を逸そらせば畳たたみかけられてしまうだろう。

　どうにかしてこの黒騎士を倒すしかない。

「行くよ、ゼフィランサス！」

　そこへサクラが黒騎士へ立ち向かっていく。

「はははは、無駄ですよ！　その黒騎士にダメージを与あたえるには貴方では無理なのです！」

　バルトロの哄こう笑しようを余所よそに、サクラは黒騎士へその《オリジンウェポン》を構えた。

「出し惜おしみはしないわっ！　〈風ふう精せい剣けんゼフィランサス〉！」

　攻こう防ぼう一体、神速の六連撃。

　緑の軌き跡せきが放たれる。

　その瞬間、軌跡は花へと変化する。さくらを守る攻防一体のオリジナルスキルだ。

「ＳＰの無む駄だ遣づかいですぞ！」

　昨日まで、サクラは黒騎士にダメージを与えたことはない。

　攻撃は命中しているのにも拘かかわらず、ただ理り不ふ尽じんに攻撃が無効化されていたのだ。

　しかし──。

　サクラの六連撃が命中し、黒騎士からヒットエフェクトが溢あふれ出る。

「なっ!?」

　バルトロが驚きよう愕がくの声をあげた。

「何を驚おどろいてるんだか知らねぇが、こっちを無視するなよっ!?」

　ヤルシュカの攻撃によって、バルトロはこちらに向くような余よ裕ゆうもなく防ぼう御ぎよをさせられる。

「ダメージ入ったよ、イチノ！」

「予想通りだったな」

　イチノは考えに考えていたのだ。

　他にあって自分にないものを。

「お主、まさか、《メモリーフラグメント》を……！」

「さあな！」

　バルトロの質問に答えることなく、イチノは黒騎士と立ち回る。

　ただ、バルトロが言いかけた通り、イチノはサクラにひとつ《メモリーフラグメント》を預けたのだ。決けつ闘とうを通じて。観覧車で決闘の約束をして、それで彼女に《メモリーフラグメント》をひとつ返したのである。

　黒騎士のダメージ無効化という仕様の是ぜ非ひ、理り屈くつ、理由。それらすべては未いまだに闇やみの中だ。

　イチノにも絶対的な確信があったわけではない。

　黒騎士がカレンの《メモリーフラグメント》を奪ったことや、カレンが最初に襲われた時はダメージを与えられたこと。

　それらの情報を有機的に絡からめて出した、最有力な条件のひとつが、この《メモリーフラグメント》の所持者のみがダメージを与えられるというものだ。

「畳みかけるぞ！　ダメージを負うなよ！」

　今、ダメージは痛覚へと直じかに来る可能性がある。

　銃じゆう弾だんによるダメージも、斧によるダメージも、爆発によるダメージも。

　万が一、まともに喰くらってしまえば痛みがあらゆる行動の邪魔をするだろう。

　故にイチノはサクラやカレンに向かう攻撃をすべて逸らし、捌さばいていた。

　ダメージさえ喰らわなければ、痛覚などまったく関係がない。

「銃弾に比べれば欠伸あくびが出るぜ」

　イチノは真上から振り下ろされた斧に合わせて受け流しを行う。

　振り下ろされた斧に自身の剣を一撫なでするように接せつ触しよくさせて、地面に付かないように横へ流した。

　斧が地面に触ふれると爆発する以上、相殺しても爆発は起こる。

　だが、地面に付かないよう角度と衝しよう突とつの度合いを調整して受け流せば、そもそも爆発させないようにできるのだ。

　以前は戦せん闘とう中、ここまで器用に受け流すことはできなかった。真上から攻撃されれば、四十五度逸らして避よけるのが関の山で、それでは斧の地面への接触は避さけられない。

　だが、銃弾という攻撃判定に対たい抗こうしているうちに、イチノはそれらへの対応ができるようになっていた。銃弾の速度に合わせていたせいで、少しずつ攻撃判定への対応に余裕が出てきている。

　そこから攻撃へ転ずるのは遅おくれてしまい、クリティカルを一撃入れられる程度になってしまってダメージには期待できないが、それでも今は頼たよれるパートナーがいるのだ。

　その頼れる冒険者──サクラの攻撃があるからこそ、受け流しに徹てつすることができる。

「ふっ。だが、その程度では甘いですぞ！」

　バルトロはまだ余裕の表情を見せている。

「い、イチノさん、あの黒騎士、自動回復してます！」

　イチノの後ろでカレンがそう叫さけんだ。

「……どの程度だ？」

「に、二秒に５パーセントです！」

「チッ……！　四十秒で全快か」

　サクラも黒騎士に五秒に最大ＨＰの10パーセント程度のダメージは与えているだろう。

　イチノも時々ダメージを入れている。

　だが、それでも二秒に５パーセントとなると、与えるダメージと回復量はほぼ同じ。

　このまま戦っていれば、まともに決着はつかない。

　集中力を切らしたところで終わることになるだろう。

「その黒騎士は十分という制約がありません。さあ、もっと！　もっと戦い、血を滾たぎらせ、この世界の可能性を見せてください、イチノ殿！」

　そんなバルトロの耳みみ障ざわりな声が鬱うつ陶とうしく聞こえたが、今は剣を交えて耐たえるしかない。

　カウンターを使えば、それなりのダメージが入るが、それはソロで戦っている時の話である。

　サクラのダメージソースがメインとなっている以上、待ちのカウンター狙ねらいは相手を回復させる手段でしかない。カウンターを狙っている間に回復されるだけだ。

　その上──。

「シネ」

　この黒騎士は斧だけではない。

　もう片方の手に銃まで持ち、それで銃弾を放ってくるのだから。

　イチノも隙すきを見て攻こう撃げきを入れているが、黒い石によって限界を超こえたのであろう黒騎士の技量が邪魔をしてなかなか接近することができなかった。

「くそっ……」

　ゲーム酔よいが来るまで戦うことは可能だろう。

　少なくともイチノは戦える。

　それまでに時間は充じゆう分ぶんあるが、それでもだ。集中力を切らさずに戦う自信がイチノにはある。

　だが、そこを越こえてしまえば──終わりだ。一気に形勢は不利になる。

　ゲーム酔いに耐えられるような神経は、イチノとて持ち合わせていない。

「せめて……剣さえ」

　今の剣もキョウが作ってくれた特別な剣とはいえ、どうしても〈ハンドレッドブレード〉に比べてしまうと、ダメージが数段落ちる。

　以前のダメージであれば、打だ倒とうできるはずなのだ。

　それだけにもどかしくて仕方がなかった。

「その程度ですか、イチノ殿！　それでは、まだまだ足りませんぞ！　もっと！　もっと！　この世界に慣れ親しむのです！　この世界に馴な染じむように」

　バルトロはヤルシュカと遊ぶように戦っている。

　ヤルシュカを完全に子供扱あつかいしていた。痛覚が現実と同じように伝わってきているとはいえ、この状じよう況きようにヤルシュカは唇くちびるから血を出さんばかりに歯は嚙がみしていた。

「さあさあさあ！　もっと！　ここで躓つまずくようでは、次の段階へ行けませんぞ！」

「まったく、よくわからないことをゴチャゴチャと……！」

　それでもイチノは愚ぐ直ちよくに剣を振ふる。

　ダメージを与え、回復され。

「半分から減っていません！」

　カレンが叫ぶ。

　黒騎士の自動回復は半分以下になってから発動するようだが、そこから一向に減らないらしい。

　サクラへの攻撃をイチノが受け流し、サクラとイチノが隙を衝ついて攻撃を命中させる。

　少なくとも全快だけはさせないように──。

　それでも一向に減らない黒騎士のＨＰに、サクラも辛つらそうな表情をし始めた。

　まるで効果のない攻撃を続けているのは、心が折れる。

　ましてやサクラはＳＰ管理をする必要もある。

　後ろでサポートするカレンから〈バイタルプロバイド〉で分けてもらっているとはいえ、限界は近いはずだった。

「もう、ダメなの？」

「諦あきらめるな！」

　諦めの色を見せ始めるサクラを叱しつ咤たする。

　サクラはダメージを負っていない。そのダメージを負わせる攻撃判定は、すべてイチノが対処していた。

　それでも、サクラは心が折れかけている。

　無理もない。

　この先の展望が見えないのだから。

　どうにかできる手段がない。

　イチノすら、内心でこれはヤバいと焦あせりの色を浮うかべ始めていた。

　打開策はないのか。

　この状況を打破する方法は──。

　戦いながら、それをずっと考えていると、

「イチノ！　受け取れ！」

　突とつ如じよ、武器が飛ぶような風切り音。

　投とう擲てきによる投げナイフのような小さな音がイチノの耳に届く。

　だが、それはイチノの身に刺ささる角度で向かっていないことは音でわかった。

　イチノは右手に持つ武器を地面へと投げつけ、その地に刺す。

　空いた右手を虚こ空くうに差し出し、飛んでくるものを──摑つかんだ。

　刀身の形、大きさ、長さ。

　剣けんの重さ、重心。

　握にぎり心地ごこち。

　すべてがまったく同じ、剣だ。

　刀身の色が少し青いのと柄つかの意い匠しようが少し違ちがう程度で、今までと同じように振れる。

「サンキュー、キョウ！」

　イチノは刀とう匠しように振り向くことなく、黒騎士からの攻撃をかいくぐり接近。挨あい拶さつ代わりと言わんばかりに、その首に一撃を叩たたき込む。

　蒼あおい軌き跡せきが生まれ、その首に触れると凄すさまじい量の星が飛び散った。クリティカル補正が以前使っていた剣と同じ──いや、それ以上だ。

　その上、手て応ごたえもかなり違っていた。

　攻撃力までもが今までとは全然違い、底上げされている。

「イチノ、よく聞け！　その剣には君専用のような特性がある。レベル１の状態という条件を満たすことで武器の攻撃力と切れ味を限界まで強化させ、装備者のステータスをもアップさせるんだ！」

　そんな特性は聞いたことがない。

　だが、〈ヒヒイロカネ〉を渡わたした時に、キョウは言っていた。

『君にぴったりの特性を付けるためのスキルを、もしかしたら得られるかもしれない。ホントに、君以外には使えないような代しろ物ものだがね』

　それをキョウは得ることができたのだ。

　だからこそ、この剣の攻撃力や切れ味は〈ハンドレッドブレード〉よりも、高くなっている。今までに感じたことがないステータス上じよう昇しようの感覚すらあった。
















　もちろんレベルを上げた状態で使えるようなものと比べれば、能力不足は否いなめないだろう。

　だが、レベル１で使える武器としては飛び抜ぬけて最強と言って差し支つかえはなかった。市し販はん武器の〈ナイトブレード〉の攻撃力が霞かすむほどの攻撃力がある感かん触しよくが手に残っている。

　ふと、意識して剣を見るとそこには〈ワンサイドブレード〉と表示されていた。

「君のレベル１を捩もじり、一方的なほど強くあれという意味を込こめた！　さあ、ボクに見せてくれ！　その剣の力を！」

「任せろ！」

　イチノから振るわれる蒼い軌跡。

　それは《オリジンウェポン》でしか出ないエフェクト。

　サクラの緑の軌跡と同じものだ。

「イチノ、いくよっ！」

「おうっ！」

　蒼と緑の軌跡が交差し、絡からみ合い、まるで嵐あらしとなって黒騎士へと襲おそいかかる。

　黒騎士は反撃するような余よ裕ゆうもなく、それを軽減するような行動をするばかり。

　だが、イチノとサクラは攻撃を緩ゆるめない。

　サクラの攻撃命中エフェクトが飛び、イチノの攻撃でクリティカルの星が幾いく多たも飛び散る。蒼と緑の乱らん舞ぶは、黒を塗ぬり替かえるように乱れ飛んだ。

「イチノさん、サクラさん！　あとちょっとです！」

　完全に自動回復を凌りよう駕がしたふたりの攻撃は、黒騎士を倒たおす寸前まで追い詰つめていた。

「オノレッ！」

　黒騎士は戦いを仕切り直すかのように大きく後ろへ跳とぶ。

　すぐにその身を黒い霧きりのようにして消した。

　そして、その黒い甲かつ冑ちゆうが現れたのはカレンの前だ。

　黒騎士はカレンの首を摑み、人ひと質じちにするかのようにカレンを盾たてにした。

　一いつ気き呵か成せいに攻せめ立てていたサクラの動きが止まる。

　しかし、

「そんな真似まねしたところで無む駄だだッ！」

　消えた瞬しゆん間かん、イチノは逃にげたなどと思っていない。

　間違いなく与くみしやすしと見るカレンを狙うと確信していた。

　カレンを摑む腕うでの手首をイチノは斬きり上げる。

　クリティカルエフェクトが飛び散り、その衝しよう撃げきでその手からカレンが離はなれた。カレンはすぐにその場から遠ざかる。

　だが、これで遮さえぎるものはなにもない。

「シネ！」

「それはお前だ！」

　イチノは振り上げられた斧おのを避よけることなく、剣を振るう。

　そして、イチノの頭に斧が落ちる前に黒騎士の首筋に蒼い軌跡が刻まれた。

　それだけではない。

　太い蒼の剣けん閃せんが、黒騎士の首の部分にうっすらと残される。

　それが、溜ため込むようにして──炸さく裂れつ。

　カウンターが決まったのだ。

　黒騎士は吹ふき飛ばされるようにして、背後へと錐きり揉もみで飛んでいく。

　地面を転がり、仰あお向むけで倒れ、そして、その姿はうっすらと消えていった。

　そのエフェクトは拠きよ点てん送りにされた時のもの。イチノたちは黒騎士を倒したのだ。

　しかし。

　黒騎士がドロップする落とすはず、と言われていた《メモリーフラグメント》はドロップされることはなかった。

「剣ひとつ替かわっただけで、まさか実験体がここまであっさりやられるとは。ふむ、期待以上ですな。素す晴ばらしい」

　バルトロがヤルシュカとの戦せん闘とうを中断し、こちらを見み遣やる。

「バルトロォ！　よそ見してんなッ……ぐっ!?」

　と、ヤルシュカが銃じゆう口こうを向けると、その背後に何者かが現れヤルシュカの首にナイフを押し当てた。

　その者は真っ白いという他ほかに特とく徴ちようのない仮面を付け、表情が窺うかがえない。性別すらも、だ。

　以前、ファルセリアでの会議に参加したひとりと佇たたずまいはまったく同じ。

　だが、それだけではない。

　いつの間にか、バルトロの周辺には似たような仮面の冒険者たちが十数人といる。

「さて、これ以上の戦闘はもはや意味がないので。我々は撤てつ収しゆうします」

「ふざけるなよ、うちらの街でここまで好き勝手暴れておいて……！　何のつもりだ！」

　ヤルシュカはナイフを押しつけられているにも拘かかわらず、毅き然ぜんと言い放った。

「今回の黒騎士については様々な理由がありますな。まあ、すべては〈八や咫た烏がらす〉が一大ギルドとなるためのもの。例のアイテムの収集も含ふくめて、様々な実験をさせていたに過ぎません」

　バルトロはちらりと意味ありげにイチノを見遣る。

　おそらく例のアイテムというのは《メモリーフラグメント》のことだろう。

「こっちとしては、このままじゃ腹の虫が治まらないんだが」

　イチノが珍めずらしく険の籠こもった声で言うと、バルトロは手を前に出し、抑おさえろという仕草をする。

「貴方あなたと戦う気はありません。今回は間が悪かったと言ってもいい。貴方の武器が最初からあった方がよかったのですがね」

　そして、バルトロが合図をすると、仮面の冒険者たちは次々と消えていった。

　そんな中、バルトロが穏おだやかな顔でイチノを見み据すえる。

「イチノ殿どの。〈八咫烏〉のギルドホームまで来なさい」

「なんだと？」

「条件次し第だいで恋──あなたの妹について教えてあげましょう」

「なんで、俺の妹のことをッ！」

　だが、そのイチノの問いに答えることなく、バルトロは例の仮面を自らの顔に付け、その姿をふっと消してしまった。







　■エピローグ







「結構前だったが〈八や咫た烏がらす〉には運営と繫つながっている疑ぎ惑わくがあったな、確かに。鼻で笑っちゃうようなあり得ないと思ってた噂うわさだったから、まったく気にしてなかったけど」

〈アマツマウラ〉のギルドホームで、ヤルシュカは椅い子すに座りながらそう語った。

　戦いを終えたピストレイアはすでに今までと同じような様相を取り戻もどし、すべては元通りのように見えた。

　しかし、あの光景や痛みを覚えている者はいる。心の方が癒いえるのには時間がかかるかもしれない。あるいはゲームをやめる者がいるという可能性もある。

「今回のことはもちろん運営に報告するが、今の運営にはまったく期待できん。今回のことはわからないことばかりだしな」

「というか、なぜ運営は動かないんだ？」

　イチノが問うとヤルシュカは首を振ふる。

「さあな。ただ以前、こんな噂が流れたことがある。この世界ゲームがもうひとつの世界になるって話だ。このデジタルの世界が、人の生きる世界になるとか」

　その話を聞いて、以前聞いたヒルトの話をイチノは思い出す。

『噂でね。この世界はもうひとつの世界になるんだって。エネルギー問題が叫さけばれてるじゃない？　で、このデジタルの世界が、人の生きる世界になるんですって』

『取るに足らない噂なのだけど、こうも世界が現実と同じように見えて、その上、社会までが同じように形成されると、笑い飛ばせなくなるのよ』

　という、イチノも聞いたことがある話だ。

「ただの噂だと思うが……」

「ところが、この話には少し続きがある」

　その言葉にイチノが顔を顰ひそめた。

「あたいたちは、ゲーム酔よいもあるせいでこの世界に連続では八時間程度しかいられない。まあ、休きゆう憩けいを挟めば十時間ぐらいはいけるが……それはわかるな？」

「ああ。多少個人差はあるが、そこまで大きくは変わらないはずだな」

「で、最近な。〈獅子聖サンオブザリオン〉がレベル70になったらしい」

　それはイチノもバルトロから聞いていた。

「レベル70になったエリゼが……十二時間連続でソウルインしていたらしい。伸のびてんだよ、ゲーム酔いまでの時間が」

「……まさか、そんなことがあり得るのか？」

「エリゼは孤こ高こうに生きてるが、目もく撃げきはよくされている。だから、八時間でソウルアウトしていたのは誰だれもが知っていた。だが、ここ数日、ヤツは十二時間この世界にいる」

「レベル70になったことで、なぜそんなことに？」

「さあ、な。あたいにゃわからん。ただ、あのキャッチコピーがあるだろ」

　ヤルシュカの言いたいそれは〈アストラル・イノベーター〉のキャッチコピーだ。

『遥はるかな高みを目指せ。このゲームは君の現実を変える』

　それ故ゆえか。レベル99になったらその身に何かが起こると言われていた。

「レベル99になったら、この世界に二十四時間ソウルインできるようになる、とかか？」

　イチノが眉まゆを顰ひそめてヤルシュカに問うと、

「もしかしたら、な」

　と、ヤルシュカは語った。そして、続ける。

「二十四時間ソウルインできるようになれば、この世界で生きることも可能だろうよ」

「……それにどんな意味がある？」

「さあな。今じゃリアルで人が生きるエネルギー量と、デジタルで人が生きるエネルギー量は、完全に逆転してデジタルの方が少ないらしいからな。エネルギー節約とかか？」

「馬ば鹿かげてる」

「まったく。そうはなって欲しくないもんだ」

　そして、ヤルシュカは怠だるそうに立ち上がった。

「何にせよ、運営が当てにならないなら、うちは対〈八咫烏〉に目的を置く」

「このゲームをやめるって選せん択たく肢しは？」

　ヤルシュカは不快そうな表情を浮うかべる。

　イチノは言ってから失言だったと後こう悔かいした。

「悪いな。あんたに言うような言葉じゃなかった」

「まったくだ。あたいはこの世界が好きだから入ってるんだぜ。今いま更さらやめられるかよ」

　そして、溜ため息いきを吐つく。

「もっとも。もしかしたらこっから、この世界は大きく変わるかもしれねぇ。どうも〈八咫烏〉は世界を変えたがっている節があるからな」

「何の目的で」

「それがわかったら苦労はしねぇよ」

　そんな言葉を最後に会話は終わった。

　イチノは外に出て、サクラと合流する。

「……あれ？　カレンは？」

「それが……こんなメモを残してどっか行っちゃって」

　そのメモを受け取ると、このようなことが書かれていた。




　黒騎き士しに摑つかまれた時、なぜか《メモリーフラグメント》が戻ってきました。

　では、また会う日までさようならです！




　とだけ。

「あんにゃろ……」

「追いかけたんだけど、まったく見つからなくって」

「……ホントに一体あいつはなんなんだ」

　結局、わからないことは多いままだ。







　雲雀ひばり工こう房ぼうに戻ると、ひばりがいて、そして、珍しくキョウがいた。

　キョウが雲雀工房にいるのはとても珍しい。自分の店から出ることすら稀まれだというのに、それが人の多く集まる場所へ来るなど、イチノが覚えているだけでも二回程度だ。

　そして、いつもの鍛冶かじをする時の服装ではなく外出用の装備である。一年近く前にキョウにプレゼントした皮の装備品だ。

「珍しいな、キョウ。ここに来るなんて」

「まあね。気の利きかない君はボクのところに来ないだろうし」

　少し言葉に棘とげがある。

　事実、キョウの店に行く予定はなかった。剣けんのお礼に関しては次に会った時でいいか、と思っていたぐらいだ。

　ただ、口調がキツくとも、それでもキョウは興味深そうな表情を隠かくしていなかった。

「それで使い心地ごこちはどうだったんだい」

「最高だった」

　端たん的てきにそう褒ほめると、珍しくキョウは笑え顔がおになる。

「そうか。最高の褒め言葉だな。まあ事実、あれは会心の出来だったからね」

「使い勝手も変わってないしな。何よりも攻こう撃げきを命中させた時の感覚がいい」

「ああ。これはボクらの終着点じゃない。もっともっとその剣を強くしてみせるさ」

　キョウはイチノに拳こぶしを差し出す。

　中身が女性とは思えないほどそれは極ごく自然な行動だった。

「これからも頼たのむぜ」

　イチノはそれに自分の拳をコツンと合わせる。

　そして、ふたりして笑い合った。

「はぁ……、ふたりだといい絵え面づらですねぇ……って、サクラさん、なんで複雑な顔してるんですか？」

「い、いえ別に……」

　ひばりはまだキョウの元の性別が女性であることを知らない。

　ただ、サクラはそれを知っているために妙みように焦あせっている表情だ。ひばりが首を傾かしげるのも無理からぬ話である。

「それが聞けて満足だよ。じゃあ、ボクは仕事に戻る。また何かあったら来たまえ」

　そして、キョウは雲雀工房から出て行った。

　ひばりも仕事を再開し、一時期はここに留とどまっていたカレンもいない。

　不意に、イチノとサクラはふたりだけになった。

「あ、そうだ。イチノ。《メモリーフラグメント》、返さないと」

　それを聞いて少しイチノは考え込む。

　だが、すぐに結論が出たのかサクラに向き直った。

「お前がそのまま持っててくれ。必要になった時にまた返してもらえればいい」

「え」

「ん？　アイテムスロットが圧あつ迫ぱくされるのが嫌いやなら今、返してもらうけど」

《メモリーフラグメント》はイチノの妹の人格データだ。

　本来であれば人に渡わたせるようなものではない。

「う、ううん。そ、そんなことないけど。で、でも……な、なんで？」

　サクラもその意味を理解している。

　だが、問わずにはいられなかった。

「ま、お前は変なことはしないだろうし、やられることもないだろうし」

　ある意味でそれは、イチノがサクラを絶対的に信しん頼らいした証あかしであり、

「それに俺の傍そばにいる限りは、絶対に死なせないからな」

　守るべき仲間として認められたということでもあった。







　■ネクスト







「ふぅ……長旅だったなー。ここが日本ジヤパンね」

　飛行機から降り、彼女はタラップの通路を歩く。

　アメリカから十四時間かけてここまで来たのだ。さすがに身体からだも怠だるい。

　社員たちの目を出し抜ぬくために、彼女は会社所有の軽飛行機を使わず、民間の航空機でここまで来ている。

　少しでも誤ご魔ま化かすために様々な偽ぎ装そう工作をした。

　狭っ苦しいエコノミーで来たのも目立たずに渡と航こうするため。

　彼女であればファーストクラスやビジネスクラスを使うことは造作もない。

　当然だ。

　彼女の名前はプリシラ・テレジア・カーリン。

　人がデジタルの中に入る技術、〈アストラル・コンバーター〉を作った若き科学技術者である。

「まったく、人様の技術にケチ付けて。そっちの使い方が悪いんでしょーに」

　弌はじめの父、仁じんの要よう請せいを受けて、彼女は秘密裏りに日本へとはるばるやってきたのだ。

「人が閉じ込められたねぇ……。本当だとしたら……いやいや、あたしのプログラムにおかしなところがあるはずが……」

　彼女はとてももやもやしていた。

　完かん璧ぺきなプログラムなど存在しないことを、彼女は知っているからだ。

　しかし、それでも人の全神経をデータで扱あつかう以上、そこには細心の注意を払はらっている。

　デジタイズデジタル化技術ができたのは五年前。

　以降、人格データが戻もどせない等ということは一いつ切さいなかった。

「なんにせよ、ゲーム側のプログラムソースを見せてもらわないことにはね。ちゃちゃっと解決して観光しましょ。さてさて、で、野の上がみの家は、と……」

　彼女は自分の腕うで時計型ウェアラブルコンピューターを起動してモニターに地図を表示した。







　あとがき







　富士見ファンタジアの読者の皆みな様さま、四ヶ月ぶりです。田た尾お典のり丈たけです。

　前回に引き続き、お買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　もし三巻だけを買ってらっしゃいましたら初めまして。籠かご目めさんの魅み力りよく的なイラストに目を惹ひかれて、つい手に取ってしまったのでしょうか？　そのままレジへお願いします！




　というわけで近未来ＭＭＯＲＰＧ、第三巻でございます。

　今回は割とデリケートなＰＫプレイヤーキラーについてでした。それと暗あん躍やくする人々とかですね。

　ＰＫについては初めてやったＭＭＯＲＰＧ、ウルティマオンラインでされたのが初めてでした。幽ゆう霊れいのまま戻もどったら死体すらなくて、街に戻ったら解体されたキャラの足が落ちてるっていうね……。あれは衝しよう撃げき的でした。もっともＰＣプレイヤーキヤラクターの解体はいつの間にかできなくなっていたようですが。これも世の中の流れでしょうか。これが〈アストラル・イノベーター〉でできたら、トラウマとかいうレベルじゃありません。

　あと大枚叩はたいて家を買ったんですが、ふと気付くと外に出られない。外にオブジェクトが置かれて扉とびらが開かないんですよ。あれも酷ひどかった……。あの頃ころはモンスターよりも人の方が怖こわかったですね。ラグナロクオンラインでもＭＰＫモンスタープレイヤーキルとか。まあ、いい思い出です。

　さて次の巻ですが、最後にちょろっと出てきた彼女がイチノに何をもたらすのか？

　ご期待いただければ幸いです。次の巻でまたお会いしましょう！




　それでは、今回も謝辞に参ります。

　籠目さんのイラストはいつもいつも素晴らしくて本当に最高です。というか、表紙のふたり、おっぱいが大きくていいですよね。そして、可愛いだけじゃなく超ちようカッコいい！

　今回もご迷めい惑わくをおかけしました、担当の小林様。自分がふと忘れてしまっていることを、いつも思い出させていただいていますね。ありがとうございました！

　カバーデザインをして戴いただいたビィピィ様。いつも丁てい寧ねいな仕事、感謝します。

　また、この本を出版するにあたって関わったすべての皆様へ、厚く御お礼れい申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。


二〇一四年五月九日　田た尾お典のり丈たけ









　■特別付録　ショートストーリー

　「サクラパニック」







　誘ってしまった誘ってしまった。

　あの瞬間は勢いでしかなかったが、彼を——野上弌のがみはじめを遊園地に誘ってしまった。

「ど、ど、ど、どうしよう……」

　土曜日の午前授業を消化し、学校が終わって帰宅中の咲良さくらは、弌と分かれてから頭を抱えていた。

　夢か幻ではないかと思う。

　まさか自分が誘って、すんなりとオーケーをもらえるなんて想像をしていなかった。

　流されることの多い彼ではあるが、しっかりと『了解』と言ったのだ。

　黒騎士を誘き出すため、恋人の練習——というのは口実だった。

　彼女も自身の気持ちを自覚はしていない。

　ただ。

　カレンが恋人の振りをしているところを見て、チクリと胸が痛んだ。

　なぜ隣にいるのが自分ではないかと疑問に思った。

　そんな疑問が頭に渦巻いて気付けば、遊園地に誘ってしまった。

　しかし、その想像ができていなかったなどなんたる不覚か。

　当然、まるで準備すらできていない。

　心も、そして、それ以外も。

　家に戻ってから私服に着替えて待ち合わせ場所に集合……と相成ったが、制服で行った方が楽だったという思いが脳裏を過る。

「で、でも……寄り道禁止だし」

　遊園地で地元の学校の生徒が制服でいたら、補導されるかもしれないという不安があった。

　実際には平日でもない限りは問題ないのだが、それでも生真面目な咲良は校則を破ることができない。

「た、ただいま！」

　頭をオーバーヒートさせたまま帰宅する。

　いつもみたいに靴を揃えて行儀よくしたりしない。靴は適当に脱ぎ散らかして、咲良は自分の部屋へと直行した。

　母親の「咲良！　脱ぎ散らかしてどうしたの!?」と心配そうな声が届くが、もはや咲良にそれを聞き入れるような余裕はなかった。

「早く、行かないと……」

〈アストラル・イノベーター〉の中で、こんなに混乱したことはない。

　あのマシューに捕まっている時ですら、脱出して反撃のことだけを考えていた。

　剣道、空手道、合気道、柔道、それらの試合ですらここまで不安が心に浸食したことはない。

　迷惑かけたらどうしよう。

　楽しんでもらえなかったどうしよう。

　調子を狂わせてしまったらどうしよう。

　今の咲良の脳内では、すでに悪い想像しか浮かんでいなかった。

「はっ！　混乱してる場合じゃない！」

　咲良は家に帰って、最もやるべきことを思い出す。

　すぐに制服を脱いでワイシャツも脱いで、下着姿になった。

　部屋の隅にあるクローゼットを開け放つ。うっすらとした石鹸の香りが部屋の中に広がった。

「ええっと……ええっと……」

　まずは上着を選定しよう。

　咲良はそう決めて、手に取った上着を自分の身体に合わせた。そして、部屋に立てかけた姿見を見る。

　普段部屋で着るようなジャージ姿の自分がいた。

　なぜこんなものを。即座に部屋の隅に投げ捨てる。

　手に取った服をジャージと認識できてすらいなかった。五感すべてが明らかにおかしくなっている。

「お、落ち着かないと……うん。し、深呼吸……」

　大きく息を吸って、吐いて、吸って、吐いて——咳き込む。

　呼吸のテンポがズレたのだ。完全に空回りしてしまっている。

「ゲホゲホッ！　も、もう……！」

　彼女は愚痴りながら、上着を手に取っては投げ、手に取っては投げを繰り返した。

　いつの間にか部屋には足の踏み場がないほど洋服が散乱してしまっている。

　普段はここまで散らかすような性格ではないのだが、今はクローゼットに服を戻す暇すら惜しかった。

「ちょっと咲良、さっきから何を——って何やってんの、あんた」

　そんな状況でやってきたのは咲良の母親だ。

　心配そうに声をかけて一転、呆れたような声を出す。

「な、何でもないったら！　というか、お母さん！　ノックしてって言ってるでしょ！」

「あらやだ、デート？」

　経験でもあるのか、咲良の部屋に洋服が散らばっている惨状を見てピンときたらしい。

　咲良は顔を真っ赤にして顔を俯かせる。

「ほ、ほっといてってば！」

　そう言うのが精一杯だ。

「なるほどなるほど。で、晩ご飯は必要？　もしかして、必要ない？」

　咲良の顔は真っ赤を通り越して青くなり、そしてその身体はブルブルと震え始めた。

　母親はさすがにからかいすぎたことを自覚して撤退準備をする。

「まあ、何着てっても大丈夫よ。相手がよっぽどのクズじゃなければ」

「は、弌くんはクズなんかじゃないもん！」

「あら、弌くんって言うんだ。覚えておこっと」

　そして、母親はニンマリとした顔をして出て行った。扉が開けっ放しだが、そこで殊更閉めに行くような真似もしない。

「ああ、もう……！」

　思わぬことに時間を取られてしまったが、咲良はすぐに洋服合わせを再開する。

　しかし、何を合わせても似合っている気がしなかった。

　弌の残念そうな表情が、想像の中に浮かぶ。

　むしろそこに頓着をしそうにないのが野上弌なのだが、視野の狭くなっている咲良はそこにすら気付かない。

　ただただ、彼に喜んでほしい一心で服を選んでいる。

「も、もう時間が……」

　気付けばもう時間がなかった。

　待ち合わせまであと僅か。

　走って行けばまだ余裕はあるかもしれないが、全速力で行って息を切らせるのもはしたなくて嫌だった。

「ど、どうしよう……」

　着ていくものも決められない。

　未だに上着すら決めることができていないのだ。

　これからスカートやらアクセサリーも決めなければならないというのに。

　弌の隣を歩くために、恥を掻かせるわけにはいかないという思いが縛りとなって、思考をがんじがらめにしていた。

「お姉ちゃん？」

　開いていた扉の隙間から、ちょうど咲良を一回り小さくしたような少女がひょこっと顔を出す。

　咲良の妹であり、弌の妹の親友でもある日比野有咲ひびのありさだ。

「バタバタしてるから何かと思ったら……どうしたのこれ……」

　散乱している洋服を見て呆れた顔を見せる。

「うう……だって……」

　痴態を妹に見られて、姉としては立つ瀬がない。

「もう、お姉ちゃんは何を着ても可愛いから大丈夫だってば」

「わ、私は有咲と違って可愛くないもん」

「よく似てるって言われてるような……」

「でもでも……」

　シュンと肩を落としてしまう咲良。

「相手は弌お兄さんなんでしょう？　だったら大丈夫だよ。あの人、すごいいい人だよ。お菓子くれるし」

　いい人基準がお菓子をくれるかどうかというのも不安だったが、それでも有咲自身は弌をいい人だと認定しているのは確からしい。

「あ、そう言えば有咲は弌くんと会ったことあるんだったっけ」

　有咲には軽く恋の兄と、〈アストラル・イノベーター〉で会ったことやクラスメイトだったことをすでに伝えている。もっとも恋が今どうなっているかという詳細までは伝えていないが。

「いいなぁ……。弌くんの家に行ったなんて」

「それよりも、早く服決めなくていいの？」

「あっ、そうだった！」

　慌てて服選びを再開する咲良だったが、やはりどれを選んでもピンと来ない。

　咲良は武術を学んでいたこともあり、あまり外見に気を遣ってこなかった。

　それでも母が買ってきたものや、有咲と一緒に選んだものは悪くないと思っていたのだが、遊園地に着ていく服……となると、どうしても色眼鏡で見てしまう。

「はぁ……。まさかお姉ちゃんがデートひとつでここまでダメになるとは思わなかったよ」

「……うう」

　咲良としてもそんな辛辣な妹の言葉に反論できない。

「うーん。お姉ちゃんがこんなに早く弌お兄さんを誘うなんて思ってなかったし、ちょっと早いけど、いい機会だから渡しておくね」

「？？？」

　有咲は一旦、部屋から出ていく。そして、幾ばくもしないうちに戻ってきた。

　その手に紙袋を携えて。

「はい。これ、恋人の日も近いし、お姉ちゃんにプレゼント」

　バレンタインデー、ホワイトデーに次ぐ、第三の愛の記念日。

　基本的に恋人同士でアクセサリーを贈り合う日になっているのだが、バレンタインデーと同じく、仲間同士や同性同士でも贈り合うのは珍しいことではない。

〈アストラル・イノベーター〉の中でも有名なイベントだが、現実世界でもまたこうして贈り合う習慣があった。特に日比野家では毎年、家族で贈り合っている。

「これって……」

　手渡された紙袋の中には洋服が入っていた。

「お母さんと一緒に買ってきたんだ。そのうち弌お兄さんと出掛ける時になって、着ることになるんじゃないかなと思って。もっと未来の話と思ってたけど早かったしね」

「あ、ありがとう！」

　咲良は急いで洋服を取り出す。

　その洋服はとても可愛く見えた。姿見を見なくても大丈夫と咲良が思うほどに。

「お姉ちゃんとこの前一緒に服を買いに行った時とサイズは変わってないとでしょ？　そっちも大丈夫だよ」

「う、うん！　本当にありがとう有咲！」

「いいから早く着た方がいいよ」

　言われた通り、咲良はすぐに洋服を広げて着込んだ。

　サイズもぴったりでまったく問題ない。

　ようやく下着姿から私服姿に切り替わる。

「わ……」

　姿見の中にいたのは、まるで自分ではないような自分だった。

　白のフリルブラウスにシースルーなブラウンのカーディガン、ピンクの花柄スカート。全身から清純なイメージを醸し出している。

　ふと、姿見に映る自身の隣に弌を想像した。

　想像の中で弌はなぜかタキシード姿だったが、咲良にとっては洋服がこれ以上ないほどに合っていると確信する。

「こ、これなら……！　じゃあ行ってくるね！」

　咲良は散らかした洋服を放り出したまま、バッグを持って部屋を出て行こうとした。

「ちょ、ちょっと、お姉ちゃん！　商品タグ、外すの忘れてる！」

「えええええええっ！　有咲、は、早くハサミ！」

　慌てて有咲がハサミを持ってきて、咲良の服に付いた商品タグを切り離す。

　咲良が動いて危うく服まで切るところだったが、有咲の器用さのおかげで事無きを得た。

「い、行ってきまーす！」

　そして、咲良は慌ただしく家で出る。

　待ち合わせ場所に向かって、できる限り早足で。

（気に入ってくれるといいな……）

　そんな想いとドキドキした気持ちをその胸に抱いて——。
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